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　プロローグ







　西日が差しこむ空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン執しつ務む室。

　部屋の主あるじである鋭するどい目つきの少女──空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーフロン・フラメルの向かいには、召しよう集しゆうされた二人の空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生の姿があった。

　一人は黒くろ髪かみのポニーテールに薄うす紫むらさきのリボンをした少女──クロエ・セヴェニー。空戦魔導士科本科二年にして、学園浮ふ遊ゆう都市最強の《寂滅姫ニルヴアーナ》の異い名みようを持つ少女だ。

　もう一人は濃のう紺こん色のさらっとした髪に、透すき通るようなエメラルドブルーの瞳ひとみの少女──ユーリ・フロストル。学年はクロエの一個下。年ねん齢れいは今年で十六歳になる。

　二人は学園浮遊都市の頂点に君臨する特務小隊ロイヤルガードに所属しており、都市内の揉もめ事に関して助言・協力を求められる立場だ。

「──ということで、カナタ・エイジの小隊は十二連敗目を喫きつしたようね。クロエ、この事実に間ま違ちがいないわね」

「ええ、第一クォーターは全敗という結果になりました……」

　一年を四期に分けて行うランキング戦。そのうち一期で全敗を喫したのだ。

　申し訳なさそうにクロエが言うと、フロンが静かに頷うなずいた。

「……それともう一度訊きいておくけど、例の事案に関しては本当にあなたたちじゃないのよね？」

「はい、新種の変キ異メ種ラを討とう伐ばつしたのはわたしたちではありません。ねえユーリ」

　天使のような微笑ほほえみをクロエは零こぼす。

「ええ、クロエ先せん輩ぱいとロイド先輩、それにわたしは討伐に関かん与よしていません」

　どこか敵てき愾がい心しんを燻くすぶらせるユーリが告げる。

　本当は誰だれが倒たおしたか、二人とも察しはついているのだ。

「……あなたたち以外に一体誰があれを倒せるっていうのよ？」

「えーっと…………カナタがいますけど」

　クロエが口にしたのは《ミストガン》の裏切り者──カナタ・エイジ。

　突とつ然ぜん偏へん頭ず痛つうに見み舞まわれたかのように、フロンが額に手をやった。

「……あの男にも困ったものね。あなたたちは知らないかもしれないけど、カナタ・エイジは自分が教えるＥ６０１小隊──あのＦランク小隊の子たちが、先日の遭そう遇ぐう戦で《キメラ・デネブ》を倒したと主張してるのよ。だから民間施し設せつへの破は壊かい活動については目を瞑つぶれってわたしに直じか談だん判ぱんしてきたくらいだし」

「それでどうしたんですか？」

「勿もち論ろん、断ったわよ。念のために確かく認にんしたけど、変キ異メ種ラを屠ほふったのはＦランク小隊の子たちで、彼女たちはカナタ・エイジのチカラを借りずに倒したって言ってるし。当のカナタ・エイジはなぜか重傷を負っていたけど、その負傷理由を明かそうとしなかったし……」

　カナタの負傷については、幾いくつかの噂うわさが流れていた。

　中でも主流になっているのは、怖おじ気けづいて逃にげ出す最中、怪け我がをしたというものだ。人込みに巻き込まれて転び、打ちどころが悪かったらしい。カナタの報告書にもそのように記き載さいされているが、あの戦場で〈ホウキ〉に乗るカナタの姿を目もく撃げきした二人は、それが間違いであることを知っていた。

「それはおそらく……」

「──ユーリ」

　ユーリには何やら言いたいことがあるのだろう。だが、クロエが機先を制した。

　カナタが何を考えているかはわからないが、彼自身が率そつ先せんして公表しない以上、それは知ってほしくないことなのだ。

「とりあえずカナタ・エイジの教え子たちに、破壊活動についての始末書の提出を求めたわ。散々な出来が一つあったから再提出の指示をしたけど。それに学内ランキング戦も連敗記録更こう新しん中だし、このままじゃ、Ｆランク小隊の隊員たちの将来が依い然ぜんとして心配ね」

「たしかにこの前のランキング戦も、カナタの小隊は惨ざん敗ぱいでした。でも……」

　クロエがカナタを教官にと推すい薦せんしたのだ。その赴ふ任にん先のＥ６０１小隊は十二連敗を喫しているが、彼女の表情に動どう揺ようは見られない。

　信しん頼らいしているのだ。裏切り者であるカナタのことを。

　だが、隣となりで直立していたユーリが肯こう定ていする。

「空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーのご意見に関してはわたしも同感です。裏切り者のカナタ先輩なんかが、教官として結果を出せるわけありません」

　フロンは再度深く頷いてみせた。

「そういうこと。それで後任としてユーリ・フロストルを教官に据すえようと思ったのだけれど……」

「えっ!?　わ、わたしですか……っ!?」

「そうよ。この前あなたが教官やりたいって申しん請せい書しよ提出してたじゃないの」

「そ、それはそうなんですがっ！　ですけど──」

「あら、やりたくないの？」

「ええ、まあ……」

「そう。なら仕方ないわね」

　ふうっと安あん堵どの息を吐はくユーリ。教官になりたいのは、先さき程ほどからやり玉に挙がるカナタを、ランキング戦で打ち負かすためだ。なのにカナタの小隊の教官を任命されるとは、危あやうく本ほん末まつ転てん倒とうになるところだった。

　フロンの言葉にはまだ続きがある。

「Ｅ６０１小隊がこれ以上強くなることが望めない以上、カナタ・エイジを教官として認めるわけにはいかないわ。もともと問題の多い小隊だし、連戦連敗を理由に小隊を解散させることにしましょう。クロエ。推薦してくれたあなたには悪いけど、彼は更こう迭てつよ。わたしが直じき々じきに説明するからカナタ・エイジを連れてきてちょうだい」

　どうやら不ま味ずいことになりそうだ。クロエは憂ゆう鬱うつな面おも持もちで執務室を出て行った。







　第一章　裏切り者の更こう迭てつ







　抜ぬけるような蒼そう穹きゆうの世そ界らで、彼女たちは砲ほう火かを交えていた。

　巨きよ大だいなハエの化物──アルケナル級を模した飛翔標的ダミーバードが視界を横切る。

　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの少女たちは、前衛、中衛、後衛の三つのポジションに分散して迎げい撃げきする。

『こ、このっ！　ちょこまかちょこまかと……っ！』

　艶つややかで紅あかく長い髪の少女──ミソラ・ホイットテールが中衛空域で叫さけぶ。

　魔ま砲ほう剣けんを携たずさえる彼女の視界は、三体の飛翔標的ダミーバードの姿を捉とらえる。

　素人しろうとじみた乱雑な機き動どう。だが、目を瞠みはる速力で彼女は空を駆かけ抜け、砲撃を浴びせ続ける。

　行動、行動、行動。

　びしばし体を動かしながら、眼の前の敵に専心する。

　そして耳元の通信結晶で仲間へ連絡。

『いまが好機チヤンスよ。リコ、援えん護ご頼たのめるっ!?』

『ミソラの変則機動に合わせられるわけがないだろう。一人でなんとかしろ』

　女め神がみの生まれ変わりのような絶世の美女──リコ・フラメルが後衛空域から告げた。

　一度はスコープ越ごしにミソラの援護を試みたのだ。

　だが、空戦の定石セオリーを無視した乱雑な動きの援護など不可能。

　魔ま銃じゆう士しにとって、仲間フレン撃ドリーちフアイアは屈くつ辱じよくに他ならない。

　面めん倒どう臭くさそうな表情を浮うかべ、リコは小さくふぁーと欠伸あくびを漏もらす。

　たまに訓練に参加すると疲つかれる。

『ふっ、かったるいからそろそろ帰るか……』

『あ、あのぅ……こっちも手が足りていないんですけど……』

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんで小こ柄がらな少女──レクティ・アイゼナッハが前衛空域で困り果てる。

　強力な魔ま双そう剣けん術じゆつの使い手である彼女は迅じん速そくに敵を殲せん滅めつする。

　だが、敵は常に正面から来るとは限らない。

　おどおどおどおど。

　広大な大空の至る所から襲しゆう来らいする敵てき影えいに、レクティがあたふたする。

　そんな前衛空域を突とつ破ぱし、アルケナル級飛翔標的ダミーバードは、中衛、後衛空域へと浸しん透とうしていく。

『うぅ、ミソラさんリコさん。……た、助けてくださいっ！』

『レ、レクティっ！　う、うそっ！　あたしの方にも敵が……』

『動くなミソラ。乱雑に動くと援護が……くっ！』

『くっ！　ここで引くわけにはいかないわ。あんたたち、ここは気合いで乗り切るわよ』

『あ、あのぅ……お、落ち着いてくださいミソラさんっ！』

『リコはあたしを援護してちょうだい。あたしはレクティのサポートに向かうわっ！』

『援護などできるわけがないだろう。わたしにキミを撃てというのか』

『だ、誰があたしを撃てなんて言ったのよっ！』

『け、喧けん嘩かしちゃダメですよっ！　ミソラさん、リコさんっ！』

『うるさいわよレクティっ！』

『そうだレクティ。キミは黙だまっていろ』

『そ、そのぅ……ご、ごめんなさいっっっ！』

　穴だらけの連れん携けい。ぎすぎすしたチームワーク。

　個々の戦せん闘とうスキルを充じゆう分ぶんに発揮できず、小隊としての動きが乱れている。

　上空から俯ふ瞰かんすると、それがよくわかる。

「ま、こんなもんか」

　漆しつ黒こくのサーフボード〈ホウキ〉に乗った長身瘦そう軀くの少年──カナタ・エイジはぼそっと漏らす。
















　彼の役職は、空戦魔導士教官エキスパート。担当するＥ６０１小隊、通つう称しよう──Ｆランク小隊の隊員たちを教え導くことが職務だ。

　障害ハードルに直面しつつある教え子たちを見やり、

「そろそろ新しい〝あれ〟を始めてもいい時期かな……」

　不敵な笑みを浮かべてみせた。







　溜たまった事務仕事を処理しようとしていた矢先のことだ。

「そもそもね。あたしたちがあれだけ頑がん張ばったっていうのに、全く評価されないのがおかしいのよっ！」

　実技訓練終しゆう了りよう後の小隊室。

　カナタは、ミソラとリコから愚ぐ痴ちを聞かされていた。

　ミソラが唇くちびるを尖とがらせる。

「あんたもあたしたちが評価されないこと、おかしいって思うでしょっ！」

「ミソラはともかく、女神なわたしが評価されないのは理解に苦しむ」

「んっ、そうか？　誰だれもお前らの頑張りを目撃してねーから当然だと思うけど」

「と、当然って……っ！　あんただって《キメラ一番・アンデカイタレス獲物》を討とう伐ばつしたんじゃないのっ！　なのに、誰が倒たおしたかわからないままで悔くやしくないのっ！」

　小隊長のミソラが心外そうに告げる。

　カナタのペンを持つ手が、ぴたっと止まった。

「ミソラは不満なのか？　自分たちで《キメラ・デネブ》を倒したことが周りに信じてもらえなくて」

「だ、だって……あれはあたしたちが必死になって倒したのに……」

「ふーん、そういうもんなのか」

「？　キミは不満ではないのか？」

「ああ、べつにンなもんどうでもいいしな……」

　先日の遭そう遇ぐう戦の最中。《ミストガン》の窮きゆう地ちをカナタが救ったことが知れれば、彼への風当たりは激減するだろう。もしかしたら裏切り者扱あつかいされる以前のように、都市の英えい雄ゆうに返り咲ざけるかもしれない。

　アルテミア寮りように住み始めてからミソラは知ったが、カナタは邪じや魔ま者もの扱いされている。寮の行事に呼ばれず、擦すれ違ちがっても挨あい拶さつもされず、彼はとことん無視されている。はぶられているのだ。

　それなのに、こいつって……。ミソラは切なそうに胸に手をあてる。。本気でそのことを辛つらいと感じていない節がある。

　眼中にないのか。それとも、そんな俗ぞく事じに時間を割さく余よ裕ゆうがないのか。

　どちらが該がい当とうするかは、ミソラにはわからない。正直わからない部分が多い。

　でも、これだけは言える。

　彼にはまずやるべきことがあるのだ。

　護まもりたいものがあるのだ。

　あの大規模遭遇戦の際、新種の変キ異メ種ラと単独で交戦。その結果《ミストガン》を護り抜き、人々の窮地を救ったことが、それを証明している。

　ミソラはひっそりと、カナタの貌かおを覗のぞき込む。

　なんとなくだけど……こいつは英雄になろうとなんかしていない。

　よくわからない男だけど、どこか誠実な男なのだ。

　まぁ、ほんっっっとに何考えているかわからないところがあるんだけど……

「ん？　なんか用あるのかよ？」

「な、なんでもないわよ……っ！」

　そんな折、気を取り直したレクティがカナタのもとへとやってくる。彼女の小さな手には、レモンキャンディーの包みが握にぎられていた。

「あ、あのぅ……、カ、カナタさんっ！　今日も指導、お疲れさまですっ！　こ、これっ！ど、どうぞっ！（ごちんっ）」

　お辞じ儀ぎをしたが、勢い余ってカナタの教卓に額をぶつける始末。

「大だい丈じよう夫ぶかよレクティ？」

「ご、ごめんなさいっ！　だ、大丈夫です……ぜんぜん痛くなんてありませんからっ！（ぐすんっ）」

　羞しゆう恥ちと痛みに瞳ひとみを潤うるませ、レクティは慌あわてて離はなれようとする。そんな彼女の手を摑つかみ、赤く腫はれる額にカナタは貌を近づけた。

「カ、カカカ、カナタさんっ！　だ、大丈夫ですからっ！」

「んー、目は怪け我がしてねーみてーだな。気をつけろよ」

　ぽんっとレクティの肩かたを叩たたくカナタ。それからもらった包みを開き、甘あま酸ずっぱいレモンキャンディーを口に放ほうり込む。人見知りのレクティがコミュニケーションを取ろうとするあたり、彼も信用されているようだ。

　そういや残りの一人は、とカナタはリコに眼めをやる。彼女は読みかけの本を閉じ、うーんと伸のびをしていた。訓練嫌ぎらいを豪ごう語ごしていたリコだが、最近は気まぐれで参加するようになっていた。

　ふぁーと欠伸を漏らし、リコが気だるそうに口を手で覆おおう。

「んっ、なんだよリコ。疲れたのか？」

「ああ。寝ね不ぶ足そくなんだ。昨日は夜遅おそくまで哲てつ学がく書しよを読んでいたからな。もっとも今日の午前中は、つまらん座学のお陰かげで、多少は眠ねむることができたが」

「えっ、あんた座学聞いてないのっ？　それなのにテストでいい点取れるって、どういう理り屈くつっ？」

「ふっ、座学なんて眼を瞑つぶってても理解できる。逆に問うが、あの程度の問題、どうして人から説明される必要があるんだ？」

　ミソラとリコの知力には、天と地ほどの開きがあった。

「ざ、座学の教官はなにしてるのよっ！　寝てたらふつー注意するでしょ！」

「ふむ。一度授業を聞いてないわたしを咎とがめようと、『ルーデルの航空戦術論』に関する議論をふっかけてきたことがあった。まあ、その三分後には己おのれの持つ知識の少なさに衝しよう撃げきを受け、泣きながら教室を飛び出していったがな。それ以来、何をしていても咎められることはなくなったぞ」

　澄すまし貌でリコは口にする。

　ぐぬぬぬぬっとミソラは今にも喰くってかからんばかりの様子。

「落ちつけミソラ。お前が劣おとってるんじゃなくて、リコがずば抜ぬけてるんだよ」

「ふっ、まあな。女神なわたしは万ばん能のうの天才だ。そういえばミソラ……」

「な、なによっ？」

「わりと本気で言うが……惚ほれるなよ。それと、ストーキングもしてくれるな」

「もう絶対にしないし、惚れないわよっっっ！　ってかリコのこと尾つけろって言ったのこいつだしっっっ！」

「ん？　そんなこと言ったっけ？」

「い、言ったじゃないのっ！　どの口でほざいてんのよぅ～！」

　割と本気で泣き出しそうになりながら、怒いかりに身を任せ、ミソラがカナタへと摑みかかろうとした。そのとき、小隊室のドアがコンコンと二回ノックされ、クロエが姿を現す。

「どうしたんだよ？」

「空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーがカナタに話したいことがあるから、連れてきてほしいって」

「ふーん、あんまいい話じゃねーみてーだな」

　クロエの表情は普ふ段だんと変わらぬ穏おだやかな様子だった。だが、その声質の硬かたさに、カナタは気づいたようだ。

「え、ちょ、ちょっとっ！　あんまいい話じゃないってどういう……」

「ま、仕方ねーなー。……じゃあそういうことで、今日はとりあえず解散な。リコは、民間施し設せつの破は壊かい活動に関する連帯責任の始末書、再提出。ちゃんとごめんなさいができるまで直させるからな」

　ぱらりと書類を一枚、リコの机の上へ。ちょうど帰ろうとしていた彼女は、くっと貌を歪ゆがめた。カナタは颯さつ爽そうと小隊室の外へ出ていく。

　よくない呼び出し。ミソラが急にしゅんとした表情を浮うかべた。

　遭遇戦の最終局面に、人知の及およばぬチカラをカナタは発揮した。折を見てそのチカラのことを訊きこうとは思っているが、彼は隠かくしているようで……なにか理由があるのだろう。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーからの呼び出しとやらも、そのチカラが関係しているのかもしれない。

　ミソラががたっと音を立てて立ち上がった。

「？　どこかへ行くんですかっ？」

「あいつのとこ。なに考えてるかよくわからないけど、不安だから見てくる」

「ふむ、放課後の自主練れんはしなくていいのか？」

「あたしの自主練は、あいつのあとを尾けることなのよ」

　そそくさとミソラは小隊室を退出していく。

　得心したリコが鼻で笑った。

「ふっ、やはりストーキングじゃないか」

「そ、そうですよねっ！　ミソラさん、もしかしてストーキングすることが趣味なんでしょうか……」

「なあレクティ。一いつ緒しよに住んでいるなら、ミソラに気をつけろよ。理解したと思うが、彼女はストーキングが趣味のヘンタイだ。いつ襲おそってくるとも知れないぞ。念のため枕まくらもとに魔ま双そう剣けんでも置いておけ」

「あうあう、わ、わかりましたっ！　そ、そうしますっ！」







　険悪な雰ふん囲い気きに包まれたその部屋に、飄ひよう々ひようとした声が響ひびく。

「ふーん、俺がクビなんだ」

「そういうことよ。もとからあなたやる気なかったみたいだし、ちょうどいいじゃない。教官に着任してからも二連敗、小隊としては累るい計けいで十二連敗。第一クォーターは全敗。しかも試合内容は最悪だったわ。仲間同士で喧けん嘩かなんて幼年学校からやり直す必要があるわね」

「ま、そりゃたしかにそうなんだけどさ」

「なら、問題ないわね」

　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン執しつ務む室で、フロンからばっさり更こう迭てつが告げられるカナタ。

　だが、彼の表情に焦あせりの色は見られない。結果を出せない以上、解任されることは想定の範囲内だからだ。

「でも、断るよ。俺にはまだやらなきゃならねーことがある」

「……どういう意味よ？」

「どうもこうもねーよ。俺はあいつらの教官を引き受けた。そしてあいつらを一人前の空士に育てるって自分に誓ちかったんだ。そんな俺が教え子たちを見捨てて、一体誰があいつらを育ててやるっていうんだよ」

「あなたが、Ｆランク小隊を育てる……？」

「ああ」

「はっ、笑わせないでよ。都市の裏切り者があの子たちを育てられるわけないじゃない。いくらクロエの推すい薦せんだからってね、わたしはあなたのことを認めたわけじゃ……」

「あんたに認められる必要なんかねーよ」

　カナタが静かに言い放つ。

「俺が認められるべきなのは、ミソラとリコとレクティの三人だ。それ以外の奴やつらにどう言われようが、俺は教え子たちを強くすることだけを考えればいい。それが教官だ。違ちがうのかよ？」

「……教導の実態はともかく、心意気だけは立派なようね」

　予想外の展開。フロンは若じやつ干かん戸と惑まどいながらも、

「でも、あなたの更迭はもう決まっていることよ。あとはあなたの後あと釜がまを探すか、見つからなければ小隊そのものの解散も視野に入れているわ」

　二ふた度たび解任する旨むねを告げた。

《ミストガン》に於おける絶対的権力者の一人、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーに断言されては誰だれも言い返すことが出来ない……はず。なのだが、

「あのさー、俺ってこんなとこで道草食ってる暇ひまねーんだけど。教官としての仕事が山積みだし」

　砕くだけた口調で、平然と交渉してみせた。

　フロンは一いつ旦たん眉まゆ根ねを寄せながら、

「心意気がどうであれ、結果を出せない教官は《ミストガン》には要いらないわよ」

「ならさ、結果出せばいいんだろ」

「どういう意味かしら……？　いまから結果を出すのは無理よ。まさか第二クォーターが始まるまで待てなんて言うんじゃないでしょうね」

「そんなに長くは要らねーよ。どうせあんたも待ってくれるつもりなんかねーだろ」

「…………よくわかってるじゃないの」

　カナタは執務室の中を見み渡わたす。目の前のフロン、この場に自分を連れてきたクロエの他に、そこにはもう一人。こちらをきっと睨にらみつけてくる人物がいた。

　傲ごう岸がん不ふ遜そんともいえる表情で、カナタはその人物に尋たずねた。

「なあユーリ。お前これから教官として新しく小隊に赴ふ任にんするんだよな」

「そうですけど……、それがどうかしたんですか？」

　意い味み深しんな確かく認にんをされて、戸惑うユーリ。

　彼女の返事を聞いた途と端たん、カナタがにやりと不敵な笑みを零こぼす。

「なら、ユーリが赴任する小隊とＥ６０１小隊うちが模も擬ぎ戦してさ、うちが勝ったらこのまま俺が教官ってことでいいだろ。ユーリが担当する小隊に勝てるなら、ユーリより俺のほうが教官として有能ってことになるんだから。まさかそんな有能な教官を更迭なんかしねーよな」

「「「……………………っ！」」」

　緊きん張ちようした貌を浮かべたのは、カナタを除く全員だ。

　誰もが、Ｆランク小隊に勝つ可能性があるとは思えない。

　だが、カナタが妙みように自信たっぷりに言うものだから、その雰囲気に吞のまれそうになる。学園浮ふ遊ゆう都市の裏切り者と爪つま弾はじきにされているが、これでも一応彼は特務小隊ロイヤルガードなのだ。

　そのとき、どてんっ！　と廊ろう下かの方から誰かが転ぶ音がしたが、なぜか誰も気にとめなかった。

　驚きよう愕がくしながらクロエが尋ねた。

「正気で言ってるのっ！　カナタっ!?」

「当たり前だ。俺は勝つ見込みのない勝負をするほど、馬ば鹿かじゃねーよ」

　不敵にカナタは微笑ほほえんでみせる。

「さーて、どうするよユーリ。もしかして俺に負けるのが怖こわいとか」

「怖いわけありませんっ！　というか、そもそもなんでわたしが敗北するのが前提なんですかっ！」

「んっ、まさか勝てるとか思ってるわけ？」

「当たり前です！　誰が十二連敗しているＦランク小隊に負けたりしますか！」

「ふーん。ならさ、俺が勝ったらお前、うちの小隊の隊員になれよ」

「…………っ！」

　怒りでユーリの体が小刻みに震ふるえ出す。

「どれだけわたしを馬鹿にすれば気がすむんですかっ！　そんなふざけた条件吞めるわけ──」

「なんだよ？　お前さ、もしかしてやっぱ負けると思ってんのか？」

　余よ裕ゆうの笑みを浮かべながら言う。あからさまな挑ちよう発はつだ。

「……空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー、この勝負受けさせてください」

　裏切り者のカナタの意見ならまだしも、普段は真ま面じ目めなユーリの意見。判断に迷ったフロンがクロエの方を一いち瞥べつすると、クロエはわたしからもお願いしますとでも言うのか如ごとく、軽く頷うなずく。フロンがはあーとため息を吐ついた。

「……仕方ないわね。でも、確認しておきたいことがあるわ。ユーリが率いる小隊とあなたの小隊が勝負すればいいんでしょ。ならユーリが率いるのはＥランク小隊じゃなくて、他のランクの小隊でも構わないのよね」

「まーな。正直、Ｅランク小隊同士の戦いじゃこっちに有利すぎる条件だし」

「どこが有利すぎる条件ですかっ！」
















　ユーリがむっとした貌かおで睨みつけた。

「いいわよ。更迭の件は、模擬戦の結果次し第だいにしましょう。第一・第二クォーターの間──調整期間中に終わらせてしまいたいから、模擬戦の日取りは四日後でどうかしら」

「問題ねーよ」

「なら退出しなさい。もうあなたに用はないわ」

　言われるがまま、カナタは後ろ手を振ふりつつその場を後にする。







「どういうことっ!?　あたしたちが負けたらあんたクビになっちゃうの……っ!?」

　ドアを開けて廊下に出ると、蒼あおざめた表情を浮かべたミソラの姿があった。

「ん、そんな深刻そうな貌してどうしたんだよ？」

　カナタの後ろを僅わずかに遅おくれるようにして、ミソラがついて歩く。

「深刻にもなるわよ。あたしたちの小隊には、あんたのチカラが必要だもん」

「へー、そりゃどうして？」

「……あんたのお陰かげで、あたしたちは変キ異メ種ラを一体倒たおすことができたわ。それだけのチカラを身につけることができたと思ってる」

　カナタが足を止め、振り向く。ミソラの貌を見み据すえた。

「じゃあさ、そんなお前はこの小隊をどうしたい？」

「あたしは……この小隊をもっと強くしたい。みんなと一いつ緒しよに強くなって、もっと上を目指したい」

「へー、なかなか立派なこと言うんじゃんか」

「立派なことって……あ、あたし一応小隊長だもんっ！」

「……そうだな」

　なにか確信を得たのだろうか。

　ミソラにはわからなかったが、カナタはにやりと口の端はしをつり上げた。

　それからまた廊下を歩き出す。

　慌あわててミソラが隣となりを歩こうとする。

「なあミソラ。どうすりゃ俺がお前らの教官を続けられるかわかるか？」

「……………………」

「答えは簡単だ」

　カナタが自信たっぷりに言い放った。

「──お前らが模擬戦で負けなけりゃいい。それだけのことじゃんか」

「……負けなけりゃいいって。あたしたちはそ、そのっ……」

「わかってるよ。十二連敗してる。対戦成績は〇勝十二敗。勝率は〇パーセントだ」

「そ、そこまでわかってるなら、ど、どうして……っ!?」

「たとえ十二連敗してても、次勝てばいい。連敗も連勝も関係ない。勝負に勝つか負けるかは、そのときの頑がん張ばり次第だ。違うかよ？」

　穏やかだが、チカラのある言葉。困難を感じさせない飄ひよう々ひようとした態度。ミソラが思わず、この教官ならそれが出来るかもしれないと思う。

　独特の雰ふん囲い気きに吞み込まれ、ミソラの足が一いつ瞬しゆん止まった。

「あ、ちょ、ちょっと待ってっ！」

　慌てて追いかけたミソラが不安げな貌をする。

「……で、でもいくらあんたでも、クビをかけるなんて……」

　だが、その言葉はカナタには届かない。

　なぜなら、カナタが突とつ如じよとして独りごとを始めたからだ。

　なにやら腕うでを組みながら、ぶつくさつぶやく。

「うーん、やっぱさ、ここはあれだよな」

「？　ここはあれって何の話？」

「この場面なら、やっぱあれだなあれ」

「だから、あれってなによ……？」

「だよなー。ここであれしなくちゃさ、やっぱ全然ダメだろ」

「だ、だからあれって何の話よっ!?」

「うん。決めた──」

　いつの間にか小隊棟とうの中にある、Ｅ６０１小隊室の前にまで移動していた。カナタが、扉とびらをがっと開ける。

　中には再提出の始末書を書き終えたリコと、小さな鉢はち植うえの観葉植物に水をやっていたレクティがいて、二人ともこちらを振り向いた。

　そしてミソラたち全員が注目する中、とある宣言をする。

「──明日あしたから新しい特訓すっから。全員、気合い入れてくること。そういうことで、今日は解散……っ！」

　突とつ然ぜんの特訓宣言。

　ミソラがげっ！　と貌を歪ゆがめ、リコがふっと鼻で笑い、レクティがあうあうと胸むな元もとに手を寄せてみせた。




　　　　＊＊＊




「……もう一人も行ったようね」

　フロンもドアの外に誰だれかがいる気配には気づいていた。

　だがカナタ更こう迭てつの件は、これからする話と比べるとさして重要ではない。だからこそ、人ひと払ばらいの必要を感じなかった。

「気づいてるとは思うけど、わざわざこれだけの話をするために特務小隊あなたたち二人を呼びつけたわけじゃないわ。むしろ、話の本題はここからよ」

　執しつ務む机の上でフロンが険しい目つきで手を組んだ。

　空気が急に冷えたかのように引き締しまる。先さき程ほどとは打って変わった真しん剣けんさが、カナタ更迭の件は、本当に戯たわ言ごとに過ぎないことを悟さとらせた。

「先日何者かによって討とう伐ばつされた《キメラ・アンタレス》の屍し骸がい。あれを医メ療デ医イ学ス科ンで回収・分ぶん析せきした結果、面おも白しろいことがわかったの。再生医療に関する重大な発見よ。その件について、《ミストガン》で最も実戦経験豊富なあなたたちの意見を聞かせてほしいの。そういうことで、これから地下研究所へ向かうわ。ついてきて」

　言われるがまま、クロエとユーリは地下研究所へ案内される。地下にあるということは、人眼に付くことが特に憚はばかられるものであることは想像に難かたくない。

　特務小隊ロイヤルガードの二人は、どこか緊きん張ちようした足取りでフロンの後ろについて行った。







　空調で適切に管理された気温だった。

　地下という言葉から連想されるじめじめした陰いん湿しつな環かん境きようとは、この研究所は無む縁えんなのだろう。だが入室した途と端たん、鼻が曲がるような異い臭しゆうをとらえた。

「ここよ」

　セキュリティパスをかざしたフロンとともに、クロエとユーリが中へと入る。ドアを抜ぬけた先にあるのは、機密性の高い研究を専もつぱらとする第五研究室だった。

「噂うわさぐらいは聞いたことがあると思うけど、実際来るのは初めてよね。ここで魔ま甲こう蟲ちゆうの研究をしてるの」

　クロエが尋たずねる。

「魔甲蟲の研究って……解かい剖ぼうのことですよね？」

「まあ、そういうことね。原種の解剖資料とか、敵性生物学の授業で見たことあるでしょ？」

「予科生の頃ころに嫌いやというほど頭に叩たたき込まれました……」

　ゲテモノが苦手なユーリがチカラなく応じた。

　室内は意外と奥行きがあり、無数のケーブルとモニター類に加え、用よう途と不明の大型機材が乱雑に配置されている。他には、あくせくと実験に没ぼつ頭とうする、五、六人の研究者たちの姿もあった。

　この場所は一いつ般ぱんの学生には極ごく秘ひの施し設せつ。《ミストガン》でも一部の上層部にしか知らされていない秘密の区画だ。ここで執とり行われる研究の光景は、まるで黒魔術の儀ぎ式しきを連想させる。

　異様な環境下の中でもとりわけ目につくのは、生いけ贄にえが儀式の祭さい壇だんに捧ささげられたかのように部屋の中央に位置する、大型の培ばい養ようポッドだ。

　その中には薄うす青あお色の培養液とともに、奇き妙みような形をした肉の塊かたまりがあった。

　何かの形を取ろうと必死に足あ搔がいているかのように見える。人でない、何かになろうと芋いも虫むしのような中身が蠢うごめく。

　フロンたちの姿に気づいた責任者らしき男が挨あい拶さつに来た。フロンはそちらとの対応に意識を向け、クロエとユーリには施設の紹しよう介かいを兼かね、一人の研究員が付けられた。

「初めまして、こちらの施設を紹介させて頂きます。レアルといいます」

　医メ療デ医イ学ス科ン本科二年、レアル・ヌアと名乗る学生の容姿はそこそこ。研究者らしく白衣を纏まとっているが、服の上から見ても肩かた幅はばが狭せまく、ラインの細さが目立つ男だった。

　レアルはクロエに挨拶をしながら、ちらちらと何度もユーリを見る。炯けい々けいとした眼光で、興奮でもしているかのように。

　視線に気づいたユーリが尋ねる。

「どうかしました？」

「いえ、なんでもありません。ただ特務小隊ロイヤルガードと名高きフロストルさんとお会いすることができてうれしいだけですよ」

　貼はり付けたような笑えみをレアルは浮うかべる。いつのまにか炯々とした眼光が消え失うせていた。

「そんな大それたものじゃありませんよ」

　ユーリも社交的な笑みを返す。

　それから施設の設備、研究目的や理念などを説明されたあと、中央から全すべてを見み据すえるように取り付けられた培養ポッドの前に移動した。

「これは？」

　クロエに尋ねられ、レアルが説明する。

「先日、何者かが討とう伐ばつした変キ異メ種ラの肉にく片へんです。高速再生する性質を、再生医療に利用できないかという考えがあって、こちらで回収・培養して研究しているんです。何度肉片を削けずり出しても致ち命めい傷しようでない限り高速再生しますから、実験用のサンプルには事欠きません」

　なるほど。どうやら先程から施設に充じゆう満まんしている異臭の原因はこの肉片らしい。

　レアルの説明によると、ある程度の大きさまで成長すると魔甲蟲としての形をとるため、その段階で培養ポッドから取り出し、内臓だけくり貫ぬいて標本用のサンプルを取得したそうだ。

　そんなことをレアルは平然と説明したが、それは下手をしたら生命に関する冒ぼう瀆とくにも繫つながる研究だ。科学の発展に倫りん理りは不要だという議論以前に、平然とこのような悪魔の研究をしてみせる時点で、ここにいる研究者全員、頭が狂くるっている。

　少なくともクロエはそう感じた。

「ユーリ、大だい丈じよう夫ぶ？　調子悪くなってない？」

「ええ、大丈夫です……」

　平然と振ふる舞まう気き丈じようさを持ち合わせながらも、さきほどからユーリは顔色が青くなり、返事にもチカラがない。

「ねえ、地下に来て緊張しちゃったからかな、わたし喉のどかわいちゃった。ユーリ、先に帰って飲みもの買っといてくれるかな？」

「それは構いませんが、この視察に関する報告は……？」

「あとでいいよ。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーにもわたしから言っておくし。飲み物の件、大至急お願いね」

　ユーリの背中を押し、クロエもすぐにこの場をあとにしようとする。

　まだ責任者と難しい話をしているフロンの会話に割って入り、先に地上へ上がる許可と、あとで報告書を提出する旨むねを伝えた。

　そしていざ帰り際ぎわになると、今まで説明ばかりだったレアルが唐とう突とつに尋たずねてきた。

「そういえばフロストルさんは、ご自分より強い人にしか興味ないそうですね」

　少しの間。なんの話か考えてから答える。

「ええーっと、この前の『月刊・空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン』の話かな？　だったらそうみたい。ユーリは自分より強い人にしか興味ないらしいよ」

　おそらく面めん倒どう臭くさくなって取材にテキトーに答えたのだろう。特務小隊ロイヤルガードより強い人などそう存在するわけがない。

　だが、レアルは確信したかのように頷うなずく。

「そうなんですか。やっぱりフロストルさんは、ご自分より強い人がお好きなんですね」

　ぼそぼそつぶやくレアルのことを気に留めず、クロエはとっとと薄うす気き味み悪わるい地下研究所を後にした。







　第二章　最弱は何も生み出さない







　圧あつ倒とう的てき不利な状じよう況きようの中で輝かがやける人間。どんな窮きゆう地ちでも、盤ばん面めんをひっくり返せる人間。

　そういう人間は決まって言う。

　成功の秘ひ訣けつは、決して諦あきらめないことだ、と。

　その言葉を踏ふまえた上で、ユーリ・フロストルが初めて目もく撃げきした諦めない人間。それは、極きわめて印象的な男だった。

　たとえるなら、窮地になればなるほど、その状況を愉たのしめるとでもいうのだろうか。何を考えているか未いまだもってよくわからないが、どんなときでも不敵な笑みを零こぼす男だった。

　初めて出会ったのは、ランクフリーのエキシビションマッチ。新入生歓かん迎げい会かいの催もよおし物の一部だ。

　他の小隊からのスカウト申し出オフアーを受じゆ諾だくしたユーリにとって、その観戦は単なる暇ひま潰つぶしで終わるはずだった。

　だが、そうはならなかった。

　状況は不利。敵の数は二人、Ａランクの魔ま剣けん士し。

「ま、なんとかなるかな」

　対たい峙じするＤ１２８小隊のカナタの前には、二人の魔剣士の姿があった。どこへ逃にげようとも、この二人は連れん携けいしてカナタへと迫せまり連撃を繰くり出す。一人の攻こう撃げきを受け止めたところへ、もう一人が素す早ばやく切り込んでくる。

　抜かりのないタイミングで死角からの攻撃。それは格下相手でも容よう赦しやない連携コンビネ攻ーシヨン撃アタツク。

　通常の空くう士しであれば、その戦力差に絶望したことだろう。相手の攻撃を浴びて撃げき墜ついされたところで、誰だれにも咎とがめられることはない。それだけの戦力差があるのだ。

　自分なら、と観戦席で想像し、ユーリは考えるのを止やめた。

　結果など考えなくともわかる。この圧倒的に不利な状じよう況きよう下かでは、どうすることも出来ない。格上二人を相手に勝利するなど不可能なのだ。

　だが、カナタは最後まで諦めなかった。

　必死で逃げながら、反撃の好機チヤンスを窺うかがう。それまでは耐たえる。耐える。耐える。ただひたすら耐える。観客からブーイングされようとも、対戦相手から挑ちよう発はつされようとも、嘲ちよう笑しようや批判の声を浴びながらも彼は必死で耐えた。

　とっとと墜おちれば楽になれるのに……

　観戦席から見ていたユーリはふとそんなことを思った。

　身の程ほどを弁わきまえず、無様になりながらも、執しつ拗ように強者に喰らいつこうとする姿は痛々しい。そんなふうに思う心の片かた隅すみで、少しでも劣れつ勢せいになるとすぐ諦めてしまう、軟なん弱じやくな自分の姿と比ひ較かくしていた。

　開始から十五分経過。それまで防戦一方だったカナタが初めて反撃に転じる。

　まるで後ろに目があるかの如ごとく、六時方向からの攻撃を、背中越ごしに刃やいばを構え受けとめてみせた。

「ま、まさかあんな動きが可能だなんて……」

　後ろに目がついているのではないかという動き。いや、違う。タイミングは完かん璧ぺきだが単調な連携の隙すきを突ついたのだ。

　そして制限戦技リミツトスキル──閃せん光こう剣けん。当時はまだ未完成だったが、その攻撃速度には目を瞠みはるものがあった。一撃で相手の魔剣を弾はじき飛ばし、二撃目で相手の腹部を直撃。気絶させることに成功した。

　だが、勢いが余りすぎたらしい。弾き飛ばされた魔剣は、闘とう技ぎ場の地面ではなく、観戦席のほうへ落下していく。

　諦めない姿勢に胸が熱くなっているユーリがいる場所へ。

「させるかよっ！」

　どこか呆ほうけるユーリの前へ急降下して立ちはだかり、カナタが袈け裟さ斬ぎりの刃でそれを弾き飛ばす。

「あぶねーあぶねー。大丈夫だったか？」

　間近で見ると、汗で髪が濡れそぼち、防護服プロテクターもあちこちが解ほつれ傷つき、控ひかえ目に見ても決して格好いい姿ではなかった。

　だが、ユーリはその光景を一生忘れない。

　強きよう烈れつなまでの意志を放ちぎらつくカナタの瞳ひとみのことを。

　その瞳に静かに宿す不ふ屈くつの闘とう志しのことを。

　これが諦めない人間の瞳なのだと確信した。

「わりー、ちょっと待っててくれよ。とっとと決け着りつけてくるから」

　そう言ってカナタは不敵な笑みを零こぼし、戦せん闘とうへと復帰する。

　執しゆう念ねんがモノをいう戦い。

　苦く闘とうの果てにＡランク小隊を倒たおすことに成功した、その小隊。三人の予科二年生で構成されたＤランク小隊の姿にユーリは心奪うばわれた。

　それからカナタは、約束通り観戦席へと舞い降りてきた。

「あ、あの、そ、その……っ！」

「そういやお前、新入生？　怪け我がとかしてねー？」

「先程は、どうもありがとうございましたっ！」

「そんな畏かしこまるなよ。もとはと言えば俺がわりーんだし」

「あの、先程の件はどうお礼をすれば……」

「かたっ苦しい礼れい儀ぎとかはなしだ。俺とお前はこれから同じ空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生だからな」

　そんなときカナタの仲間らしい一人が声をかけてきた。

「カナタ、クロエが呼んでますよ。次の試合が始まるから、とっとと退場しろとのことです。というか、試合終しゆう了りよう直後に新入生をナンパなんかしてたら、あとでクロエにお仕置きされますよ」

「げっ、クロエはそういうとこ厳きびしいからな。わりーロイド、すぐ退場するって伝えといてくれ。……じゃあ新入生、おさらばだ」

「で、でもお礼しないとわたしの気がおさまりませんっ！」

「律りち儀ぎな奴やつだなー、お前」

　さてどうしたものかと思案し、閃ひらめいた彼は不敵に微笑ほほえんでみせた。

「ならさ、強くなれよ。そして俺たちと同じ空に来い。俺たちの背中を任せられる奴、どこかの誰かを護まもるために命をかけられる奴なら大だい歓かん迎げいだぜ」

　そんなことを口にする姿も鮮せん烈れつだった。

　同じ人間とは思えないほど輝いて見えたのだ。

　その後ユーリは、受諾していたＣ３３１小隊からの申し出スカウトを急きゆう遽きよ断り、カナタ・エイジがいる小隊へと入隊。尊敬と畏い敬けいの念を抱いだきながら、そこで必死に努力した。

　汗を流した。全すべてを注ぎ込んだ。憧あこがれのカナタの隣となりを飛べるように……

　だが、ようやく胸を張って飛べるようになったとき、カナタがいなくなった。

　Ｓランク昇しよう格かくが決まるランキング戦以降、特務の活動にも姿を見せなくなった。

　見捨てられたのだ。裏切られたのだ。

　あの裏切り者が全てを水すい泡ほうに帰した。

　自分の頑がん張ばりも、これまでの努力も、今までの苦労も。

　あんな立派だった先せん輩ぱいが、なんで裏切り者なんかに……

　勢い余った想おもいの丈たけが憎にくしみへ変化するのに、そう時間を要しなかった。




　　　　＊＊＊




　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン本科二年Ｃ組教室。昼休み。

「昨日は嫌いやなものを見たね」

「……ええ、あまりいい気はしませんでした」

　地下で目撃した不気味な光景を、まだ引きずっているのだろう。クロエのもとにやってきたユーリは顔色が悪かった。これから特務の打ち合わせだというのに、気もそぞろな様子だ。

「──それで、例の傷害事件のことだけど」

　本当はクロエとしても調子が悪いユーリを励はげましたいのだが、律儀ゆえに扱あつかいが難しい後こう輩はいに、下手な言葉はかけられない。普ふ通つうに声をかけたところで、ユーリは「問題ありません」とか「お気になさらず」などと口にし、調子が悪いことを隠かくそうとするだろう。

　それで仕方なく、そのまま話を進める。

　今回の打ち合わせは、最近頻ひん発ぱつしている連続傷害事件に関してだ。《ミストガン》では空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生同士の喧嘩ストリートフアイトも絶えない。だが、今回の事件はそれとは一線を画している。

　襲しゆう撃げき犯には、一定の傾けい向こうがあることが判明していた。

「夜中の人目が少ない時間帯に、近接武器を扱う実力者ばかり狙ねらわれてるらしいね。実力を試ためしたくてうずうずしてる喧ストリ嘩ートフ士アイターが犯人だと思うんだけど。このことで都市内秩ちつ序じよを維い持じする〈レイブンネスト〉と合同で警けい戒かい強化することになったから……──」

　ちょうどそのとき、窓まど際ぎわの席を離はなれカナタが歩み寄ってきた。

　聞き耳でも立てていたのだろうか。

「へー、最近巷ちまたじゃそんなあぶねー奴が出てるのかよ」

　ユーリがきっとカナタを睨にらみつける。

「げっ、睨むなよ。もうランキング戦のことは根に持ってないって言ってたじゃん」

「根に持っていないとは言ってません。考えることを止やめたと言ったんです！」

「こらこら二人とも。あまり不ふ穏おんな空気を醸かもし出さないでほしいんだけど……」

　わ、わたしも悪いんですかっ!?　心外そうな貌かおを浮うかべるユーリ。

「べつに不穏な空気じゃねーよ。俺にとっちゃユーリとスキンシップしてるだけだしな」

　言われた側としては、不本意極きわまりない。

「カ、カナタ先輩！　あなたって人はもしかしてわたしに喧嘩を売ってるんですかっ!?」

　がばっと今にも摑つかみかかりそうになる。

　だがその姿を目もく撃げきした途と端たん、クロエは一いつ瞬しゆん天使のような微笑みを零し、カナタはふっと不敵に笑ってみせた。

「うん、お前はやっぱそっちのほうが似合うよ」

「だよねー」

　なぜ二人とも笑ったのか。わけがわからずユーリがきょとんとした。

「な、なんのことですっ！」

「さーな。こっちのことだよ」

　カナタがしっかりとユーリを見み据すえる。

「……それにしても、教官としてお前と戦うことになるとはな」

「裏切り者のカナタ先輩に負けるつもりはありませんよ」

「へっ、なら勝つつもりでいんのかよ」

　カナタの安い挑発を、ユーリは嘲笑の笑みをもって迎むかえた。

「空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの指示で、Ｂ２２７小隊の教官として赴ふ任にんすることになりました。第一クォーターの戦績は九勝三敗。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン予科三年の首席、リリィ・ランカスターのいる小隊です。先輩の小隊なんてコテンパンにして差しあげます。……昼休みの打ち合わせはこれで充じゆう分ぶんですよね。わたしは今日の午後は教導がありますから、これで失礼します」

　怒いかりに身を任せてぷんぷん歩くユーリ。

　やっぱこいつに悩なやみ貌は似合わねーよな、とカナタは思う。

　それにしても──

「まさかミソラたちの相手がＢランク小隊とはな」

「あのねカナタ。ユーリはカナタと同じ条件で戦いたかったから……。あのあと本当はカナタと同じＥランク小隊の教官を引き受けたいって、ユーリなりに空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーと交こう渉しようしてたんだよ」

「わかってるよ。ユーリと空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの間で交渉した結果、Ｂランクになったんだろ。というか実際に空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーが提案したのは、Ａランクのはずだ」

「う、うん。そうだけど……もしかして、知ってたのっ!?」

「いや、知らねーよ。でもさ、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーが俺を更こう迭てつしようと躍やつ起きになってることと、ユーリの性格を考えりゃわかるじゃん」

　ユーリのことなら、カナタが一番よく知っている。

　まるで何年も連れ添そってきた伴はん侶りよのようなものだ。

「ユーリはさ、不器用で感情の制御コントロールとか下手だけど、根はものすごく誠実なんだよ。俺たちと対等の関係であり続けたいと考えたからこそ、対等な条件で勝利したいって考えるはずなんだ。悩み事相談とかは絶対してこないけどさ、きっとあいつ昨日は一人で考え込んでたぜ。これでいいのかってな」

「それで悩み事のフォロー要員として、僕がいっつも引っ張り出されるんですよね」

「なんだよロイド、不満か？」

　さらに会話に割って入ってきたのは、食堂で昼食を済ませたばかりのロイドだ。

「まさか、仲間想いの友人を持って僕は感激ですよ。ついでにとっととご自分でユーリ大事な後輩の悩みを解決して頂ければ、僕は手間が省けて一石二鳥らくなんですがね」

「へっ、ユーリとこれから勝負するのに、そんなことできるわけねーだろ」

　口では嫌そうに言いながらも、ロイドは素す早ばやくユーリが居そうな場所へ探しに行く。なんだかんだ言いながらも、フォロー役として優ゆう秀しゆうな男だ。

　なにせカナタより口が上う手まい。

　彼に任せておけば先さき程ほどの件は問題ないだろう。

　それとさ、と口しながら静かにクロエのほうを見た。

「なんだかユーリの貌、睡すい眠みん不ぶ足そく以外にも冴さえない理由があるように見えたけど、お前なんか知ってるか？」

「うん。多分昨日のあれが原因だと思うんだけど」

「なんだよあれって？」

「──ごめんね。いまのカナタには教えることができないの」

　やんわりと穏おだやかに、だがきっぱりと拒きよ絶ぜつされた。

　どうやら知らないほうが幸せなことを知ってしまったようだ。

　おそらく特務の関係だろう、とカナタは目星を付ける。

「……そっか。ならしょうがねーな」

　それだけ言い残すと、カナタも教室のドアへと向かう。

「どこ行くの？」

「これから特訓だよ。ユーリが率いるＢランク小隊を倒さなくちゃいけねーからな。ま、ユーリのことはクロエとロイドに任せるぜ」

　本当に勝てるの？　とクロエは尋たずねなかった。

　カナタはやる気がないとよく誤解されるが、昔からやると言ったらやる男なのだ。







　打ち鳴らされる剣けん戟げきの音。地面を跳はねまわり、汗あせを流す学生たちの姿。

　校舎の正面、三方を森に囲まれたこのグラウンドでは、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生が小隊ごとの訓練に励んでいる。そこに、不敵な面つら構がまえのカナタと、熱意を露あらわにするミソラたちの三人の姿があった。

　突とつ如じよとして、Ｂランク小隊と模も擬ぎ戦をすることになった。そんなことをカナタに告げられた直後、ミソラも含ふくめ隊員全員が動どう揺ようした。だが、カナタに「ビビったのか？」と挑ちよう発はつされ、いつの間にやら模擬戦上等というムードになっていた。

「ふっ、もったいぶらずとっとと特訓とやらを説明するがいい」

「へいへい、じゃあ説明するぞ。みんなちゃんと聞けよ」

　この日は、珍めずらしくリコも参加していた。やる気があるかどうかは別として、カナタが施ほどこす特訓というものがどんなものであるか興味があるらしい。

　カナタが胸を張って告げる。

「──ポジションはくじ引きで決定。演習Ｅ４に挑戦。ああ、言い忘れてたけど、合否の判断は俺がする。小隊長はなし」

「「「……………………っ！」」」

「？　どうしたんだよお前ら？」

「なんかロクでもないことをやろうとしているのは、わかったんだけど……」

「なにを言おうとしているのかよくわからなかったぞ」

「あのぅ……カナタさんっ！　結局それってなにがしたいんですか？」

　自信なさげに尋ねるミソラたち。

　なんでわかんないだろう、とカナタは首を傾かしげながら、

「うーん、それぞれが今までとは別のポジションにつきながら、魔ま甲こう蟲ちゆうとの防衛戦を想定した演習に挑戦。この特訓中は小隊長をおかず、隊員全員が自由に指示を出すことができる仕組みにする。そんで俺が設定した基準に辿たどり着ければ、合格って言ったんだけど、どうして伝わんねーのかな」

「「「そんなこと一度も言わなかったじゃないの……っ！」」」

「ん？　言わなかったか？」

　やれやれと呆あきれ貌を浮かべたミソラたちは、しぶしぶくじに挑戦。中身の見えない箱に手を突つっ込こみ、ポジション名が記入された紙を摑み取る。いつもと同じポジションだったらやり直しになるとのこと。

　リコとレクティがくじ引きに挑戦している間、ミソラが嘆たん息そくする。

　なにせ、今の状態でロクに連れん携けいなど取れるわけがない。ただでさえチームワークの悪さが原因で負け続けているというのに……

　そんな想おもいでミソラがくじを引くと、前衛と書かれていた。

　貌がうっと歪ゆがむ。他の仲間も似たり寄ったりだ。

　カナタが思い出したかのように付け足す。

「あっ！　それとさ、特訓期間は三日な」

「そ、それまでに合格できなかったら、ど、どうなるのっ？」

「ん？　自信ねーのか？」

「な、ないわけないでしょっ！」

「ふむ、片腹痛いぞ」

「が、頑がん張ばりますっ！」

「なら、問題ねーじゃん」

　カナタが不敵な笑みを浮うかべる。

「お前らだって、今のポジション以外も経験したことあるだろ？」

　空戦魔導士科では、予よ科か一年生のうちにさまざまなポジションを経験し、向き不向きを試される。その結果を踏ふまえて一番適性の高いポジションに決定されるのが通例だ。

　だからみんな、他のポジションの経験もゼロではないのだ。

「そ、そりゃあたしだって中衛以外も経験あるけどさ……」

　今のポジションになる前は、前衛だった。

　だが、自信があるかと問われれば、答えはノーだ。

　どれだけ訓練しても、前衛として結果は出せなかった。

　でも、カナタの前で自信がないと口にするのは躊躇ためらわれ……

「なら、今度こそ問題ねーだろ」

「～～～～～～～っ！　で、でもっ！　……あんたが一体何考えてるかわかんないしっ、それに合格基準がすごく曖あい昧まいだしっ……こんなので三日後の模擬戦に勝つことができるのっ!?」

　声に出したのはミソラだけだったが、残りの二人も内心穏やかではないのだろう。

　同意するかのようにリコもレクティもこくりと頷うなずいてみせた。

　なにせ実質三日しか訓練できる日がないというのに、貴重な時間を意味不明な特訓に費やすなど正気の沙さ汰たではない。

　圧倒的に経験不足のポジション。そんなポジションに全員を配置させる暴挙に出たカナタはというと、

「俺の考えてること、ね。……そういやまだなに考えてるか言ってなかったな」

　にやりと不敵な笑えみを零こぼした。勝負師の表情を浮うかべ、ミソラたち全員を見回す。

「俺がこの特訓でお前らに求めていることはひとつしかねーよ」

「ちょっと。それってどういう──」

「いいか。お前らは常に、どうすれば自分たち全員が強くなるか考えて行動するんだ。その行動の先に結果こたえがある。全員が小隊としてひとつになったとき、おのずと答えは見えてくるよ。それが俺の合格基準だ。そこに辿り着ければ、少なくとも模擬戦で互ご角かくに渡わたり合える」

「つまり、自分のチカラで考えろということか？」

「ま、そういうことだな」

「……こんなわけのわかんない特訓の意図に、自分で気づけ……って……──」

　この超短期間にこんな意味不明なことやって差を埋うめられるのっ？

　気合いに溢あふれていたミソラの貌かおが不安の影かげを宿す。

　単にポジションを変えるだけの特訓。それで、小隊のチカラを高めることに繫つながるのだろうか？　そんなわけのわからない訓練をするよりも、ここは特務で採用されているような、もっと厳しく高度な訓練を施して──。だって今度の模擬戦に負けたら、この教官はクビになって……

　深刻そうなミソラと対照的に、リコは普ふ段だんと変わらぬ澄すまし貌で、

「付き合ってやらないこともないが、もしＢランク小隊との模擬戦に負けたら、どう責任を取るつもりだ？」

「責任、ね。もし次の模擬戦で負けるようなことがあったら、そんときは……ま、そんときがきたら言うよ」

　余計な重圧プレツシヤーをかけないための配はい慮りよだろう。カナタは負けたら自分がクビになることを、教え子たちに伝えようとしなかった。そのことをミソラは知っていたが、リコとレクティに伝えようとは思わなかった。

　なにせ、カナタは小隊のことを第一に考えているのだ。

「んじゃ特訓開始だな。念押ししとくけど、ミソラもこの特訓期間中は小隊長じゃないんだから、小隊長っぽいことしちゃダメだぜ。それと、みんなで周りをよく見て動けよ」







《ミストガン》上空高度四〇〇〇。第三訓練空域。

『ふむ、こういうものか』

　中衛になったリコは、腕うでを組んだままその光景を見守っていた。

　すでに特訓は開始されていた。二メートル前後の巨きよ大だいなハエの形をした化物──アルケナル級。それを模した飛翔標的ダミーバードが、前衛空域に侵しん攻こう。担当のミソラが、手当たり次し第だいに魔ま砲ほうを放つのに躍やつ起きになる。

　だが、アルケナル級飛翔標的ダミーバードはあっさり前衛を突とつ破ぱ。

　次にリコの中衛空域に差しかかるが、あろうことか彼女は身動きひとつせず、ただ状況を眺ながめているのみ。リコの空域も悠ゆう々ゆうと突破される。中衛のサボタージュに、後衛のレクティが大おお慌あわてで飛翔標的ダミーバードを迎げい撃げきしようとするのだが……

『リコっ！　あんたサボってないでとっとと目の前の敵を片付けなさいよっ！』

『リ、リコさんっ！　お願いします、援えん護ご射撃をっ！』

　仲間たちの通信が耳を打つ。

　だが、リコはなにやら腕を組んで考えていた。

　どこか腑ふに落ちない一点を。

〈ホウキ〉で胡坐あぐらを搔かくカナタは、前衛のミソラと後衛のレクティの様子を交こう互ごに見やりながらも、そんなリコの様子に注目した。

　へっ、ミソラ、レクティ。慣れないポジションでも必死に敵と戦うことはいいことだけどよ、この特訓の目的はそんなことじゃないんだぜ。

　リコもカナタと同じく前衛と後衛の動きを何度か見やり、それから顎あごに手をやり訝いぶかしげなポーズを取る。

『やれやれ、前を見たり後ろを向いたり、首が疲つかれるポジションだな』

　中衛というポジションは、前衛と後衛に気を配ることが求められるのだ。

『ちょっとリコっ！　あんた中衛ならもっと中衛らしい動きをしなさいよっ！　あたしみたいにもっとこうがーっと動き回って、どかどか敵の注意を引きつけたらいいじゃないのっ！』

　砲撃を繰くり出す合間に、ずけずけと告げられる。

『…………ふむ』

　普段のリコならば、黙だまれうるさいぞ、などと返事したかもしれない。

　だが、このときのリコは反論するどころか沈ちん黙もくしていた。

　ミソラの言うことにも確かに一理あるのだ。

　さあリコ、どうするよ？　お前の体力じゃミソラと同じように中衛の役割を果たすことは不可能だぜ。

　内心でつぶやきながら、カナタは寡か黙もくなリコを眺める。

　中衛には中衛として必要とされている役割がある。彼女がそれに気づくことができるかどうか。それこそがこの特訓の成否に大きな影えい響きようを及およぼすのだが……

『ふっ、そういうことか』

　自分なりの答えという奴やつを導き出せたのだろうか。リコは左手を真横に突つき出す。

　何もない空間からスナイパーライフル型の魔ま銃じゆうが出現し、それを手に取った。

「やれやれ。それにしても、性た質ちの悪い特訓だな」

「んっ、どういうことだよ？」

「とぼけるな。この特訓を経へたあと、わたしはミソラとレクティのことを認めざるを得なくなる」

　特訓の意図を見み抜ぬいたかの如ごとく、彼女はこうも言い放った。

「洗練された魔ま双そう剣けん術じゆつを有するレクティならともかく、自宅を砲撃するお馬ば鹿かなミソラのことを認めるなんて心外なのだが」

　それから戦域を見み渡わたしたあと、耳もとの通信結けつ晶しように手をやる。

『なあミソラ、聞こえているか？』

『なによっ？』

『キミの左さ翼よく方向から接近する敵集団を足止めしてくれ。その間に、わたしとレクティが右う翼よくを殲せん滅めつする』

　リコの言ったとおり、左翼方向から新しい敵集団が接近してくる。後衛のレクティが右翼方向から接近してくる敵を迎撃しようと移動中だ。

『なんで、あんな遠くの敵を殲滅するのよ？』

『キミにしかできない仕事だ。レクティではチカラ不足だからな』

『えっ！　そうなのっ!?』

『ああ。だからお願いしたいんだが、頼たのめるか？』

『そ、そこまで言うなら……頼まれてやらないこともないわよ』

　一いつ緒しよの小隊になって初めて、リコからお願いされた。頼たよられたミソラが上じよう機き嫌げんで、左翼から接近してくる敵を蹴け散ちらしに向かう。

　テキトーな言葉で煽おだてられているとも知らず……

　それからリコは、通信結晶をレクティとの秘ひ匿とく回線に切り替かえ、

『さてレクティ。左翼から接近中の敵はいまミソラが足止めしている最中だ。その間、わたしと一緒に右翼から進攻してくる敵を素す早ばやく殲滅するぞ』

『は、はいっ！　あ、あのぅ……リコさん。そのぅ……チ、チカラ不足でごめんなさいっ！』

『まさか。レクティがチカラ不足なわけないだろう』

『えっ!?　そ、そのぅ……で、でもっ！　さっきは「チカラ不足だ」って……』

『ふっ、ミソラをのせるための噓うそだ。お馬鹿なミソラは思考が単純な体力馬鹿だからな、一番体力・魔力を使う敵の足止めに専念させた』

『あ、あのぅ……そんなことしてミソラさんに怒おこられませんかっ!?』

『わたしとレクティが黙っていれば問題ない。そんなことより、そっちに三体抜ぬけるぞ。かたまってるから纏まとめて殲滅してくれ』

　スコープ越ごしに狙ねらいをつけ、リコは魔銃の引き金を絞しぼる。

　彼女は迫せまる敵の規模に対して、数発の射撃しか行っていない。それなのに敵の第三波は、中衛から後衛にかけての防衛線を突破出来ずにいた。

「へー、面おも白しろいこと考えるじゃんか」

　そんな光景を目撃し、カナタは思わず息を漏もらした。

「ミソラとはぜんぜん違ちがうやり方だけど、でも機能してるな」

　リコは個々に接近する標的だけを狙い撃うち、集団となって接近する標的は無視スルー。そのまま中衛を突破させ、手ぐすね引いて待ち構えているレクティの魔双剣の餌え食じきにさせているのだ。

　巧たくみな二枚舌と状況判断力を駆く使しして、最低限の労力で最大限の効果をもたらしている。

　そして中衛としての役割を果たそうとしていた。

　中衛とは本来、前衛と後衛の動きに気を配りつつ、攻こう撃げきと防ぼう御ぎよをこなすポジションであり、戦せん闘とうの組み立てが求められる。時には前衛を囮おとりにして、自ら攻撃の決め手となることもある。これはミソラがよく使う手だが、これは彼女が編み出したものではなく、カナタから伝授されたものだ。

　ミソラにはまだ戦闘空域全域の動きを捉とらえ、前衛と後衛の動きに連動できる能力が不足してる。だが、リコは全域の動きを充じゆう分ぶんに把は握あくし、踏ふまえた上で指示を出している。

　だからこそ、戦いの流れが変わった。

　いままで防御で精せい一いつ杯ぱいだったミソラたちが俄にわかに活気づき、攻こう勢せいに出る余力が生まれた。その後もリコは巧みに二枚舌で指示を使いわけ、最低限の労力で次々と敵を撃げき破はしていき──演習クリア。全員が慣れないポジションであるにもかかわらずだ。

　そんな結果を澄まし貌がおで叩たたき出してみせた。

　ミソラとレクティは気づいていないのだが、リコは巧みに戦域全すべてを把握することで、自らはその場を一歩も動くことなく、敵を処理し切っていた。

　へっ、やるじゃんか……

　ミソラたちを集合させ、カナタたちが地上に降下しようとしたときだ。

「んっ……」

　一いつ瞬しゆんだけ陽光が遮さえぎられ、そちらを見やる。すると、よく見知ったかつての仲間が、教官として仕事をする姿があった。







《ミストガン》上空高度四〇〇〇。第四訓練空域。

「サーシャ、行けるっ？」

「オッケーだよ。リリィ」

「グレッグはっ？」

「いけるよ。リリィさん」

「よしっ、それではみなさん、気合いを入れていきますよっ！」

　アッシュブロンドの短たん髪ぱつで、ハイテンションな少女が気合いを入れて叫さけぶ。

　彼女の名前はリリィ・ランカスター。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン予科三年の首席であり、Ｂ２２７小隊の小隊長だ。

「ではでは、遅おくれずについてきてくださいねっ！」

　そう言ってリリィは瞬またたく間に加速してみせる。続くサーシャとグレッグも遅れずに並走する。

　飛行速度とスタミナは申し分ない。

　ユーリは敢あえて彼女らの標的として、三十体以上のアルケナル級飛翔標的ダミーバードを投入。しかし、後衛の魔銃士リリィが指示を出し、前衛の魔ま剣けん士しサーシャと中衛の魔ま弓きゆう士しグレッグの動きをサポートすることでこれを素早く殲滅した。

　本当に強いのかな？　と疑っていたユーリだったが、この三人の身しん体たい能力の高さには目を瞠みはらされた。スキルはそこそこ止まりだが、体を使った動きは三人揃そろって群を抜いている。魔力強化抜きでも、身体能力はピカイチのような連中の集まりだ。

「シャヴァドゥビタッチイェーイっ！」

「「イェーイっ！」」

　異常にハイテンションなリリィのもとへ仲間が集まり、ハイタッチする。

　お馬鹿そうだが、演習でこれといって目立つミスはない。

　むしろ、リリィの指示は的確だった。

「どうですかユーリさんっ！　特務小隊ロイヤルガードの方から見てわたしたちの動きはっ!?」

「さっきはリリィの指示が少し遅おそかったです。今度は飛翔標的ダミーバードの数を先さき程ほどの倍に増やします。基き礎そ身体能力は充分にありますから、戦術パターンを増やすような気持ちで臨のぞんでください。演習カリキュラムＣ２を実行します。飛翔標的ダミーバードの行動もより高度かつ複雑になりますから、気を引き締しめて臨んでください」

「了りよう解かいですよっ！　ユーリさんっっっ！」

　リリィが元気よく仲間のもとへと飛翔していき、

「シャヴァドゥビタッチイェーイっ！」

「「イェーイっ！」」

　再びわけのわからない言葉を唱え、異常にハイテンションな雰ふん囲い気きになっていく。

「まったく……あのふざけた陽気ささえなければいい小隊なんですが」

　先程からちらちらと窺うかがっていたカナタたちの訓練と比ひ較かくすると、正直ユーリはまったく負ける気がしなかった。

「覚かく悟ごしておいてくださいね、カナタ先せん輩ぱい。なにやら隊員のコンバートを考えているようですけど、そんな小細工は通用しませんから」







「ふーん。ま、ミソラたちが戦った倍以上の敵を、軽々といなせちまうんだろうな」

　ケロッとその事実を受け入れてしまうカナタ。だが、その隣となりで飛翔していたミソラはというと、正直実力差に不安を隠かくせないらしい。

　わかっていたことだが、こうして目まの当たりにして思い知らされる。

　決定的なまでに実力が違いすぎるのだ。

「ね、ねえ……あたしたちさ、あんなすごい動きをする集団にホントに勝てるのっ!?」

「……………………」

「向こうは気合い入った練習してるけど、ああいう訓練やらなくていいの……？」

　焦しよう燥そうと不安に駆かられたミソラが心配そうに尋たずねる。いや、彼女だけではない。リコはむっと押し黙だまり、レクティはあうあうと心配そうな表情を浮うかべている。

　だが、その中でもとりわけミソラの様子がおかしい。

　口にした件の他にも事情がありそうだ。今日の特訓、彼女は普ふ段だんより出来が悪かった。

「なあミソラ。そういやさ、今日やたら命中率低かったけど、もしかして浮うわついた気持ちでこの特訓に臨んでるのか」

「そんなわけないじゃない！　で、でも……」

　あんたの事情が関係している、とはリコたちの前で口に出すことができない。

「知ってるだろ。俺は勝つ見込みのない勝負はやらねーんだよ」

　だが、そんな気持ちを汲くんだかのようにカナタが言う。

「お前らが連敗した原因ってのは、訓練メニューがぬるいとか誰だれかが自分に甘かったからとかそういう理由じゃねーんだよ。この特訓はそれを補うためのもんだ」

　連敗の原因……？　それとこの特訓が本当に関係しているの──っ？

「あと二日間、必死になって考えろ。どうすればお前らが、あんなとんでもない動きをする格上連中に勝つことができるのかをな」







　特訓一日目終しゆう了りよう後。更こう衣い棟とうのマッサージ室。

「うしっ、じゃあ今日の合格者を発表するぞ。合格者はリコ、以上」

「ふっ、当然の結果だ」

　ワイシャツ姿になり、診しん療りよう用のベッドにリコはうつぶせになる。

　カナタはそんなリコをマッサージする役目を引き受けていた。

　リコが特訓の意図を素早く摑つかんだ結果、実技訓練の時間が余ってしまったのだ。

　本来なら、ただ指示を出してただけじゃないのよっ！　とミソラが文句の一つでも口にするところだが、生あい憎にくとこの場所に彼女の姿はない。いや、ミソラだけでなくレクティの姿も見当たらなかった。

　彼女たち二人は、地上に降りた直後、完全なグロッキー状態になり、いまは更衣室のベンチで横になっていた。カナタは敢えて原因を尋ねなかったが、おそらくミソラもレクティもスタミナ切れが原因だろう。

　最小限の労力で特訓に合格した、どこぞの面めん倒どう臭くさがり屋の犠ぎ牲せいとなったのだ。

　そんな諸悪の根源はというと、

「ふむ、もう少し気合いを入れて揉もんでくれ。足がむくんでしまうだろう」

　優ゆう雅がにカナタのマッサージを受けていたりする。

　どうやら特訓で疲つかれたとごねたリコがマッサージを要求、カナタがそれを受じゆ諾だくしたらしい。

　もみもみもみもみ。凝こり固まった筋肉をほぐし、全身に溜まった疲ひ労ろう物質を排はい出しゆつする癒いやしのマッサージを受ける。上じよう機き嫌げんになったリコがぼそっと本ほん音ねを漏らす。

「それにしてもやけに親切だな。普段ならこんな扱あつかいはしてくれないと思ったが」

「ま、今日は特別だ。お前がユニークな成果を出したからな」

「むっ、怒おこらないのか？」

「？　なにをだよ？」

「キミの言うユニークな結果の件だ。気づいているのだろう？　疲れるのが嫌いやでわたしが一歩も動かなかったことぐらい」

「ああ、そのことか……」
















　カナタがケロッと言う。

「怒るわけねーだろ。だってそれ込みで、俺はユニークだって思ったんだよ。そりゃミソラとレクティはばてばてだったけど、お前らしくて見てて面おも白しろかったぜ」

「……ふっ、キミは変わっているな」

「……いや、お前の方が変わってるだろ」

　どっちもどっちだ。

　腰こしの辺りの筋肉の凝りを、肘ひじを垂直に当てぐりぐりとほぐす。すると、リコから若じやつ干かん甘い吐と息いきが漏もれた。女め神がみな少女がリラックスした瞬しゆん間かん、カナタが不意に問いかけた。

「で、認めたんだろ」

「なにをだ？」

「ミソラとレクティのこと」

「……さあな」

　普段のリコなら、素す直なおになれずこれ以上黙もくして語らなかっただろう。だが、リラックスしているときは異なる。教官と教え子という間あいだ柄がらであっても、つい本音が漏れてしまうものなのだ。

「そういえば、演習中のミソラにこんなことを言われた。『がーっと動き回って、どかどか敵の注意を引きつけたらいいじゃないのっ！』とな」

「そりゃま、災難だったな……」

　本人は気づいていないが、そんな真ま似ねができるのは馬鹿みたいな加速力を持つミソラくらいのものだ。

「ああ。ムカついたが、悪意がないだけに始末に負えん」

「悪意がない、ね。なら、あいつはまだ大事なもんが見えてねーな」

　それに比べ、リコはよくわかってんじゃんか。

　上機嫌になったカナタはリコを仰あお向むけにすると、足先から順々に疲労回復に効果のあるツボを刺し激げきしてやる。再びリコから甘い吐息が漏れる。

「ふっ、女神なわたしにとってあの程度は当然の結果だ。それにしても、キミはなんだかやけにうれしそうだな？」

「まーな。あんな的確な指示を出せるってことは、ミソラのいいところに気づいてるってことだろ。そんで、お前は今日それを認めたわけだ」

「非効率だと疲れるからな。最小限の労力で成果を上げようとしただけだ。……なんだ？　わたしの貌かおになにかついているのか？」

　気がつくと、仰向けになったリコの貌をカナタが覗のぞき込んでいた。

「いやなに、お前っていい女だと思ってさ」

　大おお真ま面じ目めな貌で告げるものだから、リコは自分の美び貌ぼうに手を触ふれた。

「ああ、この貌のことか。そんなもの褒ほめられ慣れているからなんとも……」

「容姿じゃなくて、性格のことだよ。お前ってさ、案外三人の中で一番仲間想おもいなのかもな。相手のことをよく観察してるってことは、相手のことを気にかけてるってことの裏返しなんだぜ」

「むっ、まさかわたしをおちょくっているのかっ？」

「おちょくってなんかねーよ。お前みたいに相手をよく観察して、適切な判断が出来る女は絶対に周りから好かれる。あとはミソラたちが、お前のいいとこに気づければいいんだけどな」

「……本気か？」

「ああ、本気で言ってるよ」

　噓うそ偽いつわりのないカナタの目を覗き、造形美の極致のようなリコの貌が朱しゆ色いろに染まった。

「ふ、ふんっ！　そんなこと言っても惚ほれてやらないぞっ！」

「いや、べつに惚れろとか言ってねーし」

「そ、そうか……。そういえば、そうだったな……」

　ふむ、どうもこの男と一いつ緒しよにいるとペースが乱れるな。

　どこかしゅんとしたリコのことを、カナタはしばらくマッサージし続けた。







「教官お疲れさま。カナタから呼び出しがかかるなんて珍めずらしいね」

　特訓初日終しゆう了りよう後。ミソラたちと別れたカナタは、いそいそと教室に戻もどる。そこには穏おだやかそうな笑え顔がおで出で迎むかえるクロエの姿があった。

「まーな。お前らが今日ちょっと気になる会話してたからな。あんとき言ってた連続傷害事件ってさ、近接武器扱う奴やつが狙ねらわれてるんだろ。気になって俺もあれから情報を集めてみたけど、犯人は正体不明らしいし」

「うん。そういえば、カナタの教え子さんの中にも近接武器を扱う子がいたよね」

「ああ、レクティが襲われたりしたら困るからな」

　言いながら、カナタが内心でつぶやく。

　近接武器を扱う実力者という括くくりなら、レクティ以外にももう一人いるんだけどな。

　かつてカナタの最も近くにいた一人のことだ。

　クロエが天使のような微笑ほほえみを零こぼす。

「へえー、あっという間に教官さんとして自覚が出てきたね」

「べつに自覚ってほど立派なもんじゃねーよ。ただやるべきことをやってるだけだよ」

「ふふっ、ならもう義務とか責務の領域に入っているっていうことかな？」

「そんなご大層なもんじゃねーって言ってんだろ。俺って義務とか責務とかそういうかたっ苦しいの嫌きらいだし」

「えー？　本当にそうかなー？」

「そういうもんなんだよ。……いちいち厄やつ介かいなとこをつつくんじゃねーよ」

　などと仕事の話をしていたところで、

「お久しぶりですね、カナタ先せん輩ぱい」

　第三者の声。カナタの視線が、教室へとやってきたユーリへと注がれる。

　特務の関係だろうか。そういえばロイドが〈レイブンネスト〉と合同で警備に駆り出されているらしいが。

「さっき空で会ったばっかじゃんか。気づいてたんだろ」

「ええ。カナタ先輩の小隊の動きを見学させてもらいました。それで……カナタ先輩？」

　珍しくユーリはカナタのほうへと向き直った。

「……んっ、なんだよ？　クロエに用があるんじゃねーの？」

「今日は同じ教官としてお話があります。場所を移してもらってもいいですか」

「ふーん、俺に用事ね。ちょうどいいや。俺もお前に話があったんだよ。……クロエ。呼び出しといてわりーな」

「いいけど……二人とも喧けん嘩かしないでね。あんまりユーリを虐いじめたりすると、あとでお仕置きだからね」

「へいへい、こっちとしてはユーリに虐められないように気をつけるよ」

「わ、わたしはカナタ先輩に虐められたことなんてありませんっ！」

「気づけよユーリ。クロエにからかわれてるんだよ」

　仲のいい二人。かつて同じ前衛ポジションを務め、師し弟ていの絆きずなすらあった。

　そんな二人が再び近づいたことをクロエは快く思った。







　カナタとユーリが一緒に下校していく姿。

　事情を知るクロエやロイドであるならそっとしておくことを選ぶだろう。一緒に校門をくぐり商店街のほうへと下校する二人の雰ふん囲い気きは決して友好的とはいえない。むしろ、ぴりぴりした感じがする。

　だが、カナタとユーリの関係をさっぱり知らないミソラはというと、

「あいつと一緒にいるのは……ユーリさんっ!?」

　シャワーを浴びて特訓の汗あせを流したあと、この日は自主練習もせずにとっとと帰宅するつもりだった。リコの口車に乗せられて派手に動き回ったためか、スタミナ切れでちっともやる気が湧わかない。

　居候いそうろうさせてもらっているアルテミア寮りようへ帰る途と中ちゆう、校門付近でたまたまカナタの姿を見かけた。隣となりを歩くユーリの姿も……

　もしかして、あいつわざと負けてあたしたちの教官辞やめるつもりなんじゃ……

　決して論理的といえず、普ふ段だんのミソラなら絶対に浮うかばない考え。

　だが、カナタほどの空士が教官を務めてくれる理由。その理由が全く理解できないミソラにとって、この光景は心労を増やすものだった。なにせ今回の模も擬ぎ戦でユーリの小隊に負けたら辞める、という条件に変へん更こうしたのもカナタなのだ。

「裏切り者扱いされて、かつての仲間とは疎そ遠えんとの噂うわさだったが……」

「あ、あの人が、特務小隊ロイヤルガードの前衛を務める方なんですかっ！」

　こっそりと隠かくれるようにして、二人のあとを尾つけるミソラのすぐ近くから声。

　振ふり向くとそこには、見なれた仲間たちの姿があった。

「な、なんであんたたちがここにいるのよっ!?」

「ふっ、ミソラ。やはりキミはストーキングの趣しゆ味みがあるらしいな」

「あのぅ……リコさんが、もし今度の模擬戦で負けたら、カナタさんがどう責任を取るのか明らかにしてないって言いだして」

「そういうことだ。負けたらどう責任を取るのか訊ききに行こうと思ったのだが……まさか女連れとはな」

　女連れという言葉がミソラの胸を打つ。

　もしかして──二人はそういう間柄なの……っ!?

「対戦相手の小隊の教官と二人っきりで下校とはどうも臭におうな。……むっ？　聞いているのか？」

　初めて出会ったときは、カナタなどどうでもよかったはずなのに……

　なぜかずっと遠くの存在になったようで胸がぎゅっと詰つまる思いがした。

「あのぅ……ミソラさん、どうするつもりですか？」

「え、えーっと……あ、あいつのあとを尾けるわよ。そ、その……よ、弱みとか握にぎれるかもしれないしっ！」

「ふっ、やはりストーキングが趣味なのではないか」

　ミソラたちがカナタたちのあとを尾けていく。商店街に差しかかったとき、レクティがふと尋たずねた。

「あの特訓って……本当に意味あるんでしょうか？」

「そうよね、正直あたしたちが失敗するのを見て愉たのしんでるようにしか見えなかったし」

「そうではない。ちゃんと意図があるぞ。ついでにわたしは今日で合格を言い渡わたされた」

「う、うそっ！　リコ合格したのっ！　あんたってただ指示してただけなのに……」

「さすがですねっ！　リコさんっ！」

「特訓の意図を正確に摑つかんだのだ。当然の結果だろう」

「当然の結果……ってどのヘンがよっ!?」

　そんな話をしていると、カナタたちの姿が喫きつ茶さ店てんの中へと消えた。ミソラたちは一いつ瞬しゆんどうするべきかお互たがいに貌を見合わせたが、

「は、入るわよっ！」

　もしかしたら……教官を辞める気なのかもしれない。

　そんな不安が脳のう裏りを過よぎったため、ミソラは決断を下した。







　まだまだ出来のわりー連中だな、とカナタは見知った尾び行こう者しやたちへ感想を抱いだく。

　尾行者としての気配の消し方、相手との距きよ離りの取り方がなっていない。

　最初の教え子ユーリと比べたら、雲うん泥でいの差だな。

　四人がけのテーブル席で、向かい合うようにカナタとユーリが座る。さりげなく近くのテーブルへ、ミソラたちが陣じん取どってみせた。

　そんな今の教え子たちを観察し、カナタは内心で思い直す。

　いや、出来の悪さなら似たようなもんか。なにせ目の前にいるこいつだって、律りち儀ぎすぎて不器用だ。

「俺はコーヒーをブラックで。ユーリは？」

　何店てん舗ぽかチェーン展開されているポピュラーな喫茶店だ。メニューを開くとすぐ注文を取りに来た。

「ブ、ブラックですか……っ！」

　ユーリがぎょっとした貌を浮かべる。

「そうだけど、どうかしたのかよ？　お前は何頼むの？」

「くっ、……カナタ先輩と同じでお願いします」

「おいおい、別に無理して同じにしなくていいんだぜ。自分が飲みたいもん頼たのめよ」

「い、いまはコーヒーが飲みたい気分なんですっ！」

　半ばムキに、半ば自や棄けになってユーリが叫さけぶ。

　本当はにっが～いコーヒーなど飲みたくないというのがばればれだった。

　でも、カナタとしては飲みたいものを譲ゆずるつもりはないし、そもそもユーリはただ先輩の貌かおを立てるのではなく、もう少し自分の言いたいことを言ったほうがいいのだとも思う。

　注文を受けたウェイトレスが慣れた手つきで、黒い液体が注がれたカップと受け皿を二つ置いていった。

「う、うぅ……」

　鼻び腔こうを刺し激げきするほろ苦い香かおり。蒸留水で抽ちゆう出しゆつされた上質の黒豆の風味に、ユーリがしかめっ面つらをしてみせた。

「ほら、だから言ったじゃんか。……しょうがねーな、別のもんを注文してやるよ。クリームソーダでいいか？」

「こ、コーヒーが飲みたいと言ったはずです！　そんな子供っぽいもの要いりません！　ちゃんと対応策だって考えてありますっ！」

　ムキになったユーリは、テーブルに置かれた容器から角砂糖と専用ポットに入ったコーヒーフレッシュに目を向ける。

　それから彼女は、世にもおぞましい行動に出てみせた。

　角砂糖を一個ずつ幾つもカップの中に落とし入れ、次いでカップの容積ぎりぎりまで、なみなみとコーヒーフレッシュを注ぎ込んでみせたのだ。

　上質な風味がすっぱり消えうせた白褐かつ色しよくの液体が完成。どこか貌を歪ゆがめながら、ユーリはそれを一息に飲み干した。

「ほら、こんなの……ぜ、ぜんぜん平気ですっ！」

「いや、ならお前最初からコーヒー牛乳頼めばよかったじゃん」

「ち、ちがいますっ！　わたしはちょうどコーヒーが飲みたかったんですっ！」

「でも飲んだとき、貌歪めてたじゃねーか。本当に旨うまかったのかよ？」

「そ、それはもちろん美お味いしかったですよっ！　若じやつ干かん苦にが味みがありましたけど」

「あのなー、コーヒーなんだから苦いのは当たり前じゃん」

「～～～～～～～っ！　そ、そんなことは……わ、わかってますよ！　い、いまのは……苦味の違いを愉しんだという意味です！」

　自分の失言に恥はずかしそうにユーリは俯うつむき、もじもじと体を捻ひねる。

　そういや毎度のことだけど、こいつってどうして俺と一いつ緒しよにいると恥ずかしがったり、ムキになったりするのが多くなるんだろ？

　内心で不思議がりながら、カナタはゆっくりとカップに口をつけた。







「むっ、どうやらあの男は……なかなかの女たらしのようだな。あの《空穿の閃跡ブリユーナク》のユーリが恥ずかしがっているぞ」

　通路を挟はさんで斜ななめ向かいの席に座ったミソラたちは、さりげなくカナタとユーリの様子を窺うかがっていた。

「《空穿の閃跡ブリユーナク》って、この頃ごろ不調らしいけど……」

「ああ。二つ名の由来となった魔ま槍そうを最近使わないらしい。魔ま剣けんで戦せん闘とうする姿は目もく撃げきされているから、体調不良というわけでもなさそうだが……」

「も、もしかして、あれって……デートですか？」

「ふむ、もしかするとそうかもしれないな」

　リコとレクティが興きよう味みありげに眺ながめている間に、注文した紅茶やらケーキやらが目の前に置かれていく。

　二人とも思わぬ色いろ恋こい沙ざ汰たに興味津しん々しんといった様子だ。

　もとより恋れん愛あいなどの浮いた話には目がない年頃。酒の肴さかなとはいかないが、次の展開に胸を弾はずませながら、二人は特訓で疲ひ労ろうした体を癒いやしてくれる甘いものを口へと運ぶ。

　糖分がすうっと体に染み渡っていくのがわかる。甘さが疲労を分解する至し福ふくのひととき。リコもレクティもその感覚に酔よいしれていたが、ミソラだけは注文したストロベリーケーキにフォークもつけず、

「……デ、デートに見えるんだっ！　じゃあやっぱり──……。でも、それだとあいつは籠ろう絡らくされて、わざと敗れる約束をしたってことに……」

　小さな声でぶつくさつぶやいていた。

「そんな切なさそうな貌をしてどうしたんだミソラ？」

「～～～～～っ！　なっ、なんでもないわよっ！」

「あのぅ……、ミソラさん。ケーキ食べないんですか？　おいしいですよ？」

「あ、えーっと……あ、あたしは要らないから、レクティが食べていいわよ……」

「えっ!?　う、うそっ！　わたしがこれを食べていいんですか……っ!?」

　じゅるり。レクティが目の前のケーキに瞳ひとみを輝かがやかせながらよだれを零こぼしそうになる。

　普段なら遠えん慮りよがちなレクティだが、女の子にとって甘いものは特別だ。

「うん、なんだかあたしお腹なかいっぱいだし……」

　正確には、胸がいっぱいなのだ。

「あ、ありがとうございますミソラさんっ！」

　レクティがさも美お味いしそうにケーキを食べ始める一方で、リコは優ゆう雅がに紅茶を啜すすりながら、不可解な表情を浮うかべカナタたちを観察している。

「？　どうしたのよリコ？」

「ふむ、裏切り者と蔑さげすまれながらも、意外とモテるものだと感心しただけだ。もしかしたら、あの男には不思議な魅み力りよくでもあるのかもしれないな」







「それで、一体何の話があるんだよ？」

　多少おちょくるような会話をしたあと、カナタが自然な流れで切り出した。

「カナタ先せん輩ぱいの話からお先にどうぞ」

「いや、お前から話せよ。こういうときは先輩の言うこと聞くもんだぞ」

「ですがカナタ先輩は仮にも先輩なんですから、先におっしゃってくれないと困りますっ！」

　なんでこいつはこういうときも先輩の貌を立てようとするかね。

　自分にはもったいないくらい律儀な後こう輩はいだ。そんなことを思いながら、ユーリの貌を覗のぞき込むと、ぷんっとそっぽを向く。横よこ眼めでさりげなくでこちらを見つめながら。

「……仕方ねーな。なら、俺から話すよ。あのさ、今月号の『月刊・空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン』読んだんだけど」

　珍しいことに、カナタが歯切れ悪く言い出し辛づらそうな様子。

「それがどうかしたんですか？」

　首を傾かしげてみせるユーリ。

　珍めずらしく神しん妙みような貌を浮かべたカナタが、鞄かばんから雑誌を取り出し特集ページを開ける。

「ほら、お前の特集が組んであるだろ。そんでさ、ここに書いてある気になる人の欄らん、お前って『自分より強い人にしか興味ない』ってマジ？」

「ええ、本当ですけど……なんでそんな深刻そうな貌してるんですか？」

　インタビューで気になる人を訊きかれた際、つい裏切り者カナタのことが浮かんで、それを誤ご魔ま化かそうと答えたのだ。一いつ般ぱん大衆はユーリの答えを、『これといって好きな人がいない』という意味ニユアンスで捉とらえたことだろう。

　カナタも例外でないはずだが、おかしなことに、どこか衝しよう撃げきを受けた様子だった。

「……ま、こういうのは本人の自由だと思うんだけどさ。でも自分から公言することじゃねーだろ。お前だって恥ずかしいと思うし」

「特に恥ずかしくなんかありませんけど、別にどうでもいいことですし……」

「どうでもいいことじゃねーだろ。むしろすっげー重要な問題じゃんか」

「……えっ、どこいらへんがそんなに重要な問題なんですかっ!?」

　これといって好きな人がいないと答えたつもりだったのだが……

「誤魔化すなよ。俺はこれでもお前のことを心配してるんだぞ。お前が気になる自分より強い人って──《寂ク滅ロ姫エ》のことなんだろ。いくら雑誌で名指ししてねーとはいえさ、自分が同性愛者だなんて公言するもんじゃねーよ」

　突とつ如じよとしてユーリの貌が真っ赤になる。そういうことかっ！　と納なつ得とくする間を惜おしみ、脊せき髄ずい反射で誤解を解こうとする。

「ち、違ちがいますっ！　いきなり何を言い出すんですかっ！」

「でもお前、クロエのこと好きなんだろ。特務の打ち合わせとか一緒にいる時間も多いし」

「そ、それは好きか嫌きらいかで言ったら、もちろんクロエ先輩のことは好きですけど……」

「ほら、やっぱクロエのこと好きなんじゃねーか」

「で、ですけどっ！　そういう意味で言ったんじゃありません！　わ、わたしのことをそんな目で見ていたなんて……！　み、見み損そこないましたっ！」

「そんなムキになるってことは、やっぱそうなのか……」

「……………………………もういいですっ！」

　怒いかりを押し殺すかのようにユーリが突つっぱねる。昔っからカナタに振ふり回されっぱなしで、こちらのペースが乱れる。ひょっとしたら、目の前の男は他人のペースを乱すことにかけてはとびっきり優ゆう秀しゆうなのかもしれない。

「いや、お前はいいかもしれないけどさ、あのなユーリ」

「もういいって言ってるんですっ！　まったくカナタ先輩って人は、わざわざそんな話をするために、こんな場所に来たんですかっ！」

「でも、俺の話を先に訊きたいって言ったのはお前じゃんか。これでもいちおー、俺はお前のことを心配して……」

「次からは気を付けますよっ！」

　むすっとユーリが言葉を発して、それっきりしばらく間があった。

　気を利きかせたカナタが、一度席を離はなれて持ってきたお冷ひや。その氷が解け、からんとグラスを叩たたく音が響ひびく。だが、ユーリがそれを口にすることはなかった。

　裏切り者の先輩が運んできたものだから。

「それで、お前の用件ってのは……？」

「単刀直入に言います。カナタ先輩、いますぐ教官を辞めてください」

　どうにか調子を取り戻もどし、ユーリはきっぱりとした口調で告げる。

「いまならカナタ先輩の経歴キヤリアをこれ以上傷つけないで済みます。Ｆランク小隊扱いされる落ちこぼれの集まりが、わたしが率いるＢランク小隊に勝とうなど……おこがましいにもほどがあります。絶対に不可能です」

「ま、そりゃそうだろうな。いまのミソラたちの実力なら、Ｂランク小隊と模も擬ぎ戦したらまず負けるだろうぜ」

「ならとっとと教官を辞めたらどうですか？　これ以上カナタ先輩が恥はじを塗ぬり重ねないで済みます。都市中から裏切り者扱いされたところで、カナタ先輩には誰だれにも文句を言わせない圧あつ倒とう的てきな実力があるんです。カナタ先輩は空士としてまだ充じゆう分ぶんにやり直せるんです！　だから、Ｆランク小隊の教官なんてとっとと止めて──」

「やり直す、ね。そりゃ無理な話だ。俺は病気療りよう養よう中ってことになってるからな」

「そんな仮け病びよう、いつまで続けるつもりなんですかっ！」

　いつまで続けるのだろうか？

　なぜ魔ま力りよくが減退し、呪じゆ力りよくを宿すのか。

　人間であるはずの自分が宿す異い形ぎようのチカラ。

　それがいつなくなり正常に戻るのか？　いや、そもそもなくなるのか？

　そんなことがわかるのなら、まず自分が知りたかった。

　だが、この場でそんなことを口にしても意味のないことだ。

　真実とは一部の人間だけが知っていればいい時もある。

「さーな。……それとさ、勘かん違ちがいすんなよユーリ。俺はいまのミソラたちの実力ならって言ったんだぜ」

「いまの実力って……。まさかあの落ちこぼれたちが成長すると思ってるんですか？　あとたったの二日間で……？」

「あいつらはまだよちよち歩きのヒナ鳥なんだよ。でもな、磨みがけば光るもんを持ってる。それに気づかせて伸のばすこと。それが教官としての俺の役割だ」

「カナタ先輩には失礼ですが、わたしはそんなふうには思えません」

　カナタの確固とした宣言は、ユーリの心に響かなかった。

　彼女の心は、カナタの意識が自分以外に向けられるのを無む性しように悔くやしく、そして切なく感じてしまうから。

「あの十一連敗目を喫きつしたランキング戦。模擬戦せん闘とうとはいえ、戦闘中に仲間同士で争うなんてじつに落ちこぼれらしい愚ぐ行こうでした。《ミストガン》最弱小隊扱いされるのも納得できるほどの、落ちこぼれの集まりです。なぜカナタ先輩があんな無能で愚ぐ鈍どんな連中に付き合わなくちゃならないんです！　馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思わないんですかっ！」

　ユーリは思わず椅い子すから立ち上がった。

　もう周囲の客や店員の目など気にする余よ裕ゆうすらなかった。

　ユーリにとって、カナタの存在はそれだけ大きい。

　ただの先輩という括くくりでは縛しばれないほど、大きすぎたのだ。

「裏切り者と罵ののしられるカナタ先輩のことを、それでも慕したっている人はまだいます。あんな落ちこぼれたちのことなんて放ほうっておいて、早く特務小隊ロイヤルガードに復帰してください。皆みんながカナタ先輩の復帰を心待ちにしてるんです！」

　必死で思いの丈たけを口にするユーリ。

　だが、そんなときどこからか、はははという笑い声が聞こえてきた。

　声の主ぬしは不敵な笑えみを浮かべてこちらを見た。

「みんなが俺のことを心待ちにしてる、ね。……なあユーリ、お前も俺のことを心待ちにしてるわけ？」

「えっ？　い、いえ、そ、その……っ！」

「ま、いいか。それは置いとくとしてさ、お前はミソラたちのことをずいぶん嫌ってるようじゃんか」

「当たり前です。Ｆランク小隊なんて、《ミストガン》の空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンには相応ふさわしくありません」

「ふーん。でもさ、その理り屈くつだと俺やクロエだってぜんぜん相応しくないことになるぜ」

　ま、座れよ。そう促うながすカナタの身み振ぶり手振りは落ち着いたものだ。

　かっとなったユーリも、つい席についてしまった。

「……どういう意味ですっ！」

「クロエってさ、ああ見えてロクに飛行魔術を使えない時期があって、子供の頃ころ《リューン》に住んでた時期は落ちこぼれって言われてたんだぜ。いまじゃ《ミストガン》最強の《寂滅姫ニルヴアーナ》とかなんとか呼ばれてるけどな。でも、ユーリの理屈だと、クロエは空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンに相応しくないってことになるな」

「そ、そんなことは……」

　戸と惑まどうユーリに、畳たたみかけるように言い放つ。

「あのよユーリ。落ちこぼれがいつまで経たっても落ちこぼれのままだって誰が決めたんだよ？　ミソラたちに強くなれる可能性があること、それは教官である俺が保証するよ」

　絶句するユーリをよそに、斜ななめ向かいのテーブル席は妙みように騒そう々ぞうしくなり、皿やらカップやらの割れる音が響いていた。







　その後カナタとユーリの間で、どちらが支し払はらいをするかで軽く揉もめた。カナタが「ま、ここは俺が払はらっとくよ」と言ったにもかかわらず、敵意剝むき出しのユーリが「わたしが払いますっ！」と固こ執しつし、一番高額な紙し幣へいを一枚、ばんっとテーブルの上に叩きつけるように置いて足早に去っていく。

　慌あわてたカナタが呼び止めるが、ユーリは頑かたくなに無視。終しまいには「ついて来ないでくださいっ！」と自や棄けになって捲まくし立てるユーリに対し、「いや、俺も帰り道がこっちだから」とカナタが言う。

　なにせ二人が住むのは同じアルテミア寮りようなのだから……




　　　　＊＊＊




　夜よ闇やみが貌かおを出し、学生たちの喧けん騒そうでうるさかった校舎もひっそりと静まり返る時間帯。モニターの薄うす明あかりが照らし出す地下研究室には、二人の男の姿があった。

「少し席を外すぞ。ここは任せる」

「……はい、わかりました」

　張りつけたような笑みを浮うかべて、レアルは相方が室外に出ていくのをしっかりと確かく認にん。それから、部屋の中央にある培ばい養ようポッドへと近づく。

　この日は夜勤で、レアルともう一人の男が培養ポッドに収められた魔甲蟲の肉にく片へんに異常がないかを観察する役割を負っていた。

　そして観察以外の、もう一つの役割。彼らのすぐ近くにあるデスクには、メスやスポイトを始めとした実験用の器具。切り刻まれた肉片から抽ちゆう出しゆつされた、緑色の体液が注がれたビーカーなどが散らばっていた。

　少しでも早く成果を出すために、実験も並行して行われているのだ。

　変キ異メ種ラの細さい胞ぼうから採取した体液を実験動物に注射。その経過を観察するのだが、こちらの実験は上う手まくいっていない。

　緑色の体液を注射した途と端たん、実験動物は急激に凶きよう暴ぼう化するからだ。個体差があるにせよ、注射された途端、実験動物は金かな網あみや檻おりの中で暴れ回り、体を傷つける。

　だが、その傷がみるみる治ち癒ゆしてしまう。

　変キ異メ種ラの細胞のチカラ。

　これを再生医い療りように利用するのが、レアルたちの現在のプロジェクトだった。

　しかし、レアルにとってそんなことはどうでもいい。

　彼が手にしていたのは注射器。そしてその注射器から腕うでに、不気味な緑色の体液が注入されている。

　始まりは過ちだった。暴れるモルモットを押さえて注射する際、うっかり間ま違ちがって自分に注射してしまったのだ。

　生理食塩水と混合したそれを、静脈注射で体内に注入してしまった。すると、体中に異形のチカラが充みち溢あふれる。脳内が快楽物質と興奮物質で満たされ、体内では細胞が生まれ変わったかのように活性化し始める。この感覚を何と形容するべきなのか思いつかない。

　一言で形容するとしたら、恍こう惚こつとでもいうのだろうか。

　それ以来、レアルは人目を忍しのんで、自らの左腕に変キ異メ種ラの体液を注射している。

　ちょうどいまのように……

「ふふふ、あははは、ふははははははははははははっっっっ───────！」

　思わず笑い声を洩もらす。狂きよう喜きとも虚うつろともとれる瞳ひとみでレアルはそれに魅み入いっていた。

　生いけ贄にえが儀ぎ式しきの祭さい壇だんに捧ささげられたかのように部屋の中央に位置する培養ポッド。その中にある肉片が共鳴するかのように蠢うごめくさまを。

「さてと、じゃあ実験を開始しようじゃないか。僕がユーリより強い人になるためのね」







　ギニアス・フリードにとって不幸だったのは、仲間と別れて一人で家路についたことだ。もし仲間と一いつ緒しよならば、まだ逃にげられる可能性があったかもしれない。

　所属する小隊はＢ３９５小隊。ポジションは魔ま剣けん士しであり、Ｂランク小隊の中でも指折りの実力だ。少なくとも第一クォーターにおいては、あと少しで撃げき墜つい王おうの称しよう号ごうが得られるほどには。

「ふふっ、キミがギニアスだね」

「…………誰だよお前？」

　油断していたわけではない。治安が悪いことで有名な、娯ご楽らく施し設せつが充じゆう実じつした四番区の夜道を歩いていたのだ。当然ガラの悪い連中に絡からまれることも警けい戒かいしていた。

　だが、いつの間にか人の姿がいなくなっていると気づいたときには、黒いローブを頭からすっぽりと被かぶった正体不明な人物の姿があった。

「突とつ然ぜんで悪いけどさ、僕と勝負しようよ」

　重低音の声。おそらく男性か。

　黒魔術士の如ごとき身なりの男はどこからともなく魔剣を取り出し、片手で構えた。

「おいおい、素人しろうとが俺に勝とうなんて百年はえーよ」

　ギニアスほどの実力者なら、構えを観察すれば、相手の実力が見て取れる。

　構えにはその者のスキル、気き迫はく、これまでの実戦経験の全すべてが表れるからだ。

　少なくともこの襲しゆう撃げき者しやには努力の積み重ねが感じられない──素人だ。

「トーシローが俺と勝負して勝てると思ってんのかよ……」

　嘲あざけりながら、ギニアスはサーベル状の魔剣を取り出した。

　勝負は一いつ瞬しゆんで決まる。

　夜道で突とつ如じよとして現れた武器を持った襲撃者。容よう赦しやする必要などどこにもない。

　そう判断して斬きりかかったまではよかった。だが、相手との間合いを縮める刹せつ那な、脳のう裏りを一筋の疑念が過よぎる。

　そういえばこいつ、どこから現れやがったんだ？

　斬ざん線せんに迷いはない。右斜め上段から振ふり下ろした斬撃は、相手の全ての抵てい抗こう力りよくを奪うばうはずだった。しかし、その手には標的を仕留めたという感かん触しよくがない。伝わってくるのは、空を切ったという感触だ。

「どこを狙ねらっているんだい？」

　突如として後ろから声。振り向くと、そこには先さき程ほど目の前にいたはずの襲撃者が。

「なんで後ろにいるのかって尋たずねたそうな貌してるね。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生って、みんなキミみたいに頭悪いのかい」

「……てめぇ、どうやって後ろを取りやがったっ！」

「やれやれ、この僕が馬ば鹿かに教えてあげるわけないだろう」

　襲撃者の姿が一いつ旦たん消える。次の瞬間には、ギニアスの視界一いつ杯ぱいに広がる黒魔術士のローブ。その姿を認識しようとした途端、右腕に鋭するどい痛みが奔はしった。

「ぐっ！　な、なんだいまのは一体……っ!?」

　動きが速くて捉とらえきれない。それに目の前の襲撃者が放つチカラは魔力というよりむしろ──

「くっ……、クソガアァァァっ！」

　湧わき上がる疑念を打ち消し、痛みすらも一時的に忘れ去るためにギニアスは咆ほう哮こうを上げた。

　痛みは堪こらえず、感情は声とともに外へと放出する。実戦で培つちかった技術だ。

　闘気が衰おとろえないギニアスは、右腕が使えずとも戦う意志を見せるのだが、

「ぐはっ！」

　恐おそろしいチカラで剣が弾はじき飛ばされ、空あいたボディーへ蹴けりを入れられる。

　襲撃者の反撃の斬撃とその脚きやく撃げきは恐ろしいまでに強きよう烈れつ。

　動きは素人じみているにもかかわらずだ。

「やれやれ、Ｂランクも大したことないね。悪いけどさ、僕はキミより強いことを証明しないといけないからね」

　這はいつくばり呻うめくギニアスを、嘲あざけるかのように襲撃者は蹴り上げた。

　ローブの奥に隠かくされた貌が恍惚とした笑えみを浮かべ、抵抗力のなくなったギニアスを蹴り続ける。痛みにもう止やめてと泣き叫さけぶギニアスが気絶するまで。

　ひどく愉しそうな様子で。

「ふふふ、あははは、ふははははははははははははっっっっ───────！」

　それから襲撃者は暑苦しいフード部分を脱ぬいだ。レアルの双そう眸ぼうは炯けい々けいとした輝かがやきを発している。彼は、歓かん喜きの声を漏もらす。

「あははは、愛してる。愛してるよっ！　もうすぐだっ！　もうすぐ僕はキミの愛する男になれるよ。すぐキミを迎むかえに行くからねえ───────っ！」

　懐ふところから取り出したのは、次の犠ぎ牲せい者しやの写真。レアルはその写真に口付けし、悦えつ楽らくに入いり浸びたる。そこには制服姿のユーリ・フロストルが写っていた。







　第三章　災さい厄やくを知り、裏切り者の背中は何を見る







　翌日の早朝。カナタ・エイジは日が昇のぼるとともに目を醒さます。ジャージに着き替がえて、澄すんだ空気に包まれた外へと走り出す。やがて舗ほ装そうされた道の周囲に、緑が姿を現し始める。訓練グラウンドを囲う森の中を通る道は、お気に入りのコースだ。

「あ、あのぅ……おはようございますっ！　カナタさんっ！」

「ん、レクティじゃんか。もしかしてさ、さっきから俺のペースに合わせてた？」

　後ろから声をかけられて振り向くと、駆かけ寄ってくるレクティの姿。

　体に密着するインナースーツの上から、白いシャツを纏まとっている。ボディーフィットした黒い生き地じが、体中から噴ふき出る汗あせを吸い上げていた。

「ふーん、俺のペースに誰だれかついてきてるみたいとは思ったけど、まさかお前だったとはな。ってか、わざわざ声をかけてくるなんて珍めずらしいじゃんか。なんか用事でもあったりすんの？」

「……は、はいっ！　そのぅ……ト、トレーニング中にごめんなさいっ！」

「もしかしてミソラに押しかけられて寮りように居づらくなったか？」

「そ、そんなことは……ありませんっ！」

　戦せん闘とう中にやらかしてしまったどこぞの親不孝娘は、現在居候いそうろうの身だ。

「うーん……それ以外、ね。もしかして昨日教卓にぶつけた目のとこか？」

　吐と息いきが触ふれ合うほど近くへ、カナタが貌かおを近づける。

　敬愛すべき教官の貌が間近に迫せまる。レクティが恥はずかしそうに貌を逸そらした。

「ん、どうしたんだよ？　なにか異常があったりするのか？」

「カ、カナタさんっ！　あ、あのぅ……」

「？　どうしたんだよレクティ。隠すような怪け我がなのか？」

「ち、違ちがいます。そ、そのぅ…………あ、汗っ！」

　近づくカナタの貌に気き恥はずかしさを覚えながらも、それ以上にレクティが気になるのは自分の汗の臭におい。なぜか汗の臭いをカナタに嗅かがれるのが嫌いやだった。

　ミソラやリコの前ではぜんぜん平気なのだが……

「あ、わりー……。もしかして俺っていますごい汗臭くさかったりする？」

「そ、そうじゃなくて……そのぅ、わ、わたしの方がすごく汗搔かいてますから…………そのぅ……わ、わたし、く、臭くありませんかっ!?」

「べつに気にしねーよ。だってさ、お前の汗って努力した証あかしじゃんか？」

　ぐっと貌を近づけられ、レクティの視界一杯に広がるカナタの貌。

　一瞬鼻と鼻が触れ合ったような気がした。

「……うん、大丈夫そうだな」

　大丈夫ではない。レクティはますます貌を真っ赤にして俯うつむいている。

「あ、あのぅ……カ、カナタさんっ！」

「どうしたんだよ、どっか体調が悪いのか？」

「そ、そういうのではなくですねっ！　あ、あのぅ……ご相談したいことがありまして、特訓の件なんですが……そ、そのぅ……あ、あんな特訓、本当に効果があるんでしょうかっ！」

　困ったレクティがその言葉を発したとき、カナタの貌がどこか険けわしくなった。

「うーん。ま、ちょっとついて来いよ」

　促うながされるまま、ランニングロードを少し外れた芝しば生ふの上へレクティは腰こしを下ろす。その隣となりには同じく芝生に座るカナタの姿があった。

「あのぅ……以前ミソラさんを中衛にコンバートさせたみたいに、もしかしてみんなが担当できるポジションを増やそうとしているんですか？」

　ふーん、レクティはそうすればみんなが強くなるって考えたのか。

「例えば前衛が可能な人を増やして二人前衛ツートツプ戦術を駆く使しするにしても、ミソラさんでは……厳きびしいと思います。わたしが後衛をやるにしても、近接武器の魔ま双そう剣けんではサポートするにも限りがありますし、それじゃ小隊は強くなったりしないですっ！　ポジションを増やすのは、そのぅ……む、無理があるんじゃないでしょうか？」

　教官批判であることを自覚しているせいか、言動の端はし々ばしから申し訳なさが感じられる。

　無論、カナタはそんなことで腹を立てるような男ではなかった。

「へー、よく見てるな。よしよし」

　へこんだレクティを励はげますかのように、彼女の前まえ髪がみをくしゃくしゃになるまで撫なでてやる。

「あうあう……カ、カナタさんっ！」

　途と端たんに、レクティは恥ずかしさ半分うれしさ半分の声を漏らした。

「レクティの言うとおりさ、ミソラに前衛としてのお前と同じ働きを……アイゼナッハ流魔双剣術の継けい承しよう者しやと同じ働きを求めるなんて、無理なことなんだよ」

「な、ならいますぐあの特訓を中止して……」

「うーん、わりーけどあの特訓は中止しねーよ」

　呆あつ気けに取られるレクティへ告げる。

「レクティの指し摘てきはいいとこ突ついてたけど、結論は間ま違ちがい。俺の特訓にはもっと別の意図があるからな」

「うぅ。そ、そうなんですか……」

「でもさ、けっこう惜おしいところまで来てるよ」

　カナタが腰を上げ、お尻しりについた芝を後ろ手に払はらい落とす。

「特訓を施ほどこした甲か斐いが少しあった。それに日ごろの鍛たん錬れんだって真ま面じ目めに続けてる。昨日言ったとおり、お前らは今よりもっと強くなれる可能性があるよ」

　えっ？　昨日言ったとおり……。レクティが眼めを丸くする。

　カナタさんもしかして──っ!?

「んじゃ俺ランニングの続きがあるから、そういうことで」

「ちょ、ちょっと待ってくださいカナタさんっ！　昨日言ったとおりって……、もしかしてわたしたちに気づいていたんですかっ！」

　背中を向けて走り去るカナタにその声は聞こえているはずだった。

　だが、彼は何も言わず聞こえないふりをしてその場を後にする。

　考えろよ、レクティ。もっと必死になって考えろ。

　どうすりゃお前らが強くなれるのかをな。

　遠くなる背中がそう語っているような気がした。







　その後寮に戻もどり、部屋のシャワーで汗を流し軽い食事を済ませ、制服に着替えてカナタはそのまま登校しようとする。そんなとき寮の談話室で、どこか気難しい表情を浮うかべ資料に目を通すクロエを見かけた。

「んっ、目の下に隈くまできてるぞ。昨日なんかあったのかよ？」

「うっ！　やっぱりわかっちゃうかな……あんまり見ないでよ。それと、これ読んでみて」

「……ふーん、また傷害事件があったのか」

　手て渡わたされた書類にカナタが目を通す間、眠ねむたそうにクロエが欠伸あくびをしてみせた。

　夜警の疲つかれが溜たまっているようだ。

「今回も前回同様命を奪うばわれるまではいかなかったんだけど……」

「だけど、段々と手口が荒あらくなってきてるな」

「うん。近接系武器を持つ実力者ばかりが狙ねらわれるせいか、丁てい寧ねいに無力化するのが難しいせいもあると思うけど、今回の犠牲者には緊きん急きゆう手術が必要だったそうだよ」
















　またしても正体不明の犯人。学生たちの間で幽霊フアントムと囁ささやかれる存在だ。

　特務小隊ロイヤルガードからはカナタ以外全員が警備に当たっているそうだが、まだ犯人の正体を摑つかめずにいるらしい。

「ユーリも警備してんのかよ？　あいつ教官もやってんじゃんか」

「うん、日中に授業の合間を縫ぬってね。さすがに夜間警備に巻き込むわけにはいかないよ。わたしはしなくていいって言ったんだけど、『クロエ先せん輩ぱいがやるならやります』だって」

「はあー……、あいつって義ぎ理り堅がたいとこあるからな」

　コーヒーの一件もそうだ。苦いものが嫌きらいなユーリが、カナタに合わせる必要なんてなかったのに……

　ふと壁かべ時計を見やると、短針が七時であることを示していた。

　さて、あいつが来るならそろそろか。カナタの視線が女子寮側の廊ろう下かへと注がれる。

「そんなに女子寮の方を見てどうしたの？　ユーリなら朝食済ましてもう学校に行ったよ。自分の小隊と早朝ミーティングやるって言ってたし……」

「いや、ユーリとは別件だよ。今日来る奴やつはどっちかっていうと、要領悪いし頭悪いし空回りの連発だし……」

　ちょうどそのとき。

　予科生の制服を纏まとう紅あかい髪かみの少女が食堂へ向かう廊下をどたばた走り抜ぬけようとし、その過程で目ざとく見つけた談話室のカナタのもとへ。

　それから机をばんっと両手で叩たたき、

「あんたが本気であることはよくわかったわっ！　でも、それとこれとは別よ。あたしたちも、もっとこう特務小隊ロイヤルガードが取り入れてるような高度な訓練しましょうよっ！」

　妙みようにやる気に溢あふれてしまったミソラが訴うつたえかける。

　こいつの口うるさいとこどうにかなんねーもんかな、と思いながらカナタは面めん倒どう臭くさそうな表情を浮かべる。

「だから無理だって言ってるだろ。周りに合わせるんじゃなくて、いまの自分たちに合った訓練をしねーとな」

　喫きつ茶さ店てんで聞こえよがしに褒ほめてみせたのは、自信をつけさせる意味合いがあった。

　だが、彼女には少々薬が効きすぎてしまったようだ。

「お前さ、なんだか妙にやる気あるようだけど、勘かん違ちがいしてねーか？」

「な、なによ。勘違いって……」

「強くなるには努力が必要だけどさ、身の丈たけに合っていない特訓じゃぜんぜん成果が上がらねーんだよ。魔剣術の鍛錬とか、苦しいだけでちっとも成果が出てなかったじゃんか」

「で、でも……っ！　昨日のあんな特訓だけじゃ何にもスキルが身につかないじゃないの。……それに特訓っていうのは、きつくて厳しいものじゃないのっ？」

「きつくて厳しいのが特訓、ね。……なあ、そんな特訓やってて愉たのしいか？」

「愉しいか愉しくないかの問題じゃないわ。強くなるためには辛つらい思いをして必死に這はい上がっていくしかないじゃないのよっ！」

　それから、しゅんと俯きがちにミソラが言葉を紡つむぐ。

「そうしないとあたしだけじゃない……小隊のみんなと一いつ緒しよに強くなれないじゃないっ！」

　ほろりと本ほん音ねが漏もれる。

　自分だけではない。今の仲間たちと一緒にこれからも強くなりたいのだ。

　ふーん。ミソラ、お前ってさ、仲間のことまで想おもって訴えてたのかよ……。自分だけじゃない。仲間と一緒に強くなろうって気き概がいは好きだぜ。

　……空回りしてる点を除けばだけどな。

「えー、でも俺って辛い想いした分だけ強くなれるとか、そういう体育会系的考え方って嫌いなんだけど……」

　むっとした表情をミソラは浮かべる。

　だが、そんなものは想定の範はん囲い内だ。教官として、カナタは教え導く。

「辛い思いした分だけ強くなれる特訓よりさ、愉しんだ分だけ強くなれる特訓の方が成長すると思わねーか？　愉しいことじゃないと長続きしないだろ？」

「でも、あんな特訓を愉しめって言われても……。それにユーリさんの小隊、すごく高度な訓練してるっぽかったし」

「うちの特訓はさ、ユーリの小隊みたいに戦術パターンを増やすような訓練じゃねーんだよ。狙いが違うんだ」

「あ、あのさ……ホントのホントに狙いがあるのっ？　あたしはこのままあんたがクビになるなんて嫌いやよ。……もっとあんたからその……お、教わりたいこととかあるしっ！」

　しどろもどろになりながら、ミソラが口にする。

　本当はカナタのことが心配で堪たまらない。

「さーな。でも、どうすればこの小隊が強くなるか考えるのが、お前たちの課題だろ」

「だって、それで負けたらあんたクビに……」

「クビにはならねーよ。だってお前らが勝ってくれるじゃん」

　軽口のような台詞せりふだが、カナタの言葉に軽けい薄はくさは微み塵じんも感じられない。

　本当に信じているのだ。ミソラはそう直感するが、すぐにはっと思い直し、

「……その自信はどこから来るのよっ？」

「んっ、お前らを信じてるからだけど」

「～～～～～っ！」

「お前はさ、まだ俺のことを信じ切れてないようだけど、俺はお前らのことを信じてるよ。本気で勝てると思ってる。だからさ、お前も騙だまされたと思って、俺の特訓についてきてくれねーか？　この特訓を経験することで、お前らはＢランク小隊と互ご角かくに渡わたり合うチカラを身につけることができるからさ」

「……わかったわ」

　ミソラが返事をするまでには間があった。様々な思考を巡めぐらせて逡しゆん巡じゆんしていたのだろう。カナタは裏切り者で、摑みどころがなく、正直胡う散さん臭くさい。だが──いざというとき身を挺ていしてまで庇かばってくれ、教官としては誠実であるという評価。

　口先だけではない。信じたことに命を懸かけるその姿勢。

　その一点が全すべての疑念に勝まさったのだ。

「相変わらずなに考えてるかわかんないけど、それでも……あたしもあんたを信じる」

　それだけ告げ、ミソラは再び食堂へ向かっていく。

　教官と教え子のはらはらするやり取りが終しゆう焉えんを迎むかえる。すると、一言も口を挟はさまないで見守っていたクロエが上じよう機き嫌げんに尋たずねる。

「ふふっ、一体どんな訓練を施してるの？」

　カナタの弁護や擁よう護ごをしなかったのは、ただ信しん頼らいしているから。

　信頼。たったそれだけの理由。

　それは、いまのミソラたちにはないもの。

「なんだか面白い特訓してるんだね」

「んっ、実際見たことねー奴がテキトーなこと言うんじゃねーよ」

「うん、見たことないよ」

　クロエが天使のような微笑ほほえみを零こぼす。

「でもね、カナタが施す特訓なら信じられるよ。普ふ通つうの訓練と比べて、どこか愉しそうだし」







　昼休み。レクティは校舎一階にある食堂へと足を運んでいた。

　本来ならばミソラやリコと一緒に机を囲んでランチするのだが、生あい憎にくとこの日はお弁当が入ったバスケットを忘れてきたのだ。同居しているミソラが「ならあたしのあげるわよ……」と、購こう買ばいで手に入れたサンドイッチを譲ゆずってくれそうになったのだが、遠えん慮りよ深ぶかいレクティは丁重にお断りした。

　ここ最近、ミソラは一目散に弁当にがっつくと、すぐに一人でどこかへ向かうのだ。

　小隊室に貌かおを出すのは、お昼休み終しゆう了りようのベルが鳴る直前になる。

　なら、無理に一緒に食べなくてもいいだろう。

　教室を出て階段を下り、レクティは一階の食堂へ向かった。

　そこには一度に数百人が食事できるよう幾いくつもの長机が整然と置かれており、談だん笑しようしながら食事を楽しむ学生たちで溢れ返っていた。

　配はい膳ぜんカウンターに並び注文した料理を受け取る学生たちの列を見つけるレクティ。

　だが、彼女はお財さい布ふと睨にらめっこするだけで列に並ぼうとはしない。

　そのとき、微かすかに鼻び腔こうをくすぐるいい匂におい。くんくん。くんくん。

　この食欲をそそる豊かな香りはなんだろう？

　カウンター向こうのそそる香りに誘われ、レクティは群がる学生の間を潜くぐり抜けていく。

　すると、聞き知った声がかかった。

「おっ、レクティじゃんか」

　カウンター向こうには、フロアマネージャーの如ごとく配膳風景を見守るカナタの姿。なぜか彼は十名程度のスタッフを従えていた。

「カ、カナタさんっ!?　そんなところで一体何やってるんですかっ!?」

「ああ、たまに後方支援科ロジステイクスに手伝い頼たのまれるんだよ。そんでなんにするよ、やっぱ今日のお勧すすめのビーフシチューセットか」

「あ、あのぅ……じつはそのぅ……あまりお金がなくて、安いものを……」

　レクティは申し訳なさそうにつんつんと両手人差し指の指先をくっつけ合わせる。

　それだけで、カナタは彼女の事情を全て汲くみ取ったようだ。

「そういうことか。ならさ、ちょっとこっち手伝ってけよ」

　関係者以外立ち入り禁止のバーを通り抜け、レクティは配膳カウンターの向こう側へ。さらにカナタに案内されるがまま進むと、厨ちゆう房ぼうの隣となりに備え付けられた休きゆう憩けい室を兼かねた、ロッカールームへと辿たどり着く。カナタはロッカーを開け、ハンガーにかけられた二つの衣い装しようをレクティへ見せた。

「ああ、ウェイトレスとコックのコスプレがあるけどどうする？」

「そ、それってコスプレじゃなくて……ほ、本物ですよねっ！」

　うーんと悩なやんだ末、彼女はウェイトレスを選せん択たくした。







「……た、たった十人でこれだけの学生を捌さばくんですかっ!?」

　フロアを埋うめ尽つくすほどの学生が一いつ斉せいにカウンターへ押し寄せてくる。たった十人でこれを処理するなんて……正気の沙さ汰たではないとレクティは思う。

　だが、カナタは違うらしい。

『たった』十人、ね。

　ここにいるのは、およそ半年間後方支援科ロジステイクスの手伝いをしていたとき、カナタが指導した厨房スタッフだ。彼らは山のように押し寄せる学生たちを混乱することなく捌き切っていた。

　ある者がキッチンの調理鍋なべからビーフシチューをよそい、またある者がパンとシーフードサラダを用意して、そしてまたある者がお盆ぼんの上にそれらをセットして、カウンター向こうの学生に提供する。

　注文を受けてから、ほんの十数秒の出来事だ。

「あわわわっ！　カ、カナタさんっ！　なんだかみなさん流れるように動いてますよっ！」

　経験豊富な空士の小隊が魔ま甲こう蟲ちゆうの群れをあしらうかの如く、厨房スタッフが無む駄だなく動き回る。

「それであのぅ……わたしはここでどうすればいいんですかっ！」

「んっ、それ着てるんだから言わなくてもわかるだろ」

「ム、ムリですっっっ！　わ、わたしじゃ絶対足を引っ張りますっ！」

「問題ねーよ。一度やってみて、勤つとまらないようだったら俺が声かけるし」

　カナタにぽんっと背中を押されるが、

「あ、あのぅ……」

　レクティが弱々しく口にする。キッチンの端はじっこで邪じや魔まにならないようにしながら、一いつ生しよう懸けん命めいトレイを運ぶウェイトレスたちを眺ながめるので精せい一いつ杯ぱいだ。何をすればいいかわからず、出だしから躓つまずいた。

　慣れない役割にどうすればいいかわからない。これでは昨日の特訓と同じだ。

「うぅ……。カ、カナタさぁ～～～んっっっ！」

　情けない声を出す。役に立てないのが悔くやしくて、ちょっとだけ涙なみだを流していたりする。

　すぐにカナタが助け船を出す。

「もうちょい周りをよく見てみろよ」

「ま、周り……ですかっ？」

「そ。困ったときはすこし視線をずらして、周りをよく見てみろ。お前にできることなんて限られてる。だからさ、いま自分にできることで、ここのスタッフのためになることはなんだよ？」

　言われるがまま、レクティは周りを見る。

　キッチンではコック六人が手て際ぎわよく盛りつけと調理をこなし、カウンターでは受けた注文をウェイトレスが素す早ばやくキッチンへと伝えていた。全員の動きに迷いがなく、とてもではないがレクティに真ま似ねできるレベルではない。

　でも、やるべきことはわかった。

　ぎゅっとスカートの裾すそを握にぎり締しめ、彼女は見よう見真似でカウンターに立つ。

「あ、あのぅ……ご注文は、な、なんにしますかっ!?」

　指先をつんつんしながら、今にも泣き出しそうな上うわ目め遣づかいになるレクティ。

　すごく可愛かわいかった。

　不慣れながらも、必死に頑がん張ばる彼女の様子は、人に決して悪印象を与あたえるものではない。お腹なかをすかせた学生たちは次々に注文していく。

　大急ぎでメモを取り、すぐにキッチンへと向かう。

「す、すみませんっ！　ビ、ビーフシチューをそ、そのぅ……」
















　慌あわてたレクティに声をかけられたウェイトレスが不ふ審しんげにこちらを見る。

「いえ、な、なんでもないですっ！」

　お、落ちつけ、わ、わたし……っ！

　忙いそがしそうにしているウェイトレスさんに注文を伝えても、邪じや険けんにされるだけだ。レクティはキッチンを覗のぞいた。

　すると六人いるコックの中の一人が、ビーフシチューの調理鍋の前で、配膳に専念しているのに気づいた。

「あ、あのぅ……ビーフシチュー一人前注文が入りましたっ！」

　上うわ擦ずった声で注文を告げ、料理がのったトレイを受け取ると、それを持って再びカウンターへ向かった。

　へっ、よく周りを見てるじゃんか。

　見守っていたカナタが、ふっと口の端はしをつり上げた。

　空士として鍛きたえ上げた観察眼のなせる業わざだろう。

　落ちつくことさえできれば、周りの誰だれが何をしているのか把は握あくできる。

　さて、あとはこれを特訓に応用できれば問題ねーんだけど……

　そんなことを考えながらレクティを見守る。しばらく経たち彼女は、こちらへとやってきてぺこりと頭を下げた。

「カ、カナタさんっ！　す、すみません。質問させて頂きたいことがありますっ！」

「ん、どうしたんだよ？」

「どうしてここの人たちは、こんなにてきぱき動けるんですかっ？」

「さーな。でもさ、厨房スタッフの目的は料理を素早く正確に提供することじゃん」

　一生懸命働くスタッフ陣じんへ、カナタは視線を移す。

「目的が同じ人間が集まって努力し続ければ、自然と結果が出るもんなんじゃねーの。こいつらだって周りを見ながら、自分にできることを精一杯してるだけなんだぜ」

　なんだろう。いますごく大事なことを言われたような……

　昨日の特訓で上う手まく成果を上げられずにいたレクティは、カナタの言葉の裏に、なにか別の意図が隠かくされているような気がしてならなかった。

　厨房スタッフは注文を受けつつ調理と盛り付けを行う。行列の流れが停てい滞たいすることなく処理されていく。

　そのとき、厨房スタッフの代表がカナタへと告げる。

「カナタさん、今日のピークはもう無事に過ぎましたんで、あとは俺たちに任せといてください」

「うん、じゃああとはよろしく頼むわ」

「「「「「お疲つかれさまでした───っっっっっっ！」」」」」

　手すきのスタッフ一同がカナタへ向かって深々と頭を上げる。

　一体この人何者なんだろう？

　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンでは裏切り者扱あつかいされてるし、学園浮ふ遊ゆう都市でも悪評が途と絶だえた例ためしがない。

　それなのに……後方支援科ロジステイクスでは妙みように敬意を払われているようだし。

「ほら好きな料理を選べよレクティ」

「えっ!?　で、でも今日わたし、まだこれといった手伝いしてないんですけど……」

　レクティがおどおどとスタッフ陣を見る。

　さきほどの代表が微笑ほほえんで言った。

「カナタさんの教え子なら、いつでも大だい歓かん迎げいです。なにかあったらお声がけください」

「い、いえいえ、そ、そのぅ……あ、ありがとうございますっ！　ではビーフシチューを……」

　彼女のテーブルの上には、食欲をそそるビーフシチュー。

　思わぬおこぼれに与あずかったレクティは、ほっぺたがとろけ落ちそうになるその味に大満足。にぱにぱ笑みを零こぼしながら、カナタと一いつ緒しよに昼食を摂とった。







《ミストガン》上空高度四〇〇〇。第三訓練空域。

　あろうことかこの日は、ミソラとリコの二人が前衛。最悪の組み合わせだった。

『う、うそっ！　あたしの攻こう撃げきがぜんぜん当たらないなんて……』

『……少しは引きつけてから狙ねらえ。だからキミは自宅を砲ほう撃げきするんだ』

『あのぅ、ミソラさんリコさんっ！　け、喧けん嘩かしないでくださいっ！』

『な、なによっ！　そういうあんたはどうなのっ！　どうせ慣れない前衛に戸と惑まどって……』

『ふっ、既すでに五体撃げき墜ついしたが。何か質問はあるか？』

『あ、あのぅミソラさんリコさん、き、聞いてますかっ!?　喧嘩はよくないですよっ！』

『（ぐぬぬぬぬぬっ！）はっ、リ、リコっ！　あんたの正面すぐ下に敵が……っ！』

『ふむ、たしかに敵がいるな。だが、ミソラに任せる』

『えっ……！　な、なんで一番近いあんたが射しや撃げきを浴びせないのよ……っ!?』

『ノルマはこなした。疲れるから、あとはキミがやれ』

『あ、あんたね～～～～～っ！』

『き、聞いてますか……っ!?　わ、わたしも一応いるんですけどっ！』

　後衛から見る前衛の二人の姿はあまりに心こころ許もとない。

　経験豊富なレクティの目には、なおさらそう映る。

　前衛の役割は、敵の注意を自分に引き付けるととともに、敵の数をがっつり削けずること。

　すなわち──斬きり込み隊長役だ。

　それなのにミソラときたら……手当たり次し第だいにやたらめったら砲撃するだけで、一向にアルケナル級飛翔標的ダミーバードに命中していない。

　ならばリコはというと……例の如ごとく最小限の動きだ。

　自分の法則ルールに従って狙そ撃げきを繰り出すため、ミソラと違ちがい攻撃に勢いはない。

　だが、要所要所を的確に捉とらえ、絶ぜつ妙みようなポイントに攻撃を浴びせる。

　結果を出しているリコさんはともかくとして、ミソラさんのあれは前衛の動きじゃないのに……

　レクティの眉まゆがチカラのない、しょんぼり八の字になる。

「んっ、どうかしたのかレクティ？」

　その仕草を見み逃のがさず、〈ホウキ〉に乗るカナタが尋たずねる。この日は、後衛から全体を見守っていた。

「そ、そのぅ……前衛って敵の数をがっつり削る斬り込み役なんです。それなのにお二人のやっていることがちょっと……」

「ふーん、そう思ったんだ」

　素っ気なく言い放つが、その貌かおがやけににやつく。

　へっ、レクティももうすぐ気づけるようだな。

「あのぅ、カナタさん」

「なんだよ？」

「なんだか後衛さんって……心細いんですね」

　へっ、いいことに気づくじゃんか……

「まーな。後衛ってのはさ、敵を後ろに抜ぬかせるわけにはいかねーポジションだろ。だからさ、前衛と中衛が信しん頼らいできてねーと心細いって感じちまうんだよ」

　後ろには、護まもるべき浮ふ遊ゆう都市。前衛と中衛にいる仲間が信頼できなかったら……などと考え、レクティはぞっとした。後衛リコさんっていつもこんな重圧プレツシヤーと向き合ってたんだ。

　後衛は主に防ぼう御ぎよとサポートを担当する。基本的に前だけを注意していればよく、戦せん闘とう空域全体をよく見み渡わたすことができるので、仲間の状じよう況きようを把握しやすい。

　ミソラの砲撃が安定していない。

　イライラしてて動きに無駄が多く、自身の高速移動が逆に狙撃の邪魔になっているのだ。

　リコの射撃はあまりやる気が感じられない。

　それでも気まぐれな射撃が、要所要所で相手の弱点を的確に突ついている。

　その結果として当然のことながら、前衛の凸でこ凹ぼこコンビの防衛線の所々に綻ほころびが生まれ、幾いくつもの飛翔標的ダミーバードが後衛空域へと進入しようとする。

　そんなときも、レクティはひたすら後衛というポジションについて考えていた。

　必死に考え抜いていた。

　もしかして、リコさんが弾たま数かずを抑おさえているのは、狙撃の正確さを追求するため？

　普ふ段だんは、勝手気ままに狙撃を繰り出しているような印象がある。でも、後衛としては一発一発が必中でないと後ろに抜かれ──浮遊都市が狙われてしまう。つまり、リコさんってじつは……

「んっ、このまま何もしなくていいのかレクティ？」

　はっとしたレクティが我に返る。

　散開しつつ眼めと鼻の先に迫せまった飛翔標的ダミーバードを見やり、思わず口を開いた。

「あ、あのぅ……カナタさんっ！　きゅ、休きゆう憩けい入れてもらってもいいですかっ？」

　ただ休みたいだけのお願いでないことは、その碧へき眼がんの奥から覗く意思の光を見ればわかる。

　へー、なんか考えがあるみてーだな。

　教え子が何やら面おも白しろいことをやろうとしているというのに、それを尋ね咎とがめるほどカナタは野や暮ぼな教官ではなかった。







　休憩時間中。訓練グラウンドを囲う森。

　木こ漏もれ日が降り注ぐ深緑の中。

「あ、あのっ！　ミソラさんっ！」

「……な、なによっ？」

　思うように成果を上げることができず、どんよりと沈しずんでいるミソラ。

　なにせリコの隣となりで同じ前衛をやっている彼女はまじまじと狙撃術の違いを見せつけられていた。正直、無力な自分が悔くやしく、恥はずかしく、そして──情けない。

　全力で挑いどんでいるからこそ、己おのれの不ふ甲が斐いなさに嫌いや気けがさす。

　これが手て抜ぬきであれば、まだ全力を出していないだけだと言い訳も立つのだが。

　木の枝で地面を突つつきながら、ため息を吐つく。

　ミソラさんでも落ち込むことがあるんだ、とレクティが意外な側面を発見した。

　そして落ち込んだ人を励はげますには、と思考を巡めぐらせつつ、元気一いつ杯ぱいに声をかけてみる。

「ミソラさんって、すごいですね」

「……なにがすごいのよ？」

「あんなに激しい飛行を継けい続ぞくしながら、魔ま砲ほうを繰り出し続けるなんて、わたしには到とう底ていまねできません」

「……………………」

「だから、ミソラさんはすごいんです。正直、羨うらやましいって思いました」

　うじうじと土いじりをしていたミソラの手がピタッと止まった。

「ホ、ホントに羨ましいって思ってるの？」

「ええ……」

　僅わずかな間。ミソラがすっと起き上がる。

「ね、ねえ……レクティ、あたしってホントにすごいのかな？」

　チカラのない笑みを浮うかべ、弱々しく問うた。

　飼い主に捨てられた子犬のような弱々しい表情だった。

　ミソラだって……いや、ミソラだからこそ不安で不安でたまらないのだ。

「ミソラさんの飛行魔術は一級品です。魔力量も込みで、わたしは尊敬しています」

　口から咄とつ嗟さに出たが、口下手なレクティだけに、その言葉は真実でもある。

　こんな状況で機転を利きかせて、噓うそをつくことができるほど器用ではないのだ。

　そのことはすぐにわかった。

「なんだかレクティに言われるとすごくうれしいわ……！　あたしも飛行魔術には自信があるのよね。リコには狙撃術を小こ馬ば鹿かにされてばっかりだけど……」

「そ、それでですねミソラさんっ！　じ、じつは……次の演習でミソラさんが活かつ躍やくする方法があるんです。あのですね……」

　そんな切り口で、レクティは後衛からじっと観察してて気づいたことを告げる。

　多数の敵が一度に向かってきたらどう攻撃したらよいか、適切な砲撃のタイミング、どうすれば中衛と後衛が都市を護りやすくなるか……そこには前衛経験が豊富なレクティの凝ぎよう縮しゆくされたノウハウが詰つめ込まれていた。

「えっ!?　そうだったの……っ!?」

「は、はいっ！　そのぅ……出過ぎたことを言ってごめんなさい」

「べつにレクティが謝ることじゃないわよ……。あたしの方こそ、動きが大ざっぱでごめんね。次から気をつけるわ。今後も気づいたことがあったら、なんでも教えてちょうだいね」

　最後はミソラに微笑ほほえまれたせいか、レクティも自然とにぱにぱ笑みを浮かべていた。

　そのあと二人一緒に、グラウンド近くのベンチで休むカナタたちのもとへ戻もどる。

　そういえば、わたしはどうしてミソラさんとリコさんの違いに気づいたんだろう？

　食堂でのアルバイトが脳のう裏りを過よぎった。

　あれだ、あのとき周りを見て動くことを意識することができたから……

　周囲に気を配った結果、仲間の動きが気になったのだ。

　だが、カナタとのアルバイトはきっかけを摑つかむ足がかりに過ぎない。特訓の条件は昨日と同じはず……

　そういえば、今まで前ばっかり見てた。前衛だったから。

　目の前を飛び交かう相手ばかりに気を取られ、後ろを見る暇ひまがなかった。

　それでいいと思ってて、ミソラさんとリコさんにまで気が回っていなかった。

　はっと閃ひらめき、彼女はおもむろにリコのもとへ歩み寄った。

「そのぅ……リ、リコさんっ！」

「どうしたんだレクティ？」

「後衛さんってすごい難しいポジションなんですねっ！　後ろから周りの動きを見み極きわめるって大変だってことがよくわかりましたっ！」

「ふっ、よくわかったな。さすがレクティだ。……もっともアホなミソラにはそれがわからないようだがな」







　それから不思議と特訓が上う手まくいくようになった。

　コンパクトに動き回ることでミソラの射撃精度も上がった。それもさることながら、まるでお互たがいに通じ合っているかの如く、リコがレクティのために一ひと肌はだ脱ぬぎ、巧たくみな火線を敷しいてくれたお陰かげである。

　やっぱりそうだ。こういうことなんだ。急に機能し始めた前衛二人を眺ながめ、レクティは安心感を覚える。小隊が強くなるためにはたぶんこういうことが必要なんだ──

　後衛空域に進入してくる敵は数体が纏まとまった集団。それも彼女の正面にくるように調整されている。

　お陰でレクティは、イメージ通りに敵を撃げき墜ついすることができた。

『リ、リコさんっ！　あ、ありがとうございますっ！』

『さあな。なんのことだかさっぱり見当がつかないぞ』

　後衛のレクティから、前衛のリコへ御お礼れいの言葉が贈おくられる。

「へー、レクティもさ、この特訓の意図わかったみたいじゃんか」

　なでなでなでなで。

　カナタはレクティの前まえ髪がみをくしゃくしゃになるまで撫なでてやる。

「は、はいっ！　あ、あのぅ……カ、カカカ、カナタさんっ！」

　貌かおを真っ赤にして、レクティが恥ずかしそうな上うわ目め遣づかいで見上げてくる。

「ああ、よくやったな。合格だ、レクティ」







　特訓二日目も合格をもらえなかったミソラが、とぼとぼと負け犬の哀あい愁しゆうを漂ただよわせながら歩く。カナタはミソラたち三人と一いつ緒しよに下校していた。連続傷害犯を警けい戒かいしてのことだ。後ろではリコとレクティが和なごやかな談だん笑しようを、隣ではミソラがチカラなく俯うつむいている。

「はあー……、あたしに一体何を求めて──ひゃうんっ！」

　いきなり口に捻ねじ込まれたものは、ひんやりと冷たくて──舐なめてみると目の前の悩なやみ事なんて一いつ瞬しゆん忘れてしまうほど、ほんのりと包み込むような優やさしい甘さが広がった。

　思わずソフトクリームをぺろぺろと舌を出して舐なめる。あ……っ！　ふっと引かれたソフトクリームはそのまま持ち主──カナタの口へと運ばれた。

「そんなに頭使って悩むなよ。お前さ、もうちょっと肩かたのチカラを抜いてみたほうがいいんじゃねーの」

「……それも特訓で合格するために大事なことなの？」

「さーな。でも案外答えってのは、すごく身近なところに転がってるかもしれないぜ」

「身近な……とこ？」

「ああ、すっげー身近だよ。近すぎて気づかないくらいな」

　カナタは商店街でも人気のアイスクリーム屋台で、リコ、レクティにも同じものを買い与あたえていた。

「ふむ、悪くはないな。使っているミルクが上質なのだろう」

「そうですね。でも、あ、あのぅ……カナタさん、本当に御ご馳ち走そうになっていいんですかっ？」

「まーな。俺はお前らのことを応おう援えんすることしかできねーし、これぐらいのことはいつでもしてやるよ」

　そう言って、ぺろっとソフトクリームを口にする。

　あ、あたしの……っ！　ミソラの分をカナタが口にしていることに気づくが、貌が真っ赤に染まり指し摘てきできずにいた──カナタと自分が間接キスしてることを。

「ん、どうかしたのかミソラ」

「な、なんでもないわよ……っ！」

　まさかリコやレクティの前で指摘するわけにもいかないし……

　両手で自分の頰ほおを押しつぶすかのようにして苦く悩のうしているミソラに、カナタはわけがわからず首を捻ひねるだけだった。

「そういやさ、オマケ貰もらったんだけどほしい奴やついる？」

　そんな彼の手に握にぎられていたのは、大型の乳牛であるメリルに羽を生やした、マスコットキーホルダーだ。

「なに？　そのメリルに羽を生やしたファンシーな生き物……？」

「わたしは実在しない生物に興味はないんだ。それにそれは美しくない」

「しょ、正直……そのぅ……かわいくないです。そのマスコットさん」

「ふーん、やっぱかわいくねーよなこれ」

　あまりの不評ぶりに捌さばき切れなかった不良在庫が、オマケとして配られていたのだ。

「悪くない味のソフトクリームだが、アイスクリームもそうなのか？」

『悪くない』は、リコにしては誉め言葉だ。

「いや。ここの屋台ってさ、アイスクリーム屋だけどソフトクリームがおいしいんだよ。俺も訓練帰りにちょくちょく昔の仲間にせがまれて通ってたんだぜ。一番人気も厳選素材で作ったシュークリームなんだけど、すっげー人気で滅めつ多たに買えねーんだよな」

　どこか懐なつかしそうにカナタが口にする。その横顔を見たミソラが、切なそうにきゅっと下した唇くちびるを嚙かんだ。

　急にカナタが遠くに思えたのだ。昔そこには、自分が全く知らない彼の姿がある。そして昨日喫きつ茶さ店てんで、彼に執しゆう着ちやくしていたあのユーリの姿も──

「わたしはべつにカナタ先せん輩ぱいのこと、仲間だなんて思ったことはありません」

　きっぱりと否定する声。振ふり向いたカナタが制服姿のユーリを見つけた。

「おっ、ユーリじゃん」

「馴なれ馴れしく呼ばないでください」

「お前鞄かばんはどうしたんだよ？　帰る途中なんじゃねーの？」

「少しおやつを買いに寄っただけです。裏切り者のカナタ先輩と違ちがって、わたしはちゃんと毎日訓練してますから」

　教官初日から残って自主練れん、ね。こりゃ帰りは大分遅おそくなりそうだな。連続傷害事件を思い出し、カナタの眼がどこか険しくなる。

　ユーリはカナタたちへ背を向け、屋台で会計を済ませようとした。ここのソフトクリームは大好物なので奮発していつも二個買いだ。少し大人びたベージュ色の財さい布ふを上うわ着ぎのポケットから取り出す。それから中身をあらため、表情が凍こおりつく。

　お金がない。昨日の喫茶店で、今月分のお小こ遣づかい全部を払はらってしまっていた。

「あのユーリさん、代金は？」

「えっ！　い、いえ……え、えーっと!?」

　困った貌をする経済経営科エコノミツクの店主と、動どう揺ようするユーリ。

「ったく、しょうがねーなー。ほら、ここは俺が奢おごってやるよ」

　有う無むを言わせずカナタが懐から財布を取り出し、素す早ばやく勘かん定じようを済ませ、購こう入にゆうしたソフトクリームを受け取った。

「だ、誰だれも奢ってほしいなんて頼たのんでませんっ！」

　ユーリは決してカナタからの贈り物を受け取らないだろう。古風な言い方だが、お前の施ほどこしは受けん、という態度を取っている。だからいま、カナタの手は二つとも埋うまっており、両方の手に巻き紙のついたコーンが握られていた。

「ならさ、俺間違って二個買ったんだけど、誰か食べてくれる？」

「そ、そんな簡単な手にひっかかるほど、子供じゃないですっ！」

「そっか。じゃあこれは俺と、もう一つは教え子にあーげよっと。だ・れ・に・し・よ・う・か・なっと……」

　気き迫はくで女の子の食欲を押し殺そうとするユーリ。だが、カナタの巧みな焦じらし方に、思わずそのコーンの行ゆく方えを追ってしまう。一つのコーンはカナタが。もう一つのほうはというと、

「んー。決めた。やっぱここは……」

　ごくり。さっき数口舐めただけのミソラが、ここはあたしよねっ！　と期待した表情を浮うかべるのだが、

「えっ!?　わ、わたし……ですかっ!?」

　与えられたのは、きょとんとした貌のレクティだった。ソフトクリームを受け取って僅わずかに逡しゆん巡じゆんしたレクティは、おもむろにユーリのところへ歩み寄ると、

「そ、そのぅ……ユ、ユーリさん。これ受け取ってもらえませんか」

　せっかく貰ったソフトクリームをユーリへと手て渡わたそうとする。

　名も知らぬ金きん髪ぱつの少女が、大好きなおやつを恵めぐんでくれようとする。ユーリだってほんとは食べたい。それもすごくすごく食べたい。

　でもダメだ。強きよう靭じんな精神力で彼女は自制する。だってこれは、あの裏切り者のカナタ先輩が買ったものではないか。

「う、受け取れるわけないでしょうっ！　それはあなたのじゃないですかっ！」

　馬ば鹿かにしているのかと怒ど鳴なり散らすかのように、ユーリはレクティの厚こう意いを払い退のけた。

「うぅ……。そ、そのぅ……ご、ごめんなさいっ！（ぐすんっ）」

「うわー、上級生が下級生をいじめてる。ユーリ、お前特務小隊ロイヤルガードのくせに、いじめなんてしていいと思ってるわけ？」

　声こわ高だかに批判するカナタ。誇こ張ちようしながら大声を出したため、商店街の通行人が七、八人ほどこちらを振り向いた。

　焦あせったユーリがムキになって主張する。

「い、いじめてなんていませんっ！　この子が勝手に瞳ひとみをうるませているだけですっ！」

「でもさー、レクティがさっきお前にソフトクリームあげようとしたら、お前、レクティ怒鳴りつけてたじゃん。どう考えてもそれが原因だろ」

　思ってもみなかった敵意を向けられたのが余よ程ほどショックだったのだろう。

　もとより人見知りなレクティは、瞳をうるうるさせ、鼻をぐすぐすいわせていた。いまにも泣きだしそうな様子だ。

「……わかりましたよ。これをわたしが受け取ればいいんでしょう。先程はその……すみませんでした。つい声を荒あらげてしまいました」

　しぶしぶソフトクリームを受け取るユーリ。だが、レクティの表情は依い然ぜんとして冴さえないままだ。せっかくの厚意を無む碍げにされ、怒鳴られたためだ。

「ユーリ、まだ声が硬かたいぞ。レクティが怖こわがってる」

「……その、おいしいです。ありがとう」

　一口ソフトクリームを舐めたあと、ユーリが不器用な笑えみを零こぼしてみせた。レクティも僅かだが、つられるように笑顔を見せる。

「ま、こんなもんか」

「……煽あおっといてなにが『こんなもんか』ですかっ！　失礼しますっ！」

　カチンときたユーリが足早に去ろうとする。だが、すぐ後ろに自分を尾つけて来る者の気配。振り向くとカナタが自分の後に続いていた。

「ど、どうしてついてくるんですかっ！」

「さーな。なんとなく俺も学校で溜たまった事務仕事でも処理したいと思ったんだよ」

　ミソラたちには寄り道せずに帰るように告げつつ、カナタはしれっとした様子でユーリのあとを歩き続けた。




　　　　＊＊＊




「こんな時間まで付き合うなんてどういうつもりですか」

　自主練習のあと、ユーリはカナタとともに学校から寮りようへと戻もどる。

　こんな夜遅おそくに、この道を一緒に帰るのはどれほどぶりだろう。訓練後に仲良く帰った日々を懐かしく思うとともに、あの頃ころの自分にはもう戻れないとも思う。

「書類仕事がたまたま早く終わったからな。あまった時間使って見てた」

　いつの間にかカナタは、ユーリの後ろではなく、隣となりを歩いていた。

　冷ややかな貌かおのユーリが皮肉を述べる。

「裏切り者って、ずいぶんとお暇ひまなんですね」

　カナタは気にする素そ振ぶりもなく尋たずねた。

「……そういや、なんでお前魔ま剣けん使ってるんだよ？」

「なんです！　わたしが魔剣を使用したらなにか問題でもあるんですか！」

「さーな。でも、確かく認にんしておきたいことがある」

　カナタの眼めが鋭するどい輝かがやきを発する。

「魔ま槍そうを握らねーのは、俺が魔剣士から魔槍士へコンバートさせたからか？」

「……………………」

「やっぱそうか。ま、いいけどさ」

　突き離されたように、ユーリは感じた。あまりにそっけない対応。さすがに呆あきれられたかもしれない。

　沈黙したのは、カナタの指摘が図星だからだ。

　魔槍士としての自分が強いのは、自分でもよくわかっている。だが、魔槍は使いたくないのだ。魔槍を手に取ったきっかけも魔槍戦技も、全すべてにカナタが関かかわっていたから……

「含ふくみのある言い方ですね。文句があるなら言ったらどうですっ！」

「文句はねーよ。お前はもともと魔剣士だったしな」

　自主練するユーリの姿を思い出しながら、

「でもさ、一度染み付いたくせってのはそう簡単に抜ぬけないんだぜ。俺がお前を魔槍士にさせた理由覚えてるかよ？」

「この前の遭そう遇ぐう戦では、魔剣で戦い抜きました。問題ありません」

　きっぱりと言い放つ。前回の戦いでは、魔剣士としてユーリは戦い抜いた。

　カナタと違い、負傷することなく、だ。

「へっ、お前のそういうとこ本当に頑がん固こだよな」

「が、頑固とはなんですっ！　馬ば鹿かにしてるんですかっ！」

「馬鹿になんかしてねーよ。お前は常に一いち途ずに努力し続けてきたからこそ、いまの戦せん闘とうスキルがある。魔槍術には及およばねーけど、魔剣術もなかなかのもんだったぜ」

　欠点もそのまま残ってるけどな……。際きわどいところで、カナタはその言葉をどうにか口にせず吞のみ込む。

　いまカナタが指し摘てきしたところで、彼女が欠点を認めるとは思えなかった。

「当たり前です！　ただ腑ふ抜ぬけているだけのカナタ先輩とは違いますから！」

「にしてもお前、昔っから戦闘スキルの習得が上手だったよな。俺が指導するにしても、あまり手を焼くことなかったし」

　ユーリが入隊して以来、彼女に指導を施していたのは、同じ前衛だったカナタだ。そもそも彼の心意気に魅みせられて入隊したユーリは、カナタのことを誰よりも尊敬していた。

　だから、その憧あこがれだったカナタに手放しで褒ほめられて、正直悪い気はしなかった。

　昔の彼女なら感極きわまって落らく涙るいしていたかもしれない。

　だが、いまはそういう間あいだ柄がらではない。

　この人は裏切り者なんだ。ユーリは自分に言い聞かせた。そうして戒いましめておかないと、錯さつ覚かくに吞み込まれそうになる。

　過ぎ去ったあの頃の時間を取り戻すことはできないというのに……

「あっ！　そういやあったな。俺が個人的にお前に教えたこと」

　ぽんっと手を叩たたいた。

「覚えてるかユーリ。技術的なことじゃなくて、空士としての心構えマインドセツトなんだけど」

「……どんなときも決して諦あきらめるな」

　つぶやくようにユーリが言った。

「そ。それが大事。それさえちゃんとできりゃ俺がいなくても、お前は充じゆう分ぶん強くなれるよ。そんで立派な空士になれる」

　浮ふ遊ゆう都市の守護者として空に上がる以上、いつ墜おちるともしれない。

　いつ還かえって来られなくなるともしれないのが、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生の運命さだめだ。

　初めての実戦出しゆつ撃げき以来、ユーリはよくない夢を見るようになった。

　悪夢とでもいうのだろう。空に上がったまま、還って来られなかった友人や知人の夢だ。魔ま甲こう蟲ちゆうに殺されてしまった人々の記き憶おくを忘れない──忘れることができない人種であるウィザードは同族の死を悼いたむことができる。

　そして同族の死に苛さいなまれることになる。

　なぜあのとき自分は助けることができなかったのかと……

　助けるのを諦めたつもりはなくとも、救えなかった命だってある。

　救えなかったことを悔くやみ、自分の無力さに苛まれることだって何度もあった。

「なあユーリ。チカラを持つ者が負う責任っていう言葉がある。大いなるチカラには、大いなる責任があるんだ。強いってことは孤こ独どくと隣となり合あわせだけどさ、俺がいなくなったって、お前はちゃんと『空士の回かい廊ろう』を歩いていけるよな」

　どんな強きよう者しやでもやりきれないことがある。それは生き残った者が背負う責任。義務とでもいうのだろうか。

　墜ちてしまった空士のことを忘れないということだ。

　強ければ強いだけ喪そう失しつ感や孤独感に苛まれることになる。それが原因で心を病やみ、命を絶ってしまう空士だっている。

　だが、それは『空士の回廊』から逃にげ出すということだ。

　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生は、人々の死を背負い続け、なお戦い続けなければならない。

　無む辜この市民を護まもるために。

「……どうしてそんなことを言うんですか？」

「さーな。ただなんとなくだよ」

　素っ気なく言ってのけるカナタを横目に見ながら、ユーリは内心首を傾かしげた。

　昔からそうだったが、カナタが考えていることはさっぱりわからない。やること為なすこと常人の理解の及ばぬ非常識なことばかり。

　はっきり言ってこの人やる気ないんじゃないか、と感じたことは何度もある。なにせ同じポジションの先せん輩ぱい後こう輩はいの関係だったのだ。

　例えば、入隊して最初の特訓のことだ。

　当時はまだカナタのことを尊敬していたユーリは、カナタの前で緊きん張ちようのためかちんこちんに固まり、思いの丈たけを上う手まく口にできなかった。そんなユーリに対し、カナタはなぜか男装するように指示した。

　尊敬するカナタの指示だからと、当時はいまより従順だったユーリは男装し、カナタの隣を歩く謎なぞの美少年として一いち躍やく有名人に。当初は尊敬するカナタの隣を歩くことにも緊張していたユーリ。だがそんなことより、周りから男色扱あつかいされることばかり気になるようになり、いつの間にかカナタの隣を歩くことが気にならなくなった。

　かつての特訓を思い出しながら、ユーリはふと思う。

　そういえばカナタ先輩とやることって、無茶苦茶に見えて一いつ貫かん性があるような……

「なんでわざわざわたしの訓練を見て、お節せつ介かいを焼くのか訊きいてるんですけど」

「さーな。でもお前は俺の大事なさ──」

「大事な何なんですか？」

「大事な──」

　風の悪戯いたずらとでもいうのだろうか。ちょうどそのとき一陣じんの突風が吹ふき、続くカナタの言葉を聞き取ることができなかった。

「ねえカナタ先輩。さっきの言葉の続き……」

　言いかけたユーリは異変に気づき、途端に歩みを止めた。

「えっ……っ！　──う、うそっ！」

「落ちつけよ。ただローブで全身をすっぽり覆おおう特とく殊しゆな趣しゆ味みの持ち主なだけだろ」

　二人の目の前には、例の黒魔術士の格好をした者の姿があった。

　気づくと周囲に人の気配がなくなっている。察するに、先さき程ほど吹いた一陣の風は飛行魔術の応用──転成技か、もしくは風を利用した人ひと払ばらいの術式なのだろう。

　それも、ウィザードに通用する強力なものだ。

「へえ、まさか相手が二人とはね。僕はユーリに会いたかったんだけど」

「やれやれ、仕方ねーなー。ユーリ、ここは俺が……」

「カナタ先輩のお手を煩わずらわせるわけにはいきません。ここはわたしがやります。先輩は手を出さないでください」

　言った直後、ユーリが一歩前に出る。彼女が右手をかざすと、何もない空間から諸もろ刃はの魔剣が出現。それを手に、ユーリが中段に構えた。

「この人が用があるのはわたしです。なら、わたしが倒たおします。それに、こんな素人しろうとに負けるような間ま抜ぬけじゃありません」

　カナタは黒ずくめの相手を注視する。

　相手はまるでステッキでも持つかのように、片手で魔剣を構えていた。

　魔剣の構えは拙つたなく、身に纏まとう雰ふん囲い気きは覇は気きにかける。この黒ずくめからは気負いが感じられない。むしろ、戯たわむれのような軽けい薄はくささえ覚えてしまう。

　対するはあの特務小隊ロイヤルガードのユーリ・フロストルだというのに……

「かかって来ないんですか。それならこっちから行きますよ」

　一いつ瞬しゆんで決着をつけてやる。

　ユーリでなくとも、ある程度の実力者になればそう判断することだろう。

　だが、カナタは脳のう裏りに引っかかるものを感じた。その奇き妙みような感覚を手た繰ぐり寄せていったとき、ようやく違い和わ感の正体に気づく。

　この男には実力が上の者に対たい峙じする際に、本来抱いだくべきはずの脅おびえ、緊張といった要素がまるで見て取れないのだ。

「ユーリ、油断するなっ！」

　注意を喚かん起きするカナタ。だが、ときすでに遅おそかった。

「え……っ！」

　そんな間抜けな声を上げたのは、斬きりかかったユーリだ。

　必殺必中と確信した刃やいばが、空を切った。

「くっ！」

　すぐ左ひだり隣どなりに存在の気配。コンパクトな横よこ薙なぎですぐさま迎げい撃げき。

　だが、動きを見切っているかの如ごとく、黒ずくめはあっさりと身を翻ひるがえす。

「あまりに遅いんで居い眠ねむりするところだったよ」

　わざとらしく欠伸あくびをする仕草を見せたあと、今度は黒ずくめが逆撃。

　一瞬のうちに間合いを詰め、剣けん戟げきを繰くり出す。

　懐ふところに入られることを嫌いやがり、大きく後方へ跳ちよう躍やくするユーリ。

　いや、そこはそんな簡単に下がるべきじゃねーだろ。

　見守っていたカナタが思う。

　ユーリは鍔つば迫ぜり合いが嫌きらいなのだ。吐息が触れる距離で相手と刃を合わせることに、著いちじるしい圧迫感を覚えるという。

　相手に内うち懐ぶところへ入られると、後方に跳躍する癖くせがある。それ自体は安全余よ裕ゆう率の観点から決して悪い癖ではないが、鍔迫り合いが苦手というのは、魔ま剣けん士しとしては欠点だ。

　そこには刃で押し合う以上に、想おもいの押し合いが存在するのだ。

　絶対に負けない覚かく悟ご。相手を自分のものにする覚悟。

　スキルだけではない。物理的威い力りよくを伴ともなわない気持ちさえも、戦闘に大きく影えい響きようする。

「ああ、どうして僕の愛を受け入れてくれないんだよ」

　本来ならば、これで状じよう況きようを整理する時間が稼かせげるはずだった。

　だが、まだ跳躍中だというのに目の前には上段に魔剣を構えた黒ずくめの姿。

「…………っ！　こうも簡単に間合いを……」

　慌あわてたユーリが魔剣を盾たて代わりに構える。一撃、二撃──まるで破は城じよう槌ついでも叩きつけられたかのような衝しよう撃げきが伝わり、腕うで全体が痺しびれる。

　大きく振ふりかぶった三撃目は耐たえきれず、剣勢に圧あつ倒とうされた。そのまま彼女は地面に叩きつけられる。

「…………ちっ！」

　衝撃。一瞬で搾しぼり出される肺の空気。全身がじんじんと痛みを発する。剣を杖つえ代わりにし、どうにか彼女は起き上がる。

「へえー、さすがに一撃じゃ沈しずまないか」

　愉しげな響ひびきの声。

　フードで隠かくれて表情を窺うかがい知ることはできない。だが、この状況に喜びを見み出いだしていることだけはユーリにもわかった。

「ふふっ。まだ気絶しちゃダメだよ、僕の愛するユーリ。こんなところで気絶されちゃ、僕の愛を受け入れてもらえないからね」

「ふざけているんですか、わたしはあなたみたいな人は知りません！」

　次の瞬間には、相手の姿が視界から消えていた。

　どこだ、どこから来るっ！

　不安げに気配を探さぐるユーリ。右か、左か。それとも上からか。

「後ろだっ！」

　聞き慣れた声がして、ユーリが首をひねる。そこには、背後から斬りかかろうとする黒ずくめの姿。右手に持つ魔剣の手首を素す早ばやく切り返す。逆手に持ち替かえ、ユーリはそのまま後ろへと突つき技わざを繰り出す。

　相手の剣腹に命中。弾はじかれた黒ずくめの魔剣がくるくると宙を舞まい、地面に突き刺ささった。

「言われなくたってわかってます！　余計な口出しをしないでくださいっ！」

　あろうことかユーリがカナタを見やる。戦せん闘とう中にもかかわらずだ。

　カナタは思わず叫さけんでいた。

「なに戦闘中にこっちを見てるんだっ！　前を向くんだよっ！」

「くっ……」

「じゃあ、こういうのはどうだい？」

　黒ずくめが剣を手放した腕を、横薙ぎに振り払はらった瞬間のことだ。

　ひゅんっ！

　甲かん高だかい風切り音。

　何かが吹き抜ぬけた感覚とともに、ユーリの濃のう紺こん色の髪かみがぱらぱらと落ちる。さらに、後方に位置した商店のシャッターが、紙でも破くかのように破は壊かいされた。

「……カ、カマイタチっ!?」

　飛行魔術の上級転成技のひとつ。

　虚きよを突かれながら、目の前の相手に集中しようとするユーリ。カナタが見ている前で、無ぶ様ざまな戦いはできない。

　夜よ闇やみにまぎれた、殺人突とつ風ぷうを回かい避ひするのは至し難なんの業わざだ。一撃、二撃──。

　ユーリが魔剣で薙なぎ払う都つ度ど、炸さく裂れつした圧縮大気がカナタの頰ほおを打つ。

　黒ずくめの放つ不可視の刃を経験と直感で感じ取り、相そう殺さいしているのだ。

　風を薙ぐ音と、チカラの気配だけを感じ取る。次にカマイタチの来る場所を割り出し、ここぞというタイミングでの魔力斬ざん撃げき。

　常人には絶対不可能の剣けん技ぎ。

　ユーリもまた特務小隊ロイヤルガードの名に恥はじない実力者であった。

　だが、ここで限界を迎むかえる。続く三撃目のカマイタチの対処に手が回らない。

　ま、まずいっ！

　そんな考えが彼女の脳のう裏りを過よぎったとき、視界一いつ杯ぱいに見慣れた男の後ろ姿が広がる。その男は左手にしたダガーで、当たり前のように不可視の刃を斬り散らしてみせた。

「手を出さないでと言ったはずです！」

「……いま俺が手を出さなきゃ、お前は死んでたところだ」

　怒いかりを押し殺すようにして声を絞しぼり出すカナタ。何も言い返すことができず、ユーリは言葉に詰つまった。

　そんな彼女とは対照的に、高こう揚よう感に充みち溢あふれる声が響き渡わたる。

「あははは、もう少しでユーリを僕のものにすることができたのに、よくも邪じや魔ましてくれたね。……このツケは大きいよ」

　明確な敵意がカナタへ。

　黒ずくめはすぐさま両手を横薙ぎにカマイタチを連射。カナタは機械的な動作で、それら全すべてを正確に切断する。

　一度たりとて油断することも隙すきを作ることもない。決して揺ゆらぐことのない鉄てつ壁ぺきの如く、カナタは放たれる突風をダガーで斬り砕くだく。

　かつて《黒クのロ剣ノ聖ス》と呼ばれた空士の姿がそこにあった。

「ふーん、どうやら見切れるみたいだね」

　同じことの繰り返しに飽あきたのか、黒ずくめの男は地面に突き刺さった魔剣を抜くや否いなや、姿を消した。

　一瞬で消えたと錯さつ覚かくする高速移動。

　初見では、カナタも危なかったかもしれない。だが、そのようなことができることを先に見ていれば、どうということはない。

　ゆっくりとカナタは首の後ろへダガーの刃を向けた。次の瞬間、真後ろから頸けい椎ついを狙ねらって放たれた剣戟をダガーが防いだ。

　まるでその部位が狙われるのを予期していたような……

「ふんっ、たまたま一度動きを見切れたぐらいで」

　再び黒ずくめの姿が再び消える。周囲のアスファルトのあちこちから、ゴムの焦こげた臭においがする。靴くつに使われている素材か。周囲の路面には摩ま擦さつ痕こんが生じていることだろう。

「たしかにお前の動きは速はえーよ。しかも夜闇に紛まぎれれば、ユーリでも動きが捉とらえきれない」

　周囲の至るところから、湧わき立つかのような敵意。

　直視することができない敵に襲おそわれながらも、カナタの姿には微み塵じんも動どう揺ようが見られない。

　意表を突き、正面上方から迫せまり来る斬撃。それをカナタはわかりきっていたかのように受け止める。

　黒いフードの奥に隠された瞳ひとみを、カナタが睨にらみ据すえた。

「でも、動きはてんで素人だ。だから勝てない」

「く、くそっ！」

　やけになった黒ずくめが常人には認にん識しき不可能な速さで、カナタの四方八方から襲いかかる。全方向からの斬撃が襲いかかる。

　しかし、カナタの呼吸に乱れはない。攻せめ急ぐ黒ずくめの斬撃に合わせて、ダガーを持つ左上じよう腕わん部ぶから先だけが高速で動き、全てを防ぎ切る。

　まるで児じ戯ぎに等しいが如く。

「お前は勝てねーんだよ。俺は歳月とともに必死になってスキルを磨みがいてきたんだ。一人の人間が命を懸かけて努力し続けた証あかしが、素人しろうとに毛が生えたくらいのスキルに負けるわけねーだろ」

　相手の動きを見切り、躱かわしざまに逆さか手てに持ったダガーで斬り上げる。

「…………ぐっ！」

　黒ずくめが魔剣を取り落とし、傷いためた右腕を押さえながら跳躍し、間合いを取る。

「わりーけど、右腕の腱けんを切断した。いまのお前じゃ、もうまともに剣は握にぎれないぜ」

「……そうみたいだね。でも、まだまだこの程度じゃ……──」

　そんなときだった。

　黒ずくめの右腕が痙けい攣れんし始める。痛みでも、疲ひ労ろうによるものでもない。何か独立した生物でも取り憑ついているかの如く、右腕が勝手に暴れ出す。

「ちっ、限界か。まあいい。今日のところはこの辺にしておいてあげるよ」

　左手で痙攣する右腕を無理矢理に黙だまらせて、黒ずくめの男は逃とう走そうを図はかる。身構えるカナタの脇わきをすり抜けると、後方に控ひかえていたユーリが立ちはだかった。

「逃のがしません！」

　ユーリが斬きりかかるが、ローブを浅く切り裂くだけに留とどまる。黒ずくめは躱しざまに、彼女の顎あごを摑つかみ上げ、貌かおをぐっと近づける。

「もうすぐ愛してあげるから、待っていてね」

　謎なぞの襲しゆう撃げき者しやからの告白プロポーズ。同時に、意識を刈かり取ろうと、ユーリの脇腹に拳こぶしをめり込ませる。

　それをどうにか堪こらえ、ユーリは気力を振り絞って魔ま剣けんを振るう。が、あっさりと躱してのけた黒ずくめは、化物じみた跳躍力で建物の屋上伝いにどこかへと逃にげ去っていく。

　黒ずくめの姿が見えなくなったのを確認してから、カナタはユーリへと駆かけ寄った。

「おいユーリ。しっかりしろ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　だ、大丈夫です！　と返事をしたつもりなのだが、体は思うように動かない。

　重い瞼まぶたの隙すき間まから僅わずかに垣かい間ま見みえるカナタの貌には若じやつ干かんの脂あぶら汗あせが浮うかんでおり、その顔色は蒼あおざめている。

　薄うすれゆく意識の中で、彼女は思った。

　まるで魔力切れを起こしてるみたいだ、と。




　　　　＊＊＊




「ど、どうしてあんたが、あ、あああ、あたしの部屋に……っ！」

「しょうがねーだろ。俺一人でこいつを看病してたら絶対問題になるし」

　アルテミアの女子寮りようの一室。男子寮と比べ、女子寮の部屋は比ひ較かく的てき広い間取りとなっていた。各部屋にキッチンがあり、リビングがあって、さらに奥にはベッドを二つ置いても窮きゆう屈くつに感じないスペース。全体的に開放感にあふれていた。

　寮は基本的に二人一部屋が原則なので、どの部屋もベッドは二つ置かれている。

　もっとも、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンは入学者全員が卒業できるわけではなく、転科や退学、殉じゆん職しよくなどさまざまな理由で一人一部屋になるケースもしばしばある。

　部屋にあるベッドの一つに、気絶したユーリが寝ねかされている。長いことよく眠ねむれていなかったのではないか。眠り姫ひめのようにぐっすりと眠る姿は、そんな印象を与あたえた。

　それにしてもなぜカナタが気絶したユーリを抱かかえていたのか。

　カナタが頑かたくなに教えてくれないその理由。

　それを興味本位で考えたミソラがなにやら閃ひらめいた表情を浮かべる。

「はっ！　まさか対戦相手の教官を誘ゆう拐かいして次の模も擬ぎ戦を有利に進めようという魂こん胆たんじゃ……」

「ンなわけねーだろ。お前って俺をそんな卑ひ怯きような奴やつだと思ってたのか？」

「だって、あんたって何考えてるかわからないんだもん。それにさ……」

　どこか心配そうに俯うつむいたあと、ミソラはソファーに背中を預けるカナタへ囁ささやく。

「模擬戦に負けたらあんたクビなのよ。あたしはそんなことは絶対に……ほら、もっとあんたから教わりたいし、その……」

「わかってるよ。そっちも大事だ。でもさ、俺にはこいつの件も大事なんだよ」

　……それって男女の距きよ離り的な意味で？

　ミソラが年とし頃ごろの少女のように切なそうな表情を浮かべたが、カナタは気づかなかった。

「あのぅ……、ミソラさんっ？　言い辛づらいんですけど、そのぅ……」

　カナタへお茶を出したレクティが、ソファーに部屋の主あるじのごとく座っているミソラのほうに恐る恐る顔を向けた。

「なによ……？」

「そのぅ、ここはわたしの部屋なんですけど……」

「？　なんの話？」

「あのさ、面めん倒どう臭くさくて俺も指し摘てきしなかったけど、お前さっきこの部屋をあたしの部屋って呼んでたんだよ」

「だから……どうしたのよ？」

　本当にわからないといった表情を浮かべきょとんとするミソラ。

　はあー、とカナタがため息を吐ついた。

「それにしても、いきなりやってきて悪かったな、レクティ」

　気を取り直して、詫わびを入れておく。

　裏切り者扱あつかいされるカナタが、いざというとき頼たよれる人間は限られる。

　本来ならクロエの部屋に行きたかったのだが、生あい憎にくと彼女は〈レイブンネスト〉から急な呼び出しがかかったらしく、不在で部屋に入れなかった。そして次に頭に浮かんだのが、自分の教え子であるレクティの部屋だ。

　そこへ、ユーリを抱えたカナタはお邪魔したのだ。

「そ、そのぅ……こ、困ったときはお互たがいさまですからっ！」

　どうということでもないように言うレクティ。

「ついでだけど、ミソラには気をつけたほうがいいぞ。こいつって常識人ぶってるくせに、自宅砲ほう撃げきした犯罪者だから」

「は、はいっ！　そのぅ……ミ、ミソラさんっ！　ここは、あ、あのぅ……わ、わたしの部屋ですから、盗とったりしたりするのはそのぅ……こ、困りますっ！」

「えっ！　そ、そんな泣きそうな貌しないでよっ！　レクティがここの主だっていうのは、よ、よくわかってるからっ！」

　そんなやり取りをしていると、

「こ、ここは……？」

　ベッドのユーリがうっすらと瞼を開けた。

「お、目を覚ましたようだな」

　きょとんとするユーリ。ベッドサイドへ寄ったカナタから声がかかる。

「ここは俺の教え子の部屋だよ。最初はクロエの部屋へ担かつぎこもうとしたんだけど、クロエは急な呼び出しがかかっちまったみたいで部屋が開いてなくてな」

「な、ならわたしも……行かないと」

「無茶すんなよ。クロエへの呼び出しが何の件か察しがついてない時点で、お前じゃ無理だよ」

　制止を聞かず、ユーリが無理に体を起こそうとして真っ白なシーツを押しのける。

　すると、さりげなくカナタが視線を逸そらす。

「わ、わりー……見てねーから。とりあえず早く服着ろよ」

　若干戸と惑まどいながら、ぼそりとつぶやく。

　遅おくれてミソラとレクティが大おお慌あわてでカナタを部屋から追い出そうとした。その最中、自分の体が妙みようにすーすーすることに気づいたユーリがふと視線を自身へと向ける。

「っっっっ─────────！！！！」

　そこには薄布一枚とて纏まとわぬ、生まれたままの自分の姿があって……ユーリは目を丸くした。
















「な、ななな、なんで、わたしが裸はだかになってるんですか……っ！」

　事態に気づいた彼女が叫さけび、大慌てで素す早ばやくシーツを体に巻きつける。

　その表情は羞しゆう恥ち死じにしそうなほど真っ赤になっていた。

「み、見ましたかっ！」

「さ、さーな……」

「み、見ましたねっ！」

「いや、さーなって言っただろ……」

「み、見たんですねっ！」

「……だ、だからなんのことだよっ？」

「～～～～やっぱり見たんですねっ！　カ、カナタ先せん輩ぱい、覚かく悟ごしてくださいっ！」

　羞恥心と焦しよう燥そうのあまり、冷静さを欠いたユーリは手ごろな凶きよう器きを探す。本来ならば平和なレクティの部屋にそんなものあるわけないのだが、なぜか枕まくらの裏に隠かくすように置かれた、二振りの魔ま双そう剣けんを彼女は探し当てる。

　なぜこんなところに？　抱いだくべき疑問を抱かず……

　取り乱すユーリは、シーツを巻きつけた半はん裸らのまま、隙すきなく魔双剣を構えた。

　殺意を浴びせられたカナタたちが取り乱しながら、部屋の隅すみまで押しやられる。

「げっ！　なんであんなところに、魔双剣隠かくしてんだよっ！」

「す、すみませんっ！　あのぅ……リコさんからのアドバイスで、いつミソラさんが襲おそってきてもいいようにと……」

「な、なんてアドバイスしてんのよっ!?　あいつっ！」

「で、でもミソラさんってご自宅を魔ま砲ほうで破は壊かいしたくらいですから、かなり危ない人かもしれませんし……」

　えっ!?　あ、あたしってこんなにレクティから信しん頼らいされてなかったのっ!?

　ミソラが衝しよう撃げきを受ける一方で、カナタは暴走しかけるユーリを説得にかかる。

　彼はすでに落ち着きを取り戻もどしたらしく、ケロッとした口調だった。

「お前さ、訓練したあとちゃんと着替えてなかっただろ。そのままだと風か邪ぜをひくと思って……」

「カ、カカカ、カナタ先輩が脱ぬがしたんですか……っ！」

「ま、脱がすように指示したの俺だけど」

「ふ、不潔ですカナタ先輩！　み、見み損そこないましたっっっ！」

「なんでそうなるんだよ？　ってか刃はをこっち向けるな。ミソラとレクティが脱がしたに決まってるだろ」

「…………ほ、本当ですかっ!?　この子たちがわたしの服を……？」

　ユーリの視線が注がれる。ミソラとレクティが大慌てで、こくこくと必死に頷うなずいてみせた。

「お前の自主練が終わったのは、けっこう遅おそい時間だったからな。シャワー室が閉へい鎖さしてて、汗あせを流せなかったんだろ。汗だくのままレクティのベッドに寝かせるわけにはいかねーしな。それに帰り道で不良に絡まれたせいで、脂あぶら汗あせも搔かいただろうし」

　このときになって、ユーリはようやく状じよう況きようを理解した。

　瞬しゆん時じに怒いかりが鎮しずまり、やっと気づいたかのように魔双剣を放ほうり投げる。それから未いまだ半裸ながら、ベッドの上へ倒たおれ込み、ちょっとだけ涙なみだを流した。

　まさかカナタ先輩に裸を見られてしまうなんて……

　なにやら憐あわれに思ったのか。レクティがユーリの制服の上着を持ってきて、起き直ったユーリに羽織らせてくれた。

「なあユーリ、こういうときはなんて言うんだっけ？」

　普段ならお礼を言っただろうが、今はそれどころではない。

「……カナタ先輩にだけは注意されたくありません！」

　むすっと頰ほおを膨ふくらませ、ユーリがそっぽを向く。

　目の前の先輩に裸を見られたショックが、脳内を占しめていた。

　はあー、仕方ねー奴だな、と思ったカナタはしぶしぶ一計を案じることとする。そのまま面倒臭そうにベッドサイドの窓まど枠わくに歩み寄り、手をかけた。

「……どこへ行くんですかカナタ先輩？」

「だってここ女子寮なんだぜ。俺がいること発バ覚レたら嫌いやじゃん」

「ちょ、ちょっとっ！　あんたがユーリさん連れてきたんでしょ」

「少し風に当たってくるだけだ。すぐに戻るよ」

　しれっと口にしたカナタは、あっさりとレクティの部屋の窓から、飛行魔術を発動して出ていく。さすがに堂々と廊ろう下かを通って女子寮から出て行くことはできなかった。

　颯さつ爽そうと消えるカナタの姿を見ながら、誰だれもが沈ちん黙もくした。

「「「…………………………………………………（しーん）」」」

　カナタ抜ぬきでは会話が続かない。そもそもミソラとレクティは、ユーリにちゃんと自己紹しよう介かいだってしていないのだ。

　初対面同士特有の重苦しい沈黙があたりを包む。

　誰か口を開かないのか。ミソラがユーリを見やるが、彼女は体てい裁さいが悪く喋しやべり辛づらいらしい。

　ならここはあたしが……。で、でも、どう言えば……っ!?

　まずカナタとの関係が不明だ。男女の関係なのか、それともカナタを籠ろう絡らくさせ、敢あえて敗北させる魔ま性しようの女なのか。はたまた別の何かか。

　ミソラがじ────っとユーリを観察するが、

「な、なんですかっ？」

　ユーリを戸惑わせるだけで、失敗。

　再び襲いかかる重苦しい沈黙を打ち破ったのは、なんとレクティだった。

　かつてのコスプレ特訓の成果か。彼女はキッチンまでコップとお盆ぼんを取りに行ったあと、ユーリのもとへと歩み寄り、眠ねむ気け覚ざましの白さ湯ゆの入ったコップを手て渡わたす。

「……ど、どうぞっ！」

「あ、その……ありがとう。助かります」

　不器用ながら会話の口火を切ると、その場の空気がふっと和なごんだような気がした。

　もとよりカナタがいない場合に限り、ユーリは頼りになるお姉さんとして、下級生から信頼される機会も多いのである。そんな日ひ頃ごろの善行の成果か、一気にレクティとは打ち解けることができた。

　だが、問題はミソラだ。何かに気づいた彼女が、もじもじうずうずしている。

「あ、あの……、ユ、ユーリさんっ！」

　白湯を啜すするユーリに対し、ミソラが問いかける。

「ユーリさんとあいつって……その、つ、付き合ってたり、するんですかっ!?」

「い、いきなりなんの話ですかっ？」

　げほげほとむせて白湯を噴ふきだしそうになるユーリ。

　まさか二つも年下の少女からそんな質問を受けるとは思いもよらなかった。

　なにせ自分とカナタ先輩との関係は──

「そ、そういう間あいだ柄がらでは……ないです」

「……そ、そうなんですか。ふ、ふーん……」

　これで可能性の一つは潰つぶれた。だが、安心しきるのはまだ早い。

　ならばこの女はカナタを誘ゆう惑わくし、言こと葉ば巧たくみに教官を辞やめるように導く魔性の女ということに──

「じゃ、じゃあ……、あいつとユーリさんって一体どういう関係になるんですかっ？」

「わ、わたしとカナタ先輩ですかっ！　それは、その……あの……」

　裏返った声で答えるユーリは、しおらしく指先をつんつんくっつける。

　その姿を目もく撃げきし、ミソラはどうしようもなく胸が締しめつけられるような衝しよう動どうに駆かられた。

　が、なぜそうなるのか、ミソラ自身はまだ気づいていない。

「あ、あの……、そ、そうですね……言うならばわたしとカナタ先輩は──」

「へー。お前らさ、ずいぶん打ち解けたようじゃんか」

　突とつ如じよとして窓から戻ってきたカナタに、ミソラもユーリも秘密の会話を盗ぬすみ聞きされたかのように驚おどろいた。

「？　なんかしたのか？」

「し、してないしてないっ！」「し、してないですよカナタ先輩っ！」

「あっそ。ま、そんなことはどうでもいいや。……ほらユーリ、これ」

　どこかぶっきらぼうに、あるものをユーリの手に握にぎらせる。

　それはソフトクリームのオマケとして貰もらった、ぶさいくなメリルのマスコットだった。

「なんですか、このファンシーな生き物のストラップは？」

「えっ、お前知らねーのか？　これ超ちようレアもんなのに……」

　やけに衝撃を受けた様子のカナタ。それから急に真顔になると、

「お前は知らないかもしれないけどな、これは地上時代にすっげー実力のある魔ま導どう士しが、あらん限りのチカラを込こめて作りだした魔力の塊かたまりのようなものなんだ。いざっていうとき握りしめると、そりゃ恐おそろしいことになるんだぜ」

　懐かい疑ぎ的な眼まな差ざしで、じーっとストラップを見据えたユーリは、

「こんな野や暮ぼったいストラップにそんな効き目があるわけないでしょう」

　どこからどう見ても、ぶさいくなマスコットだ。

　ミソラとレクティがどういうつもりかとカナタを咎とがめようとする。

　だが、カナタはというと、

「うわー、お前ぜんぜん信じてねーだろ。いや、やっぱいいわ。これはお前にはもったいないくらいの遺物だし。遺物発掘科レリツクの鑑かん定てい済みのＳランク遺産にも分類されるほどのシロモノなんだけどなー」

　からかわれていると判断したユーリが腹を立てる。

「仮にカナタ先せん輩ぱいの言うことが本当だったとして、一体どうしてわたしなんかにそれを預けようとするんですっ!?」

「んっ、お前のことが心配だからに決まってんじゃん」

「～～～～～っ！　……そ、そういうことを真顔で言うとこ嫌きらいです！」

　誰がどう見たって胡う散さん臭くさいと思う。

　なにせ実際ところ、人気のない不良在庫をオマケとして配っていたものにすぎない。

　だが、そうではないとはっきりカナタは主張した。

　ユーリだってそれが噓うそであることはわかっているのだが、

「ま、騙だまされたと思って俺を信じてみろよ。そんで、これ見たときにちょっとだけ俺が言ったこと思い出せよ。空戦魔導士第一の条件はなんだ？」

　曇くもりのない漆しつ黒こくの瞳ひとみで言うものだから、ユーリがしゅんとなる。

「第一の条件は……」

　絶対に諦あきらめないこと。

　ずっと前にカナタが教えてくれたことだ。帰り道で尋かれたときも答えられたし、これから何が起ころうと絶対忘れるわけがない。

　なにせ──あのカナタが教えてくれたのだから。

　どこか過去へと想おもいを馳はせながら、ユーリが内心でつぶやく。ですが、カナタ先輩…………このぶさいくなストラップは要いらないんですが。

　手の中のものを返そうとしたのだが、

「あのさ、ユーリさんは有名人だけど初対面なんだから紹介ぐらいしてってよ……」

　ミソラの話に、返しそびれた。

「ん、紹介なんて要らねーだろ。実際のとこお前らすぐ打ち解けてるじゃん。なんとなくだけどさ、お前らって相あい性しよういいと思ったんだよ」

　実際カナタは、ユーリとミソラたちのことをよく知っている。両者に指導を施ほどこした経験を通じて──

「なんとなく相性いいって……、もし悪かったらどうするつもりだったのよっ？」

「そ、そうですっ！　カナタ先輩はやることが大おお雑ざつ把ぱすぎですっ！」

「ん、まあそんときの対応も考えてたけどさ、でも大だい丈じよう夫ぶだったろ」

「相性がいいっていう根こん拠きよは一体何なんですかっ！　どうせありはしないんでしょう」

「さーな。根拠はなんとなく、だ」

　それからカナタは、窓の方に向かって歩き出す。

　ユーリの調子が戻もどっているのは確かく認にんしたし、それにミソラたちとの関係も険悪なものではない。全部予定通りだ。ふとカナタの頰が緩ゆるむ。さすがこいつらはみんな俺の──。いや、ユーリはもう卒業したんだったな。

「ま、嫌われ者はとっとと退散することにするよ。じゃあな。……それとユーリ。帰るときはちゃんとお礼を言ってから帰れよ」

　それだけ言い残し、再び窓から身を乗り出していく。

　今度こそカナタの姿はなくなった。

　飄ひよう々ひようとして摑つかみどころがないその背中を、ミソラとユーリは自然と目で追っていた。また明日あした会えるのに、今日もう会えないのは少し寂さびしい。

　結局返し損そこねたな、とユーリは手の中にあるマスコットを見やる。

　それからはっと気づき、慌あわてて体てい裁さいを取り繕つくろった。

「……言い忘れてましたが、二人とも、今日はありがとうございました」







　第四章　ゼロが生み出す無限の可能性







「んっ、なんでお前がここにいるんだよ」

「その言葉、そっくりお返ししよう。キミこそなぜここにいるんだ？」

　小春日和びよりのような日の屋上。現在の時間は午前十時をちょっと過ぎたあたり。本来なら学生は座学の真っ最中であるはずなのだが、本科二年のカナタと予科二年のリコの姿はなぜか屋上にあった。

　カナタが特訓を開始してから三日目のことだ。

　明日が模も擬ぎ戦の日。今日が特訓最終日。

　二人とも座学をサボっている割にやけに堂々としながら……

「うーん、今日は授業に出る気分じゃねーからな」

「わたしも同じ理由だ。くだらん授業につきあってやる義理はない」

　貯水槽そうのすぐ近くで昼ひる寝ねをするカナタ。そんな彼へ注がれる穏おだやかな日光を遮さえぎったのは、リコだった。彼女は有翼竜ワイバーンの絵え柄がらのついたレジャーシートを持参しており、カナタのすぐ隣となりへと広げた。

「ん、やけに可愛らしい絵柄だな」

「むっ……。が、学術的に興味深いから使っているだけだぞっ！」

　そのレジャーシートに寝転ぶリコ。昨日は登校した直後に、授業を受けるのが面めん倒どう臭くさくなったため、適当な口実をつけて保健室で寝ていた。さすがに二日続けて保健室というのも怪あやしまれるので、今日は屋上に来たのだった。

　陽光が雲の隙すき間まから降り注ぐ。

「ふっ、眩まぶしいな。だが、太陽よりも女め神がみなわたしの方が輝かがやいている」

「……お前さ、よくそういう恥はずかしい台詞せりふ、さらっと言えるよな」

「凡ぼん人じんが言うと恥ずかしいだろうが、女神なわたしは超ちよう越えつ者しやだからな。恥ずかしくもなんともないぞ」

　授業をサボって晴れ晴れとした表情を浮うかべるリコに対し、カナタはどちらかというと冴さえない様子。それもそうだろう。いま彼が授業をサボってここにいるのは、本科二年Ｃ組が身しん体たい測定中だからだ。魔力測定もあるため、魔力を喪そう失しつしたカナタがそこにいるのはまずい。

　周りには秘密なのだ。絶対知られてはならない。

　自分が魔力の殆ほとんどを失っていることも、人類の天敵たる魔ま甲こう蟲ちゆうのチカラ──呪じゆ力りよくを宿していることも。いまは教官として後進の育成にチカラを注ぎながら、そのチカラの正体と使い道を探さぐっていることも。

　ランキング戦をサボって裏切り者扱あつかいされるのを望んだのだって、自分が人類の天敵のチカラを宿してしまっていることが要因の一つだ。

　強すぎるチカラは身を滅ほろぼすという言葉がある。

　当然のことだ、とカナタは思う。自分の身に過ぎるチカラはただの暴力でしかない。いくら強くとも、扱いこなせないチカラでは意味がないのだ。

　それは自分の身に対しても同じだ。

　先日の魔甲蟲との戦い。《崩ほう力りよく》を解放した際に、そのチカラが過か剰じようすぎたため、体中をずたずたに引き裂さかれ、気絶してしまった。もっともそのあとは、呪力の治ち癒ゆ力りよくに支えられたった数日で怪け我がは完治したが。

　自分の体が得体の知れない状じよう況きように陥おちいっている。

　この身にいつ何が起こってもおかしくない状況。

　だからこそ、彼は後進の育成にやりがいを感じ始めている。

　たとえこの身が明日砕くだけ散っても、浮ふ遊ゆう都市の守護者を残すことができるから。

　いま目の前にいるリコは、カナタが自分の思いを託たくすに値あたいすると判断した一人なのだ。

「どうしたんだ？　まさかわたしに惚ほれたのか？」

　上半身だけ起こして、カナタはリコの貌かおをじっと見つめていた。

　おそらくリコは特訓の意図を完かん璧ぺきに把は握あくしている。だが、ミソラは気づいていない。

　三人の教え子の中で、一番賢かしこい頭脳を持つのはリコだ。敢あえて性格には言げん及きゆうしないが、リコは知性の塊かたまりだ。

「いや。お前にさ、お願いがあるんだよ」

「告白なら断るぞ。女神のハートを射い止とめるのは、女神わたしと同じ階位を有するものだけだ」

「子ガ供キに告白なんてするわけねーだろ」

「……むっ、そ、そうか……（しょぼん）」

「ん、なんでお前がちょっとがっかりした貌になるんだよ」

「……な、なんでもないっ！　そんなことより願いとはなんだ、早く言えっ！」

「ミソラのことなんだけどさ、お前にアドバイスを頼たのみたいんだけど」

「なぜ女神なわたしがミソラなどにアドバイスをしなければならない？」

「だってさー、お前って俺の特訓の意図を摑んでるんだろ」

「当たり前だ。わたしを誰だれだと思っている？　リコ・フラメルだぞ」

　リコも上半身だけを起こし、貴公女のような仕草で後ろ髪がみをさっと搔かき上げた。

「ならさ、リコにアドバイスしてもらいたいっていう意図もわかるよな」

「ふっ、わたしが助言したところで、ミソラはお馬ば鹿かだから理解できないだろう。労力の無む駄だ遣づかいだ」

「ふーん、ミソラが理解できない、ね。たしかにあいつはお前より頭がわりーから、理解できねーだろうよ」

　さらっと教え子のことを小馬鹿にしたあとで、カナタは不敵な笑みを零こぼす。

「でも、あいつはあいつなりに必死に考えてるよ。俺が何を求めているのか、どうすればもっと小隊が強くなることができるのかをな。……なあリコ、もしお前が女神なら少しだけ周りにチカラを貸してやれよ。俺の特訓の意図、お前は理解してるだろ」

「理解はしているが、キミのことを認めたわけではない。結果としてわたしたちは十二連敗し、前回の特訓が成果に結びつくことはなかった」

　厳きびしいがそれが現実だ。カナタの特訓を経験したミソラとレクティは、格段に戦せん闘とうスキルが向上したが、ランキング戦で勝てなかった。

　厳然たる事実を突つきつけられても、カナタは顔色一つ変えない。

「ふーん、それでお前は成果を出したいわけ？　出したくないわけ？」

「……負けるのは嫌いやだ。敗北の苦く渋じゆうを何度も味わうくらいなら、わたしはとっととこの小隊を脱ぬけ出すぞ。というか、もし明日の模擬戦で負けるようなことがあれば、この小隊から脱けさせてもらう」

　脅おどしをかけるかの如ごとく、一ひと際きわ厳しいことを口にする。

　だが、カナタの口の端はしがふっと緩んだ。

　へっ、リコ。お前の言ってることはさ、無意識のうちにこの小隊ならなんとかなるって思ってることの裏返しなんだぜ。

「なぜそんなうれしそうな貌をするんだ？　わたしが何か間ま違ちがったことを言ったか？」

「さーな」

　小馬鹿にされた気がして、リコが睨にらみつける。

　カナタはその視線を真っ向から受け止めた。

「……なあリコ。お前は頭がいいからさ、俺の描えがく理想の小隊の姿、それが絵え空そら事ごとに見えるかもしれねー。でもさ、人間が抱いだく理想──それってまさに絵空事のことなんだぜ。そしてお前が嫌きらう馬鹿な連中ってのは、その絵空事を実現するために命いのち懸がけでもがき苦しむんだ。お前は汗あせをかくことを嫌ってるけどさ、がむしゃらで一いつ生しよう懸けん命めいに挑いどむ姿ってのも、美しいんじゃねーかな？」

「……………………」

「ちょっとだけでいい。昼休みに、ミソラは射しや撃げき場じようで自主練れんしてるんだよ。そこで声かけてやってくれよ。あいつすっげー喜ぶと思うぜ」

　わくわくが抑おさえきれないような貌。なぜかそんな貌を向ける教官のことを、リコはこの世に誕生して以来、初めて出くわしたヘンな奴やつだと思った。







　訓練グラウンド一角の射撃場。昼休み。

「やれやれ、自主練なんて汗臭くさいことは嫌いなんだが」

　最近お昼を食べ終わると、ミソラがそそくさといなくなる。そのあと昼休みが終わる間際になって、小隊室に姿を現すことはリコも気づいていた。

　だが、射撃場で自主練しているなんてことは知らなかった。

　上には上がいるということか。

　飄ひよう々ひようとしていても、抜け目がない教官のことを、彼女は素す直なおに評価する。他の者ならともかく、常識に捉とらわれないカナタのことを、ある種の共感性シンパシーをもって認めた。

　それはさておき。

「……下へ手た糞くそな射撃だ」

　平地に設けられたレールを走行する移動目標に対する狙そ撃げきだけでなく、ごつごつとした岩いわ肌はだに設けられた固定目標に対する狙撃もなかなか命中しない。射撃ブースでは、額から汗を流すミソラが、射い貫ぬくような眼まな差ざしで魔ま砲ほう剣けんを構えている。

　必死で訓練していることなど、すぐに理解できた。

　思わずリコは歩み寄っていた。だが、彼女がすぐ後ろにいるというのに、ミソラは気づかない。狙撃に全神経を注いでいるのだ。

「……ミソラ」

「えっ!?　リ、リコ……こんなところでどうしたのよっ？」

「さあな。ただ少しだけわたしの言う通りにしてみろ」

　神しん妙みようなリコの言葉に、きょとんとするミソラ。だが、普ふ段だんと雰ふん囲い気きが違ちがうのを感じ取ったので、素直に指示に従っておくことにする。

　リコが矢や継つぎ早ばやに告げる。

「撃うつときはもっと顎あごを引け、難しいことは考えるな。脇わきが甘いぞ、もっとぐっと絞しぼれ。よし。次は照準だ。右に一二度、上に一三度ほどずれている。それで的中はさせられないぞ。……いきすぎだ。上に三度修正。ふむ、最後に呼吸を止めて引き金を引け」

　言われるがまま引き金を絞る。どんっ、と軽い衝しよう撃げき。

　砲撃は距きよ離り三〇〇にある固定目標へ、吸い込まれるように突き刺ささり、木製の丸い的まとを木こつ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいした。

「……あ、あたったっ！」

「当たり前だ。わたしがアドバイスしたのだからな」

　粉々に砕け散った標的を見やり、ミソラが信じられないという表情を浮かべる。

　だが、リコは当然だという貌でつぶさにミソラを観察していた。

　いくらリコがアドバイスしたとはいえ、そう簡単に命中するものではない。

　狙撃の神様というものがいるならば、それは努力を繰くり返す者に降りてくる。

　何千何万回に及およぶ狙撃の繰り返し。命中と外れに一いつ喜き一いち憂ゆうしながら、ひたすら狙撃という技術を磨みがきあげられる者。毎日毎日同じ作業にひたすら没ぼつ頭とうし続ける者にこそ、狙撃の女神は舞まい降りてくるのだ。

　この結果だって、単にリコがアドバイスしたためではない。

　ミソラの日ひ頃ごろの努力の賜たま物ものだ。明らかに彼女は成長している。

　努力とは無む縁えんのはずのリコなのだが……そのことを瞬しゆん時じに摑つかみ取った。

「なあミソラ。小隊の特訓の件だが」

「なによ？」

「アドバイスがほしいというなら、してやらんこともないぞ」

　珍めずらしい申し出オフアーに、ミソラは一いつ旦たん狙撃姿勢を崩し、リコへと向き直る。

「……要いらないわよ。あんたもレクティも自分で気づいたのに、あたしだけアドバイス貰もらったら卑ひ怯きようじゃないの」

「ふっ、そうか」

　ミソラはそれからすぐに腰こしだめに魔砲剣を構え直し、再び狙撃に没頭する。

「ならこれからわたしが言うことは独り言だ」

　そんな姿を見て、リコは初めて心から助言する。

　ここでアドバイスしてくれと弱よわ音ねを吐はくような腑ふ抜ぬけなら、冷たくあしらってやるつもりだったのだ。だが、ミソラはそんなやわで女め々めしい奴ではなかった。

「もう少し周りをよく見てみろ。大空で、キミの周りにはなにが見える？」

「えっ!?」

「わたしの独り言は以上だ」

　言うだけ言って、リコは悠ゆう然ぜんとその場を去っていく。

　リコの珍しい行動にきょとんとしたミソラは、口をぽかんと開けて見送った。







《ミストガン》上空高度四〇〇〇。第三訓練空域。特訓三日目。

　この日は前衛がミソラ、中衛がリコ、後衛がレクティ。カナタはミソラにつき添そっている。

　特訓開始。

　前衛空域に散開しつつ進入してくるアルケナル級飛翔標的ダミーバード。それら全すべてを相手に、ありったけの砲撃を叩たたきこむミソラを眺ながめながら、カナタが語りかける。

「最近は昼休みも努力してるんだってな。リコから聞いたぜ。狙撃術を磨くために鍛たん錬れんしてるんだろ」

「……リコがあたしのとこ来るなんて珍しいとは思ったけど、もしかしてあんたの差し金？」

「さーな。ンなことより、リコはお前になんてアドバイスしたんだよ？」

「……もっと周りを見ろって言われたわ」

　なかなかいいアドバイスするじゃんか、と感心するカナタ。ミソラは熱くなりやすいためか、ついつい周りが見えなくなっている。

「あーもう、さっきからうじゃうじゃと……っ！」

　前衛としての役割──敵をがっつり削けずること──にばかり思考が偏かたよっているミソラは、目の前で飛び交かう飛翔標的ダミーバードに乱砲撃を繰り出しながら、どうにか思考を巡めぐらす。

　もっと周りをよく見ろって言われても……。

「あたしの、周り……」

　そうだ。お前の周りだ。

「もしかして……あんた？」

　はあー、こいつってどうしてこんなにお馬鹿なんだろ。

「な、なんなのっ！　いまあんたの中であたしに対する評価がだだ下がりした気が……」

「気のせいじゃねーから安心しとけ。でも、お前にはそんなことよりもっと大事なことがある」

　悟り聞かすようにカナタが指し摘てきする。

「もっと肩かたのチカラを抜いてみろ」

　だが、ミソラはすでに魔砲剣を腰だめに構えた砲撃姿勢。

　聞こえていたのか、いないのかは定さだかではない。

　迫せまり来る敵の流れを止めるために、引き金を絞り続ける。

　担当正面は広く、一人で引き受けるにはあまりに空域が大きい。

　ミソラが持ち前の加速力をフル活用。

　濁だく流りゆうのように襲おそい来るアルケナル級飛翔標的ダミーバードを迎げい撃げきしようとする。

　一人で全ての敵を相手にし、体力が続く限り飛び回り、魔力が続く限り魔砲を放ち続ける。

　だが、流れを塞せき止めるのに、ミソラというダムはあまりに小さい。

　案の定、すぐ数体のアルケナル級飛翔標的ダミーバードに突とつ破ぱされる。

　まだ狙ねらえる、と思ったミソラが慌あわてて振ふり向いたときだ。

『リコさん、行けますか』

『ああ、では左下方を抜けたのはレクティに任せる。わたしは右上方を抜けた敵を仕し留とめよう』

　え……っ!?

　二人とも慣れないポジションで戸と惑まどっているはずなのに、すんなり役割分担していた。中衛のリコが遠えん距きよ離りの標的を狙い撃ち、近距離は全て無視スルー。無理せず突破させ、後衛で待ち構えるレクティの餌え食じきにさせる。

　啞あ然ぜんとするミソラの瞳ひとみに映るのは、余よ裕ゆうの笑えみすら零こぼす二人の姿。

　すぐに前方へと向き直り、ミソラはさらに正面から接近してくる飛翔標的ダミーバードに砲撃を繰り出す。

　そうしながら思う。

　お互たがい慣れないポジションのはずなのに……、あの二人、連れん携けいしてたわよね。

　どうして連携できるのか？

　連携するには、相手がどう動くか把は握あくしている必要がある。

　どう動くか？　無論、それは個人の性格や癖くせによるだろう。しかし、そんなものよりも遥はるかにわかりやすい法則が存在する。

　それはポジションの性質だ。各ポジションには、それぞれに相応ふさわしい動きがある。

　レクティなら……。ミソラは思う。レクティが前衛をやっているときは、もっとコンパクトに動いていた。それに敵をもっと上手に殲せん滅めつしていた。

　レクティが前衛なら、もっと小回りを利きかせて集団単位で確実に仕留める。

　そんなイメージで砲撃を繰り出す。纏まとまってくる三体の標的を撃破。同時に、不思議な感覚に苛さいなまれる。

　なんだろう。空が急に広くなった……？

　見える。

　リコが冷静に状じよう況きようを見み極きわめて射撃し、レクティが迅じん速そくに魔双剣を振るう。

　見える。

　前衛へさらに四体の飛翔標的ダミーバード。その後方からも十数体の飛翔標的ダミーバードが纏まって迫る。

　見える。

　隣となりでは、カナタが口の端はしをつり上げてこちらを見守っている。

　……もしかしてあたし、自分だけが頑がん張ばらなくちゃって独りよがりになってた？

　空が広いのではない。──視野が広くなったのだ。

　不慣れなポジションだけど、あたしには仲間がいる。ひょっとして、あたしに必要だったのはもっと仲間を頼たより、信しん頼らいすることだったのっ？

　ミソラを縛しばっていたのは『不慣れ』という名の呪術カーズ。

　それを打ち破ったのは、ミソラ自身の努力。

　そしていざというとき支えてくれる仲間の存在だった。

　この状況で前衛として果たすべきことは──後ろへ攻こう勢せいを受け流しながら、なるべく多くの敵を削ることだ。

『リコ、レクティ。これからあたしの脇を通り抜ぬける四体、任せていい？』

『べつに構いませんけど、ミソラさん大だい丈じよう夫ぶですか？　お体の具合でも……』

『ううん、そういうのじゃないのよ』

『ふっ、何か気づいたようだな。ならとっととやれ。面めん倒どう臭くさい特訓をとっとと終わりにするぞ』

　この場面なら中衛のリコと後衛のレクティが、きっと撃げき墜ついしてくれる。

　大丈夫だ。この程度の敵の規模なら……ほら、やっぱり。

　何か摑んだかのように、ミソラは魔ま砲ほう剣けんを腰だめに構え、ひたすら魔力を収束し続ける。真まっ直すぐに、敵が来るその方角だけを見み据すえていた。

　へっ、もう答えは出てるじゃねーか。ミソラ。

　カナタが微笑ほほえんだ。

　別のポジションを経験することで、ポジション同士の相そう互ご理解が飛ひ躍やく的に高まる。それだけに留まらず、戦術や戦略の幅はば、戦せん闘とう中の視野を広め、確実に小隊の総合力を高めることへと繫つながる。

　ちょうどいま前衛のミソラが咄とつ嗟さに状況を判断し、リコとレクティに後ろを任せているように……




　魔砲剣戦技──収束ストラ魔イクブ砲ラスター




　爆ばく音おん。腕うでがもげるかのような反動。魔砲剣の切っ先から、白銀色の光こう渦かが放たれ正面に展開した全てのアルケナル級飛翔標的ダミーバードを掃そう滅めつした。

　一いつ瞬しゆん、リコもレクティも静まり返り、ミソラの方を見やる。

　ミソラはぜいぜいと息を乱していた。

　いまだ砲撃姿勢を崩さないのは、自分が為なしたことに理解が追い付いていないからか。

　そんな彼女にあたたかい声がかかる。

「よくやったなミソラ。お前も合格だ」

　満足そうな笑みを浮うかべ、カナタがミソラの肩にぽんっと手を置いた。







　特訓終しゆう了りよう後の反省会。小隊室。

　模も擬ぎ戦時の作戦を説明するためのプロジェクターを借りに、カナタは機材室へ行っている。その間、ミソラたち三人は特訓の反省会をするという流れになり、こうして小隊室で机に向かい合って座っているのだが、

「そういえばさ、リコとレクティってなんだか仲良くなったわよね」

　向かいの席で隣となり合って座る二人の姿を見ながら、ミソラがつぶやいた。

「はいっ！　あ、あのぅ……なんとなくなんですけど、最近リコさんの考えていることがわかるようになってきて」

「あっ！　それあたしも思った。少しだけだけどあんたたちのことをわかるようになったのよね……」

　どうしてだろう？　ミソラとレクティが首を傾かしげる。

　腕を組んだリコが澄すまし貌がおで告げた。

「ふむ、あの特訓の影えい響きようはポジションの役割を理解するために留とどまらないからな」

「？　どういう意味……？」

「お互いのポジションの役割を把握するということは、必然そのポジションを担当する空士を知るということになるからな。同じポジションでも癖や性格によって動きは大きく異なってくる。だからこそ、お互いのポジションを把握するということは、相手を知ることへと繫がっていたんだ」

「えっ!?　じゃあそれって……」

「ポジションに対する相互理解だけに留まらず、それを起点にしてわたしたちの小隊間戦術の基き盤ばん強固にし、チームワークが深まる可能性もあるということだ」

　リコの説明を聞き、ミソラとレクティはお互いに貌を見合わせ、

「リ、リコっ！　あんたそこまで見み抜ぬいて……」

「カ、カナタさんはそこまで考えていたんですかっ!?」

「さあな。どこまでが狙いかは知らない。だが、あの男なら──」

　ドアが開き、プロジェクターを抱かかえたカナタがやってきた。

「よしっ、と。じゃあ反省会も終わったようだし、作戦会議ブリーフイングを……んっ、どうしたんだよリコ？」

「……いや、なんでもない」

　どうして室外にいたカナタが、反省会が終了したことに気づけるのか。

　リコは疑問を抱いだいたが追及せずに置いた。

　訊きいたところで、どうせ誤ご魔ま化かされるだろうと思ったから。







「うぅ、映像で見てもすごい動きよね……」

　こぢんまりとした小隊室で、プロジェクターが戦闘映像を投とう影えいする。ミソラたちは、それに真しん剣けんに見入っていた。なにせ映されているのは、明日あした模擬戦をすることになっている、Ｂ２２７小隊のランキング戦での映像を編集したものだから。

　飛び抜けた身しん体たい能力と身軽なフットワーク。ノリで行動しているように見えて、そのじつ確かな理論に裏打ちされた合理的なチームワーク。

　いままでのミソラたちにはないものが見えた。

　ないものばかりに自然と目がいってしまう。

「このリリィ・ランカスターって子、お前らの一個上で優ゆう秀しゆうな小隊長だ。ふざけてるようで随所に機転が利きく。それに視野が広くて、スキルも相当なもんだぜ」

「でも、そのリリィさんを墜おとさないとあたしたちに勝ち目はないんでしょ？」

「そ。そんで、一対一サシでこいつと当たると厄やつ介かいだ。見るとこ見て要所を押さえてくるだろうし、仲間への指示出しも的確だ。おそらくユーリは、こいつを高く買ってる」

　となると、やはりリリィを攻こう略りやくすることが鍵かぎになるのだが。

「それでどうやって倒たおすのよ？」

「うーん。ぶっちゃけさ、俺たちが使える切り札はひとつしかねーんだよ」

　すると、ミソラ以外の三人が重苦しそうにため息を吐ついてみせた。

「で、ですけど、あれで本当に大丈夫でしょうか……っ!?」

「あれでなんとかなるように戦術は組んであるよ。ぶっちゃけあれ以外勝つ手段がねーし」

「たしかにあれ以外の戦術を、わたしたちは所持していないからな」

「でも、俺たちは限られたその条件の中で、自分たちができる最大限ことをしなくちゃならねー。強くなるために。足あ搔がき続けるためにな」

「それだと、相手との力量差は変わらないままだぞ。個人スキルや経験ならＢランク小隊の方が圧あつ倒とう的に上だ」

「個人スキルや経験の差、ね。そりゃたしかにあるだろうよ。ンなもんは短期間の訓練じゃ埋うめられるものじゃねーからな」

「だが、キミはこの特訓を始める前に、『この特訓を経験すればＢランク小隊と互ご角かくに渡わたり合える』って言ったはずだが」

「個人スキルや経験の差がそんな簡単に埋まるわけねーだろ。言ってなかったっけ？」

「「「言ってないわよっっっ！」」」

「でもさ、それがなにか問題あるのかよ？」

　あるに決まってるじゃないの……っ！

　そう言いたくなるのをミソラはぐっと堪こらえる。

　無心とでもいうのだろうか。純じゆん粋すいというほど脆もろさを秘ひめてはおらず、素そ朴ぼくというほど覇は気きにかけるわけでもない。ただ、こういうときのカナタの双そう眸ぼうを見ると、不思議と何も言えなくなるのだ。

　そしてカナタは、確固たる勇気と自信を分け与あたえてくれる。

「小隊としてのチカラ。それぞれがお互たがいに弱点をカバーし合って戦ったときのチームとしてのチカラなら、お前らも負けてねーよ。それに勝利を摑つかむための戦術もある。あと必要なのは運くらいなもんだ。新人がいきなりその道のプロに敵かなうわけがねーからな。アホみたいな失敗も幾いくつかするだろうし、下手したら素人しろうとのほうがマシなくらい手て酷ひどい失敗もするかもしれねー。特にミソラが」

「えっ!?　あ、あたし……っ!?」

　心外そうにミソラが訊き返すが、彼女以外の全員がこくりと頷うなずいてみせる。

「でも、どんなヘタクソでも必ず一つは輝かがやくものがある。人間誰だれだって磨みがけば光るもんがあるんだ。だからお前らはここにいる。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンのＥ６０１小隊としてな。……さてとじゃあ、この中で相手の小隊に止めの一撃フイニツシユをお見み舞まいできるのが誰かわかるよな？」

　ミソラ以外の視線が、自宅を砲撃したお馬ば鹿かへと注がれた。







　綿密な戦略をミソラたちに理解させるためには、しばらく時間がかかった。

　ミソラが自分のポジションの動きを理解できず、レクティも若じやつ干かん動きの把は握あくに手間取っていたためだ。その結果帰りが遅おそくなり、学園統とう括かつ長が推すい奨しようする下校時間をとっくに過ぎていた。静まり返った校舎を出て、カナタたちが校門へさしかかる。

　そこに人ひと影かげ。例の犯人の待ち伏ぶせかと、それとなくカナタが身構えたのだが、

「んっ、なんだよ。わざわざ待ってたのか？」

「ま、待ってなんかいません！　誰が明日模擬戦する小隊の教官のことなんか待ったりするもんですかっ！」

　校門にひとりぽつんと立っていたのは、制服姿のユーリだ。

　もう長いこと待っていたのだろう。近くにはビニール袋ぶくろがあり、サンドイッチの包装紙だけが中に入っていた。相当待っていたに違ちがいない。

「えー、でもさ、おもいっきし待ってた感じじゃん。それにお前の小隊もうとっくに解散してるだろ」

「だから、たまたまですっ！　たまたまカナタ先せん輩ぱいとその小隊の皆みなさんにお会いしただけですっ！　それに彼女にその……伝えたいことがあって」

　ユーリはきょとんとしているレクティのもとへ歩み寄る。

「その……この前は本当にありがとうございました」

「いえ、こ、こちらこそ、そのぅ……ど、どういたしましてっ！」

　ユーリとレクティが慇いん懃ぎんなサラリーマンの如ごとくぺこぺこ頭を下げ合う。

　相変わらず律りち儀ぎな奴やつだなー、とカナタはユーリのこまめな点に感心してしまった。

　それからカナタたちとユーリが一いつ緒しよに帰き途とについた。

　夜中に連続傷害犯が出現するという情報は、任務中に殉じゆん職しよくした空士の幽霊フアントムが出るという噂うわさを浸しん透とうさせることでそれぞれの警けい戒かい心しんを促うながしていた。

　商店街を歩くと、既すでに多くの店がシャッターを下ろすか、消灯していた。〈レイブンネスト〉が夜間巡じゆん回かいしていることも、人通りが少ないことに一役買っているのかもしれない。

　学生は基本、夜遊び禁止だ。

「ん、レクティとユーリって仲良さそうだな。そういや、お前は仲良くなれなかったのか？」

　隣となりを歩くミソラへ、カナタが語りかける。

「今はまだ無理。だって明日戦う相手の教官なのよ。仲良くしすぎて情が移ったら動きが鈍にぶるわ」

「ふーん、そんなもんか」

「そういえばさ、レクティに好かれるなんて、ユーリさんって意外と優やさしい人なのかもね」

「意外とって、失礼な奴だな。あいつに後こう輩はいができたなら面めん倒どう見みは良かったと思うぜ。ま、ユーリはああ見えて子供っぽいところがあるから、逆にからかわれるかもしれねーけど」

　ひっそりとした商店街を抜ぬけて、カナタたちは郊こう外がいへと続く交差点へと辿たどり着く。

　ここを右に進むと、アルテミア寮りようへ無事に帰ることができるのだが、

「ふーん。あのさ。あんたってさ、小隊の仲間のことそんなふうに大事に思ってるじゃないの。それなのにさ……」

　ふとミソラがそんなことを口にしていた。

　教官と教え子の関係が壊こわれる恐きよう怖ふ。それはもちろんある。

　叶うのであれば、ずっといまのまま、ただの教官と教え子の関係でいたいとも思う。崩くずしたくない。この適度な距きよ離り感を。

　でも、それ以上に気になるのだ。カナタという人間と、その秘密について……

「みんなを裏切ったのってさ、あの正体不明のチカラが関係してるわけ…………ね、ねえ聞いてる……？」

「わりー、俺急用を思い出した」

　気でも悪くしたのだろうか。カナタが左の方へと進んでいく。

　娯ご楽らく施し設せつが集中している四番区へと続く道だ。

「もしかして、あたしがヘンなこと口にしたから……っ!?」

「そんなんじゃねーよ。本当にちょっとした用事だ。……ユーリ。待ってもらったのにすまねーけど、今日はレクティたちと一緒に帰ってくれねーか？」

「えっ!?　…………ま、まあ、そ、それでも……いいですけど……」

「んじゃ、そういうことでまた明日な。模も擬ぎ戦開始の一時間前には闘とう技ぎ場じように着いてろよ」

　後ろ手を振ふりながら、そそくさと歩いていくカナタ。

　いつもと同じで飄ひよう々ひようとして摑みどころがない後ろ姿。突とつ拍ぴよう子しもない行動などいつものことなので、ミソラ以外は特段誰も気に留めなどしなかった。

「ちょ、ちょっと……っ！」

　引き止めようとするミソラの声を聞き流し、カナタは周囲に気を配り始める。

　みんなと離はなれて人ひと気けのない場所に行き、四番街の中にある再開発地区の廃はい墟きよまで彼は足を運んだ。荒あれ果てたコンクリートの建造物に囲まれた、殺風景な環かん境きよう。

　感覚の研とぎ澄すまされた双眸で、厳きびしく周囲を探さぐった。

「うーん、この辺だと思ったんだけど、勘かん違ちがいかな」

　ぼそりとつぶやきカナタは家路へと戻もどろうとする。

　そんな彼の姿を、荒れ果てた建物の屋上から見下ろす存在があった。

「ふーん、裏切り者だけあってなかなかやるじゃん。あの距きよ離りから僕の視線に気づくなんてね」

　黒いローブをすっぽりと被かぶったレアルが、なにがうれしいのか、けらけらと笑い声を漏もらす。

　すでに彼は人間を超ちよう越えつしていた。

　研究所からくすねていた変キ異メ種ラの細さい胞ぼう。それを自宅でも培ばい養よう、自分に注射し続けていたのだ。

　自宅に大型の培養ポッドなどなかったが、簡易な培養槽そうで充じゆう分ぶんだった。カナタに敗れたあの日、自宅に戻ると脳内に直接声が響ひびいた。




　ワタシヲ　ツカエ　ノゾミヲ　カナエル




　誰だと尋たずねる必要などない。なぜだかわからないが、あの培養槽に入っている肉にく片へんと同じものが喋しやべっているのだとわかった。

　人間の意思とは何か別の意思が語りかけてくる。

　その悪あく魔まの囁ささやきに耳を貸すのは簡単なことで、そしてその内容は魅み力りよく的な提案だった。

　そうだ。僕が今度こそちゃんと強くなれば、ユーリを自分の所有物ものにすることができる。

　フェンスのない屋上から、レアルは廃墟を見下ろす。

　傍かたわらにはＢ４サイズのアルバムが置かれてあり、彼はそれを手に取り開く。貼はられているのは全すべてユーリ・フロストルの画像だった。

　雑誌の切り抜きから、生徒たちの間で売り捌さばかれる隠かくし撮どり的なものまで揃そろえ、彼女の個人情報を網もう羅らしていた。

　ユーリに関することはなんでも知っている。

　身長１５６センチ、体重47キロ、スリーサイズ上からＢ81、Ｗ56、Ｈ85、誕生日は三月三日、好きな食べ物は甘いもの、嫌きらいな食べ物は苦にがいもの、趣しゆ味みはお裁さい縫ほうなど、知らないことは何一つない。

　身しん体たい測定の情報を保健室で盗み見たり、更こう衣い室に盗とう撮さつカメラを仕掛けたり、ユーリを知るためにやれることはなんでもやった。

　彼女を知ってから、彼女のことを考えなかった日は一度としてない。

　だからこそ、レアルは思う。

　僕とユーリはお互いよく理解し合った間柄なのに……なぜみんな僕たちの恋こい路じの邪じや魔まをするんだろう？

「僕とユーリとの間を引き裂さこうとするなんて、これはもう立派な犯罪だよね」

　見ている者がいれば気持ちが悪くなるような笑えみを浮うかべ、夜よ闇やみに姿をくらました。







　第五章　模も擬ぎ戦、そして……







　大勢の人間のざわめきと熱気が会場を埋うめ尽つくす。この日、闘技場にはユーリが教官を務める小隊を観みに多くの人々が集まっていた。

　カナタが負けたら言い逃のがれできないようにと、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーが模擬戦のことを公表したためらしい。勿もち論ろん内容は『特務小隊ロイヤルガードのユーリ・フロストルが教官となり、《ミストガン》の裏切り者であるカナタ・エイジ教官を成敗する』というものだ。

「これだけ人を集めといて、連続傷害事件の犯人を警戒しろって言われても……」

　集まった人数に対し、警備員の数が絶対的に不足している。

　満席の会場の中を歩きながら、クロエが嘆なげく。

　本来ならロイドと一緒に警戒するはずだった。だが、生あい憎にくと彼は第五研究所研究員の失しつ踪そう事件の処理に追われていた。

《ミストガン》最弱と名高いＦランク小隊と、Ｂランク小隊が対決する。そんな勝敗のわかりきった組み合わせカードにもかかわらず、闘技場は人、人、人で埋め尽くされている。

　この場にいる誰だれもが想像すらしていないのは、ミソラたちＥ６０１小隊が勝利すること。

　いや、想像していないだけではない。それは望まれてもいないことだ。正義の味方であるユーリが、悪者であるカナタを倒たおすことをみんなが期待している。

　だが、大衆は気づくべきだったのだ。

　あの裏切り者は逆境にあるときこそ、輝かがやきを増すことに……

　かつて名を馳はせた《黒クのロ剣ノ聖ス》が全てを覆くつがえせたのは、最後の最後まで勝負を諦あきらめなかったからであることを。







　闘技場の広さは縦横およそ一〇〇〇メートル。高さは最大で三〇〇メートル程度だろうか。その広大な容積もさることながら、一番の目玉はやはり、すり鉢ばち状の闘技場の中央を浮ふ遊ゆうする球体のモニュメントだ。

　ユーリがＢ２２７小隊の面々の先せん陣じんを切るようにして飛ひ翔しようして入場した途と端たん、モニュメントに刻み込まれたルーン文字が〈ソーサラーフィールド〉を形成し、辺り一面を非殺傷領域へと変化させる。

　やや遅おくれて大だい歓かん声せいがどっと闘技場を包み込んだ。

　続けて登場したユーリの小隊は観衆向けのアクロバット飛行を披ひ露ろうする。普ふ段だんはお眼めにかかることのできない、魅みせるスキルに観戦席から歓かん声せいが沸わき起こる。

「なんで模擬戦がこんなでかでかと宣伝されてるのよっ！　うわっ……！　ちゅ、中ちゆう継けいカメラまで来てるしっ！」

　すり鉢状の側面外周部の一部をくり貫ぬくようにして作られている、選手専用の待機所にミソラたちの姿があった。トンネルのようにくり貫かれた場所からフィールドに出場できる作りだ。そこから少し貌かおを出せば、闘技場の雰ふん囲い気きがわかる。

　控ひかえめに言っても、ミソラたちの味方はゼロに近いだろう。

　案の定、ミソラたちがフィールドに姿を晒さらしたときに起こったのは、大ブーイングだった。観戦席のあちこちからシュプレヒコールが起こる。

「あ、あのぅ……カナタさんっ！　すごく大勢の人たちが、わ、わたしたちを見てるんですけど……っ!?」

「落ちつけよレクティ。いまのお前なら大だい丈じよう夫ぶなはずだ。観戦席とこれだけ距離が離れてれば、どうってことないだろ」

「あうあう、カ、カナタさんっ！」

　おどおどとするレクティの前まえ髪がみを、カナタはくしゃくしゃになるまで搔かき撫なでる。レクティの体に籠こもっていた余分なチカラがすっと抜ぬけた。リラックスした彼女が辺りを見まわすと、ミソラがどこか落らく胆たんしたようにため息を吐ついていた。

「まあ、どうせこんなもんよね……」

　じつはちょっぴり、ほんのちょっぴりだけ彼女は──自分たちもユーリの小隊と同じく大歓声で迎むかえ入れられるかも、と心の片かた隅すみで淡あわい期待を抱いだいていたのだ。

　でも、現実はそんなに甘くなかった。

　落ち込むミソラとは対照的に、リコは貴公女のように気取った仕草で後ろ髪がみを搔き上げると、

「ふっ、女め神がみなわたしの前に全員ひれ伏ふすがいい」

　この場の人間全てが、女神な自分を一目拝むために集まったかの如ごとく告げた。

　ミソラと違ちがい、大ブーイングを自らのモチベーションに変換していた。

　もっともこちらは実力も頭脳もピカイチなのだが……

「お前らは落ち着いて普段通りの動きをすることを心がければいい。仲間の動きをよく見ろ、何かあったらお互たがいに声をかけあえ。そして絶対に勝て」

　それだけ言い放ち、カナタは堂々とフィールドを後にする。

　試合中のアドバイスは、たとえ教官といえど許されてはいない。彼にできることは、闘技場の観戦席から見守ることだけだ。

　関係者用に割り当てられた最前列の席に移動すると、ユーリの姿があった。

「赤あかっ恥ぱじをかく前にとっとと会場から姿を消したほうがいいんじゃないですか」

「へっ、吐ぬかせ。お前こそ、ほえ面づらかかせてやるよ」

　通例であれば対戦する小隊の教官同士が、隣となり合あわせに座ることなどあり得ない。試合の展開次し第だいでは、喧嘩の原因になるからだ。だが、カナタは平然とユーリの隣に腰こしを下ろした。

　ちょうどそのとき、赤色の発はつ煙えん弾だんが上空に高々と打ち上げられた。試合開始の合図だ。




　　　　＊＊＊




　格下相手に様子見など不要といったところか──

　戦せん闘とう開始と同時にリリィの小隊はすぐさま散開。獲え物ものを狙ねらう狩人かりゆうどの集団のように、手慣れた様子で個々に戦闘を開始する。

　中衛に位置するミソラの頰ほおを撫でるかのように、黄色の魔力弾が駆かけ抜けた。

『ああっ、惜おしかったですねっ！　外しましたかっ！』

　相手の後衛、リリィが魔ま銃じゆうを片手に悔くやしがる。

　なんて狙そ撃げき力りよくよっ！　自じ陣じんの後衛から敵てき陣じんの中衛を狙撃したっていうのっ！

　優に五〇〇以上の距きよ離りが離はなれているのに、初しよ弾だんから正確な狙撃。

　下手をしたらミソラは何もしないうちに撃げき墜ついされ、その瞬しゆん間かん敗北が決まっていたところだ。基き礎そ的な身体能力が段だん違ちがいだ。

　出足から乱れたミソラは仲間の姿が気になり、辺りを見まわす。

　……見つけた。







　激しい剣圧が頰を撫でる。

『……一瞬で仕し留とめる』

　レクティは相手の前衛、魔ま剣けん士しサーシャと斬ざん撃げき戦の真っ最中。

　静かな闘とう志しを伴ともなったサーシャが諸もろ刃はの片手剣を振ふり上げた。

　相手の前衛をとっとと仕留めて、リリィに褒ほめてもらうのだ。

　鋭するどく、そして──迅はやい斬撃。迷うことなくレクティへと振り下ろされる。

　だが、レクティは斬撃の動きを眼で追い、安定した動きで受け止めてみせた。

『わ、わたしは……まだ負けるわけにはいかないんですっ！』

　ガキィィィン。魔ミ装ス錬リ金ル同士が激しくぶつかり合う音。

　流りゆう麗れいな動きでレクティは刃はを跳はね上げ、切り返し、魔双剣の連撃を繰くり出す。

『……この子、本当にＦランクって馬ば鹿かにされてる子？』

　左右から次々と襲おそい来る剣けん戟げき。サーシャはそれを受け流しながら、後退を余よ儀ぎなくされる。

　その額に一筋の脂あぶら汗あせを浮かべながら……

『サーシャさん、援えん護ごするよっ！』

　中衛のグレッグの声。その瞬間、レクティに向かって三本の魔矢が放たれた。

　光り輝く魔矢は、いまだサーシャと剣戟を結ぶレクティへと飛ぶ。

　矢をぎりぎりまで引きつけてからサーシャが離れた。そのため、レクティには眼と鼻の先に矢が迫せまったように見えた。

　それでもどうにか避よけようとした。が、矢は自動追つい尾びの魔術がかけられていたらしい。

　上空へ逃にげても追いかけてくる矢を、レクティは素す早ばやく処理する。

　一本目、二本目を双剣で叩たたき落とし、三本目をＸ字にした双剣で防ぐ。

　直後に魔矢が爆ばく発はつ。爆風にレクティが弾はじき飛ばされる。

『……隙すきあり』

　そこへ、サーシャが容よう赦しやなく襲いかかった。

『くっ！』

　防ぎきれないとレクティは撃墜を覚かく悟ごするが、

『レクティ、下がれ』

　リコの声。同時に、敵の魔剣士の出で鼻ばなを挫くじくように蒼あお白じろい魔力弾が襲いかかる。

　回かい避ひを余儀なくされ、サーシャは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情を浮うかべる。

　それだけではない。間かん隙げきを縫ぬってグレッグが放っていた二発の追尾魔矢ホーミングアローも叩き落とす。

『ふっ、わたしの仲間に手を出すな』

　直後リコとグレッグの長距離射撃戦が勃ぼつ発ぱつ。

　お互い遠距離攻こう撃げきを繰り出すが、手数は圧あつ倒とう的にグレッグの方が多い。

　交こう錯さくする魔力弾と魔矢が衝しよう突とつし、爆風を撒まき散らした。







　戦せん況きようは一進一退といったところか。

　Ｂランク小隊と互ご角かくに渡わたり合っている点は評価するべきかもしれない。だが、それだけでは駄だ目めだ。この模も擬ぎ戦で求められているのは、相手の小隊長リイを倒すか、ペンダントを奪うかして勝利することなのだから。

　リリィ・ランカスター。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン予科三年にして、Ｂ２２７小隊の小隊長。いわゆる予科生の有ホ望ー株プという奴やつだろう。

　長所はこの小隊を牽けん引いんする行動力と、常人離ばなれした身体能力パフオーマンス。高機動戦術における継けい続ぞく戦せん闘とう能力は、体力自じ慢まんのＢ２２７小隊の中でも随ずい一いちだ。

『うわっ！　こ、こっちにきたしっ！』

　仲間二人はすでに交戦中だが、ミソラはそうするわけにはいかない。

　なにせミソラがリリィと戦ったところで勝率はゼロだ。

　リコやレクティならまだしも、技ぎ巧こう的戦闘スキルからっきしのミソラが勝てるわけがない。

　ならば……

　ぐっと奥歯を悔しげに嚙みしめ、ミソラは背中を向け──後衛空域へと退たい避ひした。

　途端に会場からどっと笑いが起きる。

　落ちこぼれが一戦も交えずに逃げ回る。その光景を指さし誰もがさすがＦランクだと腹を抱かかえていた。

　そんな観戦席の様子に、ミソラが唇くちびるを尖とがらせる。

『あ、あたしだって好きで逃げてるんじゃないんだって……っ！』

『気にしないでくださいねミソラさんっ！　いまは勝つために逃げるんですっ！』

『ふむ、昔から三十六計逃げるにしかずというではないか』

『う、うぅ！　あ、あんたたち……っ！』

『もっともわたしは無ぶ様ざまに逃げるなんて、美しくないことは嫌きらいだが』

『だ、ダメですよリコさんっ！　そういうことは思っても胸にしまっておかないと……』

『あ、あんたねっ！　こんなときになんてこと言うのよっ！　……くっ！』

　突とつ如じよ、高速飛行中のミソラが急旋回ブレイク。体にぐっとＧがかかる。

　その途と端たん、彼女の視界の端はしを数発の魔力弾が通り過ぎていく。

　右後方には、魔銃を構えて悔しがるリリィの姿があった。

『ちいっ、ちょこまかと！　逃げないでちゃんと戦いなさいっ！』

　言いながら、リリィが数度発はつ砲ぽう。必中を確信した魔力弾がミソラへ迫る。

　それに気づき、野性の勘かんだけを頼たよりに動くミソラ。それだけなのに、リリィの射撃を悉ことごとく避よけてしまった。

『くっ、運がいい人ですねっ！』

　定石セオリーを無視したミソラの乱雑な軌き道どうが功を奏したのだ。

　熟練者になればなるほど、基礎基本の大切さを知っている。だからこそ、定石セオリーを無視した動きに振り回される。

『へたくそっ！　どこ狙ってるのよっ!?』

　逃げ回るミソラの様子は、まさに非の打ちどころがないほどの見事な遁とん走そうぶりだった。

　なにせ遭そう遇ぐう戦の際は、馬鹿げた数のアルケナル級から逃げ惑まどったのだ。

　命からがら逃げる術すべは、そこで自おのずと身についた。

『戦うつもりがないならそれでもいいですけどねっ！　逃げるだけじゃ、わたしたちには勝てませんよっ！』

　調子に乗ったリリィが挑ちよう発はつする。

　たしかにただ逃げるだけでは、圧倒的不利な状況を覆くつがえせない。

　この状況下で一発逆転の可能性があるとすれば、リリィの胸むな元もとにあるペンダントを奪うばい取ること。もしくは小隊長であるリリィのみを迅じん速そくに撃墜することなのだが、こちらの可能性は限りなくゼロに近いだろう。

　案の定、ミソラたちは前者を選せん択たくしたようだ。

　かかったわねっ！

　訓練された猟りよう犬けんのように、無む駄だのないシャープな動きでミソラを追いかけてくるリリィ。だが、彼女は気づいていない。逆にミソラに誘さそい込まれていることに……

『誰だれが逃げてるって言ったのよっ！　いまのあたしたちには、集団戦を充じゆう分ぶんに戦い抜くだけのチカラがあるわっ！』

『へんっ！　いまさらそんなはったりをかましたところで……』

『覚悟しなさい。腕うで利ききの魔銃士が狙ってるわよっ！』

　警告した刹せつ那な、鋭く抉えぐり込むように放たれた魔ま弾だんがリリィへと迫る。

　グレッグと射撃戦を繰り広げているリコが、間隙を縫って狙撃してきたのだ。

『なんですとっ！　この子の乱雑な動きを把は握あくしてわたしに魔力射撃をっ！』

　リリィは慌あわてて軌き道どう変へん更こう。乱数回避を頼りに、続々と放たれる射撃を躱かわそうとする。

『くっ、不意を突つかれました。ちょっと敵陣深くへ侵しん攻こうしすぎたようですねっ！』

『ふむ、いまのを躱すとはさすがＢランク小隊といったところか』

　リコがリリィを見やり、ついで大いに逃げ惑うミソラを見み据すえ、

『……それにしても相変わらず変則的な動きだ。わたしでないとミソラは援護フオローできないな』

　さらに数発、魔力弾をリリィへと叩き込んだ。

『Ｆランク小隊のくせに、やけに腕うでのいい魔銃士ですねっ！』

　進行方向の空間を、魔力弾が切り裂さく。正確な射撃だ。

　急制動をかけたリリィは、そのまま逆加速。落ち着いた機動で自じ陣じんへ後退しようとした。そのときだった。

　上空からひっそりと回り込んでいたミソラがリリィへ襲いかかったのは──

『注意が散さん漫まんすぎよっ！　ペンダントはいただくわっ！』

　急降下してきたミソラが、いきなりリリィの胸元のペンダントを奪い取ろうとする。

　シンボルマークを刻まれたペンダントが奪われてしまえば、そこでリリィたちの敗北は決定する。自陣へと誘い込んだリリィをリコが狙そ撃げきし、さらにミソラが強きよう襲しゆうをしかける二段構えの作戦。

　だが、リリィはその行動を予期していたかの如ごとく、落ち着いて左腕に魔ま剣けんを展開。自分に向かってくるミソラに対し、燕つばめ返しのように素す早ばやく斬きり上げた。

『きゃっっっ！』

　ミソラは咄とつ嗟さに魔術障しよう壁へきを展開。直撃こそ免まぬかれたものの、脇わき腹ばらを押さえ、呻うめき声を漏もらしていた。

『ふっふっふっ。あなた方がする小細工くらい、うちの教官が読んでないと思っているんですかっ！』

　リリィが腰こしに手を当て勝ち誇ほこってみせた。







　闘とう技ぎ場じようの観戦席。最前列。

　周囲の観衆が叫さけび声を上げる中、カナタとユーリがいるその空間だけが、取り残されたかのような静けさを保っている。

　そんな中、ユーリが淡たん々たんと告げた。

「この程度ですか。興きよう醒ざめですね」

「ん？　なにが興醒めなんだよ？」

「……カナタ先せん輩ぱいが教官でありながら、この程度の戦術しか編み出せていないということです。正直Ｆランク小隊にできることなんて限られているとは思いましたが、いくらなんでもこれでは興醒めです。Ｂランク小隊相手に正せい攻こう法ほうでは勝てないにしても、ペンダント狙ねらいの二段構えだなんて幼よう稚ちすぎなんじゃないですか」

　模も擬ぎ戦は教え子たちの戦いであるとともに、教官同士の知ち略りやく戦という側面も持つ。

　相手の思考を読み、戦術の裏を搔かき、不意を突いて反撃する。

　経験未熟な教え子たちは戦闘に専念させ、メインの戦術を考えるのは教官の務め。だからこそ、読み合いで勝つことができたというのは教官としての名めい誉よだ。

　だが、さきほどカナタのペンダント狙いを読み切ってみせた、ユーリの顔かお色いろは冴さえない。

　むしろ怒いかりを押し殺すかのように、全身がわなわなと震ふるえていた。

「カナタ先輩、わたしはあなたと同じ前衛だったんです。だからこそ知っています。弱者には弱者の戦い方があり、それで強者を打ち倒たおすこと──下げ克こく上じようをカナタ先輩が好きなこともです！」

「…………………………」

「どうやって意表を突いてくるか。それをどうやって叩たたき潰すか愉たのしみにしていたというのに、この程度だなんて……」

　ああ、もうこんな試合どうでもいい。ただの消化試合だ。そんなユーリの想おもいが反映されたかのように、リリィたちも試合を終幕へと導こうとする。

『ほらほら、あと一息ですよ。みなさん頑がん張ばってくださいっ！』

『……うん、頑張る』

『いけるよリリィさん、もう一息だ』

「どうやらもうすぐ勝負はつくようですねカナタ先輩。裏切り者のあなたは所しよ詮せん、この程度の子供騙だまししか──」

　ユーリの台詞せりふは途と中ちゆうで遮さえぎられた。いきなりカナタが小刻みに震え始めたかと思うと、小さなくぐもった声が漏れ、それが次し第だいに大きくなったからだ。その漏れ出る音が──笑い声であることに気づき、ユーリに動どう揺ようが奔はしる。

「な、なにがおかしいんです……っ！」

「いやなに。お前はさ、俺とミソラたちがこの程度だと思ったんだなって。ペンダント狙いの作戦しか考えられねーような奴なんて、ぶっちゃけ素人しろうとじゃんか」

「いまさらはったりですか！　見苦しいですよカナタ先輩。もうすぐ勝負がつきます、それで終わりです！」

「ま、もうすぐ勝負がつくってのは間ま違ちがってねーよ。でも、勝つのはどっちだろうな……」

「先さき程ほどからわたしの小隊が勝つと宣言しているはずですっ！　カナタ先輩の作戦は読み切りましたからっ！」

　カナタが不敵な笑えみを返す。苦戦を強しいられるばかりで、ミソラたちがロクな攻こう勢せいに出られてないにもかかわらず、だ。

「なあユーリ。俺の作戦がペンダントを奪うことだなんて、いつ言ったんだよ？」

「……またはったりですかっ！」

　呆あきれ、そして嘲ちよう笑しようするかのような声を上げるユーリ。

　先程のミソラの動きは、明らかにカナタの指示によるものだ。そんなこと、見ればわかる。だからこそユーリはペンダント狙いの作戦を見み越こして、対処法までリリィたちに教えておいたのだ……もう勝負は決している。

　だが、カナタは飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさない。

「ユーリなら常に手て堅がたい手を打ってくる。例えば、相手がペンダント狙いだと気づいたら、自分の小隊をＶ陣じん系にシフトさせるとかな」

　直後に空中では、サーシャとグレッグの二人前衛ツートツプになり、リリィを護りやすい形をつくった。

　いまカナタの言った通りだ。

「た、たった一度予想しただけでは……」

「そしたら、ミソラたちの小隊はＩ陣系にシフトする。前衛をレクティ、中衛がリコ、後衛がミソラだ。縦一直線になるから、リリィの位置からじゃ、後衛のミソラの動きが見えづらくなるな」

　リリィたちの動きに応じるかの如く、間を置かずしてミソラたちがシフトした。

　それこそカナタが言った通りに……

「ぐ、偶ぐう然ぜんですっ！　偶然が続いただけですっ！」

　こんなことがあるわけがない。

　ユーリがそう考えるのも無理のないことだった。いくら元エースのカナタとはいえ、相手の裏の裏をかくなんてことは──一朝一夕にできることではない。

　しかるべき戦術眼を持つ者が入念に時間をかけて、対戦相手の思考や癖くせを分ぶん析せきすることで生み出せるのが、ランキング戦に於おける戦術だ。

　カナタの裏をかいたのは、ユーリが三日間考え抜ぬいた作戦だ。自信は充分にあった。だというのに、こうも読み負けるなんて……。

　そんな奇き跡せきに近い読みを披ひ露ろうしたカナタだが、

「そしてリリィからの注意が薄うすくなったミソラが、後方で逆転の切り札を作り出す。その間、リコとレクティが必死にミソラを護まもりつつ戦う」

　淡々と予測だけを語り続ける。

　そしてミソラたちに、油断などする様子は微み塵じんもない。

「そ、そんなことが……。ま、まさか……あ、あれは──っ!?」

　その光景をユーリが凝ぎよう視しする。

　ミソラが握にぎる魔ま砲ほう剣けんのシリンダー型魔力縮しゆく退たい炉ろが、ガシャンと一回転する光景を。

　信じられない。全すべての事象がカナタ先輩の言ったとおりに……

　ユーリの知る限り、こんなことは起こってはならない事態だ。こんなことが起こってしまえば、カナタは本当に予測していることになる。

　この戦いの結末を、だ。

「目の前で起こってることだろ。どうして受け入れられねーんだよ？」

「…………っ！」

「ん、言わなかったか？　この模擬戦、これまで全部俺の読み通りだって」

「す、全て読み通り……っ!?」

「次はリリィが単独で突とつ撃げきするよ。ミソラを潰つぶすためにな」

「まさか。リリィは優ゆう秀しゆうな空士です。ミソラちゃんの注意を分散させるために、ここは仲間と協力して攪かく乱らんを……」

「いや、リリィは自分を優秀な狩人かりゆうどだと思ってる。ミソラを、猟りよう銃じゆうの一発で倒せる絶好の獲え物ものだともな。だからこそ、きっと一人で行くよ。わざわざ仲間の手を煩わずらわせる必要はねーってな」

　案の定、リリィが単独でミソラを仕留めようと突とつ出しゆつした。

「自分が獲物になりさがってることに気づいてねー時点で、そいつはもう勝負に負けちまってるんだよ。いまの狩人はミソラだ。そしてリリィは猛たけり狂くるう野や獣じゆうってあたりか」

　思わずユーリが叫んだ。

「リリィ！　ダメですっ！　そっちへ行っては──!!」

「さて、ここが正念場だぜ。……いけっ！　ミソラっ！」

　高ぶる感情を抑おさえきれず、カナタが観戦席からエールを飛ばした。







　肉にく薄はくするリリィの姿に、ミソラは再度反転、遁とん走そうする。

　観戦席から沸わき上がるブーイング。だが、そんなもの気にする余よ裕ゆうもない。

　片時も油断することなく、リリィの気配を、後ろから迫せまる野獣の如ごとき気配を絶えず意識する。

『ほらほら、どうしたんですかっ！　逃にげてばかりじゃ勝つことはできませんよっ！』

『……わかってるわよっ！』

　ミソラが地面に向かって鋭えい角かく降下。視界一いつ杯ぱいに地面が迫ったかのように感じた瞬しゆん間かん、体を起こす。地面に接キ吻スするかのように地表すれすれを飛ひ翔しようした。

『……これでどうっ！』

『その程度のことでわたしが怖おじ気けづくとでもっ！』

　ミソラの曲芸とも取れる危険機動にも、リリィは難なく追つい尾びしてくる。

　後ろから迫った黄色の魔ま力りよく弾だんがミソラの直近で炸さく裂れつ。彼女の間近にある地面が次々爆ばく発はつし、まるで絨じゆう毯たん爆撃でも受けたかのように掘ほり返される。

　だが、ミソラを直撃することはなかった。

　射撃に齟そ齬ごが生じていることにリリィはまだ気づいていない。ミソラの素人じみた乱雑な軌道の中に隠かくれた、初速から最高速度に達する時間の短さが生み出す『錯さつ覚かく』という名の齟齬を。

　あーもう、一方的に攻こう撃げきするのも充じゆう分ぶん卑ひ怯きようじゃないのっ！

　吹ふき飛ばされた砂じや利りが頰ほおを打つ。

　それでもミソラは超ちよう低空飛行を続けた。

　たしかにリリィは強い。正面から渡わたり合ったら、おそらく勝てないだろう。

　だが、ミソラには収束までの時間を稼かせいでくれる仲間がいる。慣れない格上との戦いに苦戦しながら、ミソラが敵を倒すための時間を必死に稼いでくれる仲間だ。

　リコもレクティも必死に戦っているというのに、自分だけが弱よわ音ねを吐はくわけにはいかない。だからこそミソラは粘ねばり抜き、ここぞというタイミングで急きゆう上じよう昇しようをかけた。

『ふんっ！　ライン際ぎわに追い詰つめられて垂直ヴアー上昇チカルブ機動ーストですかっ！　苦し紛まぎれにもほどがありますねっ！』

　逃げるということは、収束が不完全なことの裏返し。そう判断したリリィもまた同じ軌道で追い駆かける。

　垂直上昇はもっとも重力に逆らう機動だ。どんな強者でもその瞬間、飛行速度が減げん衰すいする。獲物を仕留めることに夢中だったリリィは、この事実を見落としていた。

『これで終わりですっ！』

　必中を確信して引き金を絞しぼろうとするリリィ。

　だが、ミソラはここで思わぬ行動に出た。

　制限高度ぎりぎりまで上のぼり詰めた彼女が、あろうことか反転。そのまま降下してきたのだ。真上からリリィを見下ろし、手にした武器の砲ほう口こうを、突進する猛もう牛ぎゆうのような勢いで迫る彼女へと向ける。

　収束などもうとっくに完かん了りようしていた。ミソラが待ち望んでいたのはタイミングだ。

　絶対に砲ほう撃げきを外さないタイミング。

『……し、しまったっ！』

　空中戦に於いて上を取ることのメリットは、位置エネルギーが大きいことにある。下から上昇するよりも、上から降下して来た相手の方が必然的に速い。

　つまり、逃のがれられない。

　この世界の全ての物理法則がミソラに味方する。

　リリィは急旋回ブレイクしようとして一瞬躊ちゆう躇ちよ。なにせ相手はあの逃げ足の速い奴やつだ。右か左か。どちらに急旋回するか判断に悩なやんだ。結果、全ての選せん択たく肢しがなくなる。

　ミソラが即そく座ざに引き金を絞った。

「もらったっ！」




　魔砲剣戦技──収束ストラ魔イクブ砲ラスター




　轟ごう音おん。肩かたの関節が外れ両りよう腕うでがもぎ取られるかのような反動。

　天を焦こがすかのような白銀色の光の奔ほん流りゆう。

　勝利への執しゆう念ねんを込こめた一筋の光こう渦かは、逃げ惑まどう暇ひますら与あたえずリリィを包み込む。

　薄れゆく意識の中、リリィは思った。

　な、なんでこんなに強い子たちが、落ちこぼれＦランク小隊なんて蔑べつ称しようで呼ばれてるんですか……っ!?

　そのＦランク小隊相手に彼女は敗北を喫きつした。






















　しんっと静まり返る観戦席。

　仮に学園統とう括かつ長ちようが注意しようとも、さきほどまで鎮しずまるはずもなかった闘とう技ぎ場じよう。

　だが、いまは微塵の音もしない。

　口をぽかんと開ける者。眉み間けんに皺しわを寄せる者。目を大きく見開く者。

　そして次の瞬間、呼吸すら忘れていた全員が一いつ斉せいに声を張り上げる。

　重なるように悲鳴とブーイングが響ひびく。まさかの大おお番ばん狂くるわせに、卒そつ倒とうする者や膝ひざ立だちになり啞あ然ぜんとする者までいた。

「ま、まさかリリィたちが負けるだなんて……」

　目の前の出来事が信じられない、といった表情を浮うかべるのは最前列のユーリも同様だ。

　絶対にカナタ先せん輩ぱいに勝てると思っていたからこそ。勝利を確信していたからこそ。

　こうして意い気き揚よう揚ようと臨のぞんでいたのに……

　もしかしたら、今はまだベッドにいて悪夢を見ている最中ではないだろうか。

　そんな現実逃とう避ひしたい気持ちさえ湧き起こってくる。

「ま、こういうこともあるってことだよ。実力が上だからって、必ずしも勝てるとは限らねーってことだ。実力の差なんていくらでもひっくり返すことができる。大事なのはどうやって戦うかだ」

　あり得ない光景に直面したユーリは頭が真っ白になる。返す言葉が出てこない。

　そんなとき、耳もとで誰だれかが囁ささやく声がした。

「ふふっユーリ。キミの絶望しきった貌かおも素す敵てきだね」

　生理的に受け付けたくない、気味の悪い台詞せりふだ。

「だ、誰ですかっ！　あなたは……っ!?」

　怒ど気きの籠こもった鋭い視線を浴びせられ、不気味な台詞を吐いた少年は軽く跳ちよう躍やく。

　数列後ろの観戦席に降り立った。

　突とつ如じよとして湧きでた不ふ穏おんな気配に、周囲の観客がなにやら注視する。

「いやだなー、僕だよ。覚えてないのかいユーリ？」

　そんな言葉を口にしてみせたのは、炯けい々けいと輝かがやきを発する眼めをした、ラインの細さが目立つ少年──レアルだ。

　呆あつ気けに取られるユーリを見つめ、彼は満面の笑えみを浮かべる。

「ああ、愛してるよユーリ。いまの僕はキミより格段に強い。さあ、僕の愛を受け入れてくれっ！」

　言うや否いなや、魔ま剣けんを取り出すと、ユーリへと躍おどりかかる。

　瞬時に眼と鼻の先へ現れたかのような高速移動。そのままユーリの喉のど元もとへ刃やいばを突つきつけようとした。二人の間に人ひと影かげが割って入る。

「ちぇ、なんだよ。せっかくいいところだったのに。これから僕とユーリがいちゃつこうと思ってたのにさ……」

　逆さか手てにダガーを構えたカナタが凶きよう刃じんを受けとめていた。

「関係のない奴はとっとと逃げとけよ。なんだか知らねーけどさ、こいつ相当ヤバいぜ」

　警告を受けた観衆が逃げるのを確かく認にんし、カナタはレアルの魔剣を押し返す。

　姿勢を崩くずすレアルへ、素早く回し蹴げりを放つ。観戦席へ叩きつけられたレアルは、ゆっくりと、だが平然と起き上がった。

　すぐさまカナタはフィールド方向へと飛び降りる。

　無論、呆ほうけるユーリの手を摑つかんでだ。

　落下中に我に返ったユーリとともに、飛行魔術を発動。直前で身を翻ひるがえして滑なめらかに着地した。

「ふふっ、ユーリ。どこだい、どこにいったんだい？　ああ、なんだそんなところにいたのか？　ほらほら、もうすぐだよ。もうすぐ可愛かわいがってあげるからね」

　恍こう惚こつとした笑みを浮かべ、レアルが観戦席から跳躍。飛行魔術を使わず三〇メートル以上の高さから降下してみせた。

　すでに正気を失い、その身に宿すチカラ──呪じゆ力りよくに精神を吞のみ込まれつつあるのだ。

「な、なんですかあれっ！　あんな素早い動き……っ!?」

「落ちつけよユーリ。あいつの相手は俺がするから、お前は後ろに控ひかえてろ」

「わ、わたしにカナタ先輩の背中に隠れて脅おびえていろというんですかっ！」

「ここはまだ〈ソーサラーフィールド〉が機能しているから問題ねーよ。だから──」

　不意にレアルが左指をぱちんと鳴らす。

　カマイタチが奔はしり、〈ソーサラーフィールド〉を発生させるモニュメントが切り刻まれ、落下した破は片へんが盛せい大だいな土つち埃ぼこりを上げた。

「カ、カナタ先輩の背中に隠れるなんて真ま似ねできませんっ！」

「俺は大だい丈じよう夫ぶだって言ってんだろ。たまには先輩の言うこと素直に聞けよ」

　まずいな。はっきりとカナタは感じた。いまのユーリは悪い癖くせが出てる。

　カナタへの対たい抗こう意識のせいで、状じよう況きようの判断が正確でない。

「ふふっ、これで逃げる場所はなくなったよ。ユーリ。僕がこんなに愛してるんだよ。キミもちゃんとそれに応こたえてくれなくちゃダメじゃないか」

　カナタとユーリのもとへ瞬間移動したかのように現れる。カマイタチを使わないのは、簡単に殺すつもりはないという意思の表れだろう。

「狙ねらわれてるぞ、避よけろユーリっ！」

「えっ？」

　彼女が気づいたときには、背後からレアルが迫せまっていた。

　見た目以上に強力なチカラで、瞬またたく間に後ろから腕うでを回され、首を絞しめつけられる。

「かは……っ！」

　声にならない擦かすれた悲鳴。次にユーリが気づいたのは、すぐ間近にレアルの貌が迫ったときだった。狂きよう気きに満ちた眼がこちらを凝ぎよう視ししていた。

「ふふっ、ユーリ。かわいいよユーリ」

　必死に痛みを堪こらえながら、ユーリは気き丈じようにも、きっと睨にらみつける。

　そんな彼女の行動に、レアルは己の欲望がますます満たされ興奮するのを感じる。

　絶対に逃にげられないにもかかわらず、まだ抵てい抗こうしようというその姿勢。

　その光景は、決して出ることのできない籠かごの中で必死に足あ搔がく小鳥そのもの。

　レアルの姿は、いつでも殺せる愛あい玩がん動物を眺ながめて愉たのしむ、快楽殺人主義者を思わせた。

「ああ、僕はいまユーリと愛し合っている」

　ぺろり。嫌いやがるユーリの首筋から左耳にかけてレアルは思わず舌を這はわせた。ねっちょりとした不快な感かん触しよくに、ユーリは思わず頰を強こわ張ばらせる。

「……てめえっ！」

「おおっと、動くなよ。カナタ・エイジ」

　レアルは、右手に持つ魔剣を、ユーリの喉元へと突きつけた。

「もし一歩でも動いたら、ユーリがどうなっても責任が持てないよ。あは、あははははっ！」

　不気味な笑い声を洩もらすレアルに、躊ちゆう躇ちよしたカナタは固かた唾ずを吞む。

　仮にここでチカラを解放したところで、レアルの警けい戒かい心しんを刺激するだけだ。そうなれば、ユーリを救い出すことはできない。どうすれば。どうすればユーリを助けられる……？

　そんなときだった。突如として、白銀色の砲撃がレアルの魔剣を弾はじき飛ばしたのは。

　どこから来たのか。誰が放ったのか。

　そんなことを考えるより先に、カナタの体が動いていた。

　タイミングを逃さず、カナタは殺気を伴ともなってレアルへ接近。状況把は握あくに戸と惑まどったレアルは、ユーリを手放し大きく後方に跳躍した。カナタは、激しく咳せき込むユーリを庇かばうように立つ。

「誰だい、僕とユーリの仲を引き裂さいたのはっ!?」

　レアルの視線がある一点へ注がれる。

　その人物の姿は、レアルが切り裂き落下したモニュメントの破片の上にあった。

「ふむ。いまのはわたしが攻こう撃げきを放つタイミングだと思ったが……」

「そ、そうですよねっ！　あのぅミソラさん……？　たしか威い嚇かく射しや撃げきするつもりだったと思うんですけど、あ、当てちゃってますよねっ!?」

　女め神がみの映し身のような少女と、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女が呆あきれ果てた表情を浮かべる。そんな二人の傍かたわらには、発はつ砲ぽう煙えんを上げる魔ま砲ほう剣けんを右脇わきで絞しぼるようにして構えながら、想定外のことに頰ほおを引きつらせている紅あかく艶つややかな髪かみの少女。

「あ、当たっちゃった……！」

　威嚇のつもりで放った一発。固定目標に対する命中率は五〇パーセントをやや上回る程度。二発に一発の割合で失敗する魔砲を放ったミソラ・ホイットテールの姿があった。







　第六章　交こう錯さくする最弱と最強──そして彼女らはお互たがいを知る







「あのさー、なんでお前らは逃にげてないわけ？」

　第一声はそこから始まった。

　カナタが不ふ機き嫌げんそうなオーラをありありと漂ただよわせ、ミソラを見る。

「あ、あんたを置いて逃げるわけにはいかないでしょ！」

「やっぱミソラが言い出しっぺか」

「うん、そうだけど…………きゃっ！」

　ミソラのもとへと詰つめ寄り、その頭を軽くこつんとやる。

「注意しなかったのかよリコ？　お前がいて、いまの逼ひつ迫ぱくしてる状況がわかんねーわけねーだろ」

「ふっ、状況の変化を感じ取って正確に伝えたのだがな。お馬ば鹿かなミソラの考えることは理解できん」

「あのぅ……、小隊長であるミソラさんが行くって言い出して、リコさんの注意にも聞く耳持ちませんでしたし、ミソラさんを一人で行かせるくらいならって……」

　鼻息荒あらいミソラを単身乗り込ませるわけにもいかず、リコもレクティも仲間としてしぶしぶ付き添そったらしい。

　事情を聞き知ったカナタは後頭部を搔かきながら、

「あー、わりー……。ミソラがお馬鹿なことを計算に入れなかった俺のミスだ」

「ちょっと！　誰がお馬鹿よっっっ！」

　そんな言葉を受けて、カナタ、リコ、レクティの三人が一いつ斉せいに咎とがめる。

「「「お前だよっっっ！」」」

「う、うぅ……。で、でも、あんたとユーリさんのことを放ほうっておけなかったんだもん……」

　軽いため息。それから気を取り直して、落ち込んだミソラの頭にそっと手を添える。

「ま、助かったよ。ありがとな」

　次に教え子たちを見み据すえ、カナタは思う。

　空戦魔導士第一の条件は諦あきらめないこと。

　わけもわからない化物相手に立ち向かう勇ゆう猛もうさを褒ほめるべきか、それとも勝ち目のない戦いに臨のぞむ愚ぐ行こうを咎めるべきか。

　緊きん迫ぱく感のある状況にもかかわらず、カナタは飄ひよう々ひようと言い放った。

「でも、俺はいいから逃げろよ。あいつはお前らが敵かなう相手じゃねーよ」

「で、でもあんた一人じゃ……」

「いや、仲間ならいるけど」

「仲間って……、ユーリさんはあいつに狙われてるんでしょ」

「ユーリじゃねーよ」

　言い捨て、レアルと対たい峙じしようとしたときだ。

　何の前まえ触ぶれもなく天から、紅い光条が降り注ぎ、レアルがいた空間が串くし刺ざしにされた。

　高々と舞い上がる爆ばく煙えんと粉ふん塵じんの先には、上空で魔ま砲ほう杖じようを油断なく構えた、クロエ・セヴェニーの姿があった。

「ほら、ちゃんといるじゃんか」

　この状況で上空まで警戒していたのは、カナタを除いて誰だれもいなかった。敵であるレアルも同様だ。

　爆煙が晴れ、中から人影が姿を現す。

「おやおや、いきなり撃うつなんて……痛いじゃないか」

　苦く悶もんの表情は一いつ切さい見られない。それどころかいまだ余よ裕ゆうありげな貌を浮うかべるレアル。

　だが、右みぎ肩かたから先が失くなっていた。

　躱かわしきれなかったのだ。

「投降するならいまのうちだぞ。いまならまだお前を殺さずにすむ」

「あはははははっ！　誰が誰を殺すってっ！」

　見ると、レアルの右肩の付け根に何かがあった。まるで巨きよ大だい化したガン細さい胞ぼうのような、漆黒の塊かたまりが覗のぞいていた。そしてその塊の先から無数の筋繊せん維いが生み出され、捻ねじれ纏まとまりながら腕の形を構成、組織を再構築──瞬く間に腕が生えた。

《ミストガン》の医メ療デ医イ学ス科ンの技術を遥はるかに凌りよう駕がする再生メカニズム。

　上空から睥へい睨げいしていたクロエがつぶやく。

「ただものじゃないみたいだね……」

　そして安定感のある正確な動きで、二射目を撃ち下ろそうとするが、

「《寂滅姫ニルヴアーナ》の砲ほう撃げきは厄やつ介かいだからね、ご遠えん慮りよ願うよ」

　突とつ如じよとしてレアルがオーケストラの指揮者のように手を振ふり回し始めた。その動きに合わせて、周辺に乱気流が湧わき起こり始め、瞬く間に黄昏たそがれ色の旋せん風ぷうと化した。

　カマイタチの防ぼう壁へきへと姿を変えたそれは、闘とう技ぎ場じようを覆おおう障しよう壁へきとなり、レアルとクロエの間に立ち塞ふさがる。

　クロエが容よう赦しやなく砲撃を放つが、それを貫つらぬくことができない。大規模砲撃ならとも考えたが、彼女が全力を出せば、学園浮ふ遊ゆう都市の機能に支障をきたすダメージが想定される。

　来る者を拒こばむ絶対防ぼう御ぎよの障壁。

　それは闘技場を閉へい鎖さ空間へと変へん貌ぼうさせた。

「あははは、じゃあ僕とユーリがこれから愛し合うのを黙だまって見ていてくれ」

　悔くやしがるクロエの姿を想像してから、レアルは平然とカナタたちへと向き直った。

「……クロエが無力化された、か」

　同時に彼は決心していた。

　この状じよう況きようで、ユーリを含ふくめミソラたちを護まもれるのは自分しかいない。

　やれやれ、ミソラたちならともかく……ユーリの前でこのチカラを披ひ露ろうしたくなかったんだけどな。

　ミソラが薄うす々うす気づいているあのチカラ。ここであのチカラを使えば、おそらくユーリにもカナタの病気療りよう養ようの真実に気づかれるだろう。

　だが、いま戦わなければ仲間を護れない。

　彼は眼めを閉じて意識を集中した。







　呼吸を整えて全すべてを空くうにする。

　万ばん物ぶつの流れを無意識に感じ、潜せん在ざい的な意識の中でふたつのチカラを意識する。

　ひとつは魔ま力りよく。もうひとつは呪じゆ力りよく。人間のチカラ。人外のチカラ。

　そのチカラのイメージをひとつに纏め上げていく。

　纏め、練り上げ、捏こね繰くり回し、収しゆう斂れんさせる。

　カナタの体内の奥底で、黒いうねりのようなものが生じる。そしてそれら全てが混ぜ合わさり、次し第だいに一体化したチカラのようなものが生じる。

　生み出されたのは、万物の理ことわりを崩くずすチカラ。

《崩ほう力りよく》

　本来合わさることのない相反する二つのチカラの合成物であり、万融錬金士アルケミストたちが、未いまだその存在を証明しきれてない、世界の理を破は壊かいする叛はん逆ぎやくのチカラ。







　放たれる気配。人間が持つべきではないチカラ。

　その禍まが々まがしさにユーリは己おのれの眼を疑った。

　本当に一いつ瞬しゆんのことだが、敵がもう一人増えたのではないかと勘かん違ちがいした。

「ま、あとは俺がなんとかするよ。お前らは全員後ろに下がっといてくれ」

　隣となりにいるのは明らかにカナタだ。他の何者でもない。

　彼は当たり前のようになにもない空間から漆黒の魔砲剣〈グラディウス〉を取り出す。

　だが、その身に宿すチカラは人間のものでもなければ、魔ま甲こう蟲ちゆうのものでもない。

　目の前の化物が放つ気配と同質のものだった。

「な、なんなんですかそのチカラはっ!?」

「さーな。朝目が覚めたら、いつの間にか身についてた」

「……ふ、ふざけないでくださいっ！」

　そんな言葉を背に受けながら、カナタはレアルに向かって悠ゆう々ゆうと歩きだした。

　まるで自分の勝利を確信しているが如ごとく。

　レアルは魔ま剣けんを光の粒りゆう子しにすると、両りよう腕うでを広げ、大きく身構えた。

　その瞬間、カナタの左上じよう腕わん部ぶより先が残像の速度で動く。同時に、レアルの左頰に斜ななめに傷が奔り、遅おくれて血が滲にじみ出す。

　制限戦技リミツトスキル──閃せん光こう剣けんを放ったのだ。

「……あまり調子に乗るなよ」

　カナタが魔砲剣を中段に構える。

　必要以上の緊きん張ちようも気負いも感じられない。完全な自然体。

「ふーん、人間にしてはキミもなかなかやるようだね」

　瞬またたく間に頰ほおの傷が治ち癒ゆするレアル。彼は容赦なく両腕を素す早ばやく振りかざし続け、カマイタチの連続投射。

　対するカナタは両腕で柄つかを握にぎり、閃光剣の連撃で応じた。

　両者が同時に繰り出した不可視の閃撃。それは大気を揺ゆるがす衝しよう撃げきの烈れつ風ぷうとなって闘技場に轟とどろく。

　技わざと技のぶつかり合い。

　カナタとレアルはお互いに睨にらみ合う。

「へえー、たかが人間にしてはなかなか……いや、この感じ。ああ、そうか。キミも僕と同じ魔甲蟲に選ばれた存在なんだね」

「魔甲蟲に選ばれた、ね。生あい憎にくと俺はお前ほど楽天家じゃねーから、自分のことを特別視なんかしてねーよ」

「特別視のどこが悪いんだい？　あの囁ささやきが聞こえたのだから当然じゃないか」

「あの囁きに耳を貸すってことは……人間をやめるってことだぜ」

「ああ、ひょっとしてキミはこのチカラを肯こう定てい的に捉とらえていないのかい。あははっ、じゃあもしかして裏切り者になったのは、自分が周りとは違うことが原因だとか」

「……………………」

「どうやら図星だったみたいだね。なるほど、そりゃランキング戦にも出られなくなるわけだ。まさかその身に人類の天敵のチカラを宿す人間がいるなんてこと、周りに知られたら困るからね」

「…………黙れよ」

　閃光剣が勢いを増す。左腕の腱けんと筋繊せん維いがみしみしと嫌いやな音を立てた。

　手数で勝まさり、カマイタチを押しやる。振るう刃やいばはレアルの体へと及およんだ。両腕が瞬時に分断される。だが、すぐに高速再生。それを幾いく度ども繰り返す。

　このままでは埒らちが明かないと考え、一気にカナタは間合いを詰つめる。大上段に構えた魔ま砲ほう剣けんで右肩から左腰こしにかけて袈け裟さ斬ぎりにする狙ねらい。だが、レアルは思わぬ行動に出た。

　筋繊維が剝むき出しの腕でバランスを取り、右肩を庇かばうように身を捻ひねりつつ、間合いを取ろうとしたのだ。

「いきなりこんなことするなんて酷ひどいじゃないか」

　高速再生されつつある手を眺ながめ、どこか余裕ある表情を浮かべるレアル。

　彼は気づいていない。カナタにすでに弱点を知られてしまったことを……

　へー、両腕へのダメージは気にしないくせに、いまの攻こう撃げきは避よける必要があったのか。

　やっぱあの黒い細胞の塊かたまりが関係しているようだな。

「酷くねーだろ。だってお前、いくら斬きられても再生するじゃん」

　カナタはつぶさに相手の傷の治りを観察する。

　勝負事というのは、油断した方が負けなのだ。

「でも、おかしいな。キミからは声が聞こえない。あの憎にくしみに溢あふれた囁きの声がっ！」

　そう言った途と端たん、レアルの体が痙けい攣れんしながら不気味に蠢うごめく。

　いままで纏っていた制服の裂さけ目から、黒い硬こう皮ひが覗く。それはすぐに全身を覆おおった。先日遭そう遇ぐうした変キ異メ種ラと同じものだ。

　突然変異メタモルフオーゼを目もく撃げきしてもカナタは微み塵じんも動どう揺ようせず、

「へっ、わりーな。俺もその囁きに乗っ取られそうになったことはあるけどさ」

　魔砲剣を両手でしっかりと握り直す。

　命の奪うばい合いの相手を見み据すえる。

「丁てい重ちようにお断りしたぜっ！」

　言い終えるや否いなや閃光剣を連発。レアルを再び翻ほん弄ろうしようとする。

　ここで、足がばねでできているかのような、超ちよう人じん的な跳ちよう躍やく力りよくをレアルが披露。瞬まばたきする刹那にカナタとの間合いを縮めようとする。強きよう靭じんな硬皮は閃光剣でもほとんど傷をつけられなかった。

　闘とう牛ぎゆう士しのようにカナタがさっと身を翻ひるがえすと、つけすぎた勢いを殺しきれないレアルがすり抜ぬけていく。

　まだ化物じみた体の慣らしが終わっていないらしいな……

　ここからが、本当の死し合あい開始。

　これまではせいぜい小手調べといったところだろう。

　単純なチカラ比べならレアルの方が上。持久戦でも、すでに人間をやめてしまっているレアルに分ぶがあるだろう。だが、戦闘スキルと経験の差を如によ実じつに反映させ、短期戦に持ち込めばカナタ一人でも倒たおすことができるはずだ。

　戦い方さえ間違わなければ、充じゆう分ぶんに勝機はある。

　そんなときだった。何を思ったか、ユーリが焦あせって参戦してきたのは……

「サポートします、カナタ先せん輩ぱいっ！」

　魔剣を中段に構えるユーリ。彼女は一気にレアルとの間合いを詰めると、巧たくみな剣捌さばきでレアルを翻弄、一気に押し切ろうとする。

「いかに動きが速くとも、間合いを詰めてしまえばどうということはありませんっ！」

　レアルの魔剣術という戦闘スキル自体は素人しろうとだ。熟練者のユーリならば、圧あつ倒とうすることは容易たやすい。

　だが、力強く剣速も優すぐれるという点は侮あなどれない。

「終わりですっ！」

「違う、油断するなユーリっ！」

　カナタが警告した途端、ムキになったレアルがユーリの魔剣を受けとめる。

　そのまま鍔つば迫ぜり合いへと持ち込まれ、ユーリは咄とつ嗟さに身を退ひく。

　それが仇あだとなった。

「えっ！」

　気づいたときにはもう遅おそい。正面から、嬉き々きとして魔剣を持つレアルが迫せまっている。勢いづかせてしまったのだ。

　レアルの瞬しゆん発ぱつ力りよくをもってすれば、追つい撃げきは容易い。だが、次の瞬間。ユーリが軽く突つき飛ばされると同時に、左脇わき腹ばらを貫かれ、負傷したカナタの姿があった。

「ど、どうして……っ!?」

「さーな。体が勝手に動いちまったんだよ……」

　チカラなくカナタがその場に崩れ落ちる。

　思わぬ儲もうけにレアルがげらげらと笑った。

「あははは、危ないところだったよ。……ねえユーリ、裏切り者がキミのことを庇おうとしたお陰かげで僕はこうしてキミを愛することができる」

　レアルの刃が、動けないカナタへと向けられた。

「ここでキミが僕の愛を受け入れないと、今度はこの裏切り者が犠ぎ牲せいになるね。さて、どうする？　いますぐ僕に忠誠を誓ちかうというなら考えてあげなくもないよ？　ほらさあ、キミから僕の胸の中に飛び込んでおいでよ」

「……………………」

「さて、どうするんだい？　いまの僕はキミよりも遥はるかに強いよ。ここはやっぱりさ、キミが僕の愛に応こたえるべきだと思うんだよね」

　ここで下手をすれば、自分ではなくカナタ先輩が殺されてしまう。

　他にどうしようもない。ユーリが武装解除する。

　仲間の命を救うためには、自分が犠牲になるしかない。

　そんな諦てい観かんにユーリは苛さいなまれていた。

　せめて負傷したカナタを止血してからと、精せい一いつ杯ぱいの誠意を込こめて、ポケットの中にあるハンカチを取り出そうとする。そんなときだった。ふと他のなにかの感かん触しよくがあることに気づく。触さわるとそこには、ぶさいくなメリルのマスコットがあった。

　空戦魔導士第一の条件は、絶対に諦あきらめないこと。

　カナタの言葉が脳内で蘇よみがえる。

　だが、どうすればこの状じよう況きようを覆くつがえすことができるのか。そんな都合のいい現実など存在しないと彼女は思うし、奇き跡せきなど起きないとも思う。

　でも、いまはカナタ先輩のことを、咄嗟にわたしを庇ってくれたことであの裏切り者のことを少しは信じることができるから、ほんの少しくらいこのマスコットを信じてもいいのではないか。

　わたしは諦めない。絶対に……

　いままさにユーリが魔剣を再び展開しようとしたときだった。

「そんな卑ひ劣れつなこと、絶対にさせませんっ！」

　二振りの魔ま双そう剣けんを八双に構えたレクティがレアルの前に姿を現す。

「誰だれだいキミは？　不ふ愉ゆ快かいだな」

　カナタへ向けられた凶きよう刃じんにチカラが込められる前に、レクティの魔双剣が瞬時にそれを打ち払はらう。

　二閃十殺。アイゼナッハ流魔双剣術にかかれば、この程度造作もない。

「ふむ、ならば次はわたしの番だな」

　レアルの足もとへと魔ま力りよく弾だんが放たれる。断続的に三発。弾殻バレツトシエルを普ふ段だんより不安定に調整した炸さく裂れつ弾だんだ。

　盛大な土つち埃ぼこりが巻き起こる。視界が閉とざされたその一いつ瞬しゆんに、ミソラが大急ぎでカナタのもとへと駆かけ寄り、襟えりを摑つかんで引きずるようにして救い出した。

　Ｆランク小隊の予想外の行動に、ユーリは戸と惑まどうことしかできなかった。

「へっ、まさかお前に助けられるとはな……」

「なによ、助けないでほしかったわけっ！」

「ンなわけねーだろ。助かったぜ、ありがとな」

「～～～～～っ！　い、いつもお世話になってるから、これくらいのことで、お礼なんて要いらないわよっ！」

　まだ土つち煙けむりが巻き起こっている。

　出血する脇わき腹ばらを押さえながら、どうにか上半身だけをカナタは起き上がらせていた。

「念のために訊きくけどさ、お前らこのままどうにかして逃にげる気は──」

「ないわ！」

「ないな」

「ありませんっ！」

「──仕方ねーなー」

　いつの間にか彼を基点に、円えん陣じんを組むミソラたち。一歩下がって見守るユーリ。そんな四人を見回しながら、カナタは不敵な笑えみを零こぼす。

「さてと、んじゃま……」

　誰ひとり諦めている人間がいないことは、その瞳を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　この場にいる誰もが、何ものにも屈くつ服ぷくしない確固たる意志を宿している。

「あー、時間がねーな。ちっ、しょうがねー。よく聞けよ。お前らが気づいてるかどうかは知らねーけど、あいつの弱点は右みぎ肩かただ。そこに埋うめ込まれている黒い細さい胞ぼうの塊かたまり。そいつだけは必ず庇おうとする。だからま、そこを狙うしかねーんだよ。つーことで、あとは戦術なんだけど……」

「──あんたに託たくすわ」

「おい、まだ何も言ってねーのにいいのかよ？」

　いくら時間がないとはいえ、こうも易やす々やすと命を預けてくれるとは……

「あんたから授さずかった作戦のお陰で、さっきは勝つことができたのよ。教え子が教官を信じないで、誰が信じるのよ。あんたは教官として結果を出して、約束を守ったんだから充分すぎるくらいよ。だから、だから……勝つための指示をちょうだい。どうすれば、あたしたちが勝つことができるか。あたしたちはさ……みんな、あんたを信じてるっっっ！」

　ミソラの言葉に同意するかのように、リコがふっと鼻で笑い、レクティがにぱにぱ微笑ほほえんでみせた。

　へっ、こいつら成長したようだな、とカナタは思う。

　さきほどＢ２２７小隊に勝ったことで、ミソラたちの中に自信が芽生えたようだ。

　そーいや、とっとと祝勝会やりてーよな。帰ったら小隊室でケーキでも喰くうか。

　非常事態かようなときにそんなことを考えてしまう男のことを、全員が信しん頼らいしていた。

「ミソラたちが誘ゆう導どうで、止めの一撃フイニツシユがユーリだ」

　カナタは短く纏まとめ上げて情報を伝えた。

　信頼していたとはいえ、やはり突とつ拍ぴよう子しもない作戦にミソラたちの顔色が曇くもる。

「えっ!?　でも、そんなことをしてもあいつの体はやたら頑がん丈じようになってるみたいだし……」

「ああ、わかってるよ。だからさ、そのためにユーリがいるじゃんか」

　ミソラたちが不安そうにユーリを見る。

　彼女一人だけはまだカナタのことを信頼し切っていない。だからこそ、輪の中から一歩引いている。ミソラが疑問に思う。初めての仲間と一いつ緒しよに上う手まく戦うことができるだろうか。もしや、いつぞやのランキング戦のときのように喧けん嘩かなんてことに……

　そんな不安とは裏腹に、ユーリはこくりと頷うなずき、一歩前に出た。

　正直、ユーリはいまだにカナタが何を考えているか理解できない。

　理解できないのだが、その教え子さんたちは彼のことを信頼しているようだし、作戦自体も成功率が決して低いものではない。

　それに、身を挺ていして庇かばってもらった恩義がある。

　恩には義を以もつて報むくいるのが彼女の流りゆう儀ぎだ。

「問題ありません。わたしに任せてください」

　カナタの挺てい身しんが、裏切り者に相応ふさわしいものでないことぐらいはわかる。

「へっ、ユーリは特務だ。お前らの動きに合わせるなんてわけねーよ」

　カナタの言葉に続いて、全員がこくりと頷き合う。

　彼女らは、それぞれの役割を果たすために宙を舞まった。







　グラウンド内を滑すべるように駆け巡めぐり、ユーリを加えたミソラたち四人が激しく飛び交かう。その中心に据すえられたのは、レアルだ。ちょうどコンパスの針に当たる部分にレアルがおり、その周囲をミソラたちが飛び交っていると形容したらわかりやすいだろうか。

「地上じゃ勝てないと思って空に逃げたのか」

　浅はかな考えを見下し、レアルが嘲ちよう笑しようする。

「ふふっ、あの裏切り者抜ぬきで僕に勝てるとでも思ってるのかい」

　負傷し、外がい壁へきに背を預けるカナタを手玉に取ることなど容易い。

　だが、それでは面おも白しろみに欠ける。

　狩かる側と狩られる側。

　強者と弱者のチカラ関係でいえば、この場合明らかにレアルに分があった。

　レアルの攻こう撃げきは一発でも喰らえば致ち命めい傷しようは必ひつ至しだ。逆にミソラが知る限り、こちらにあの硬皮を突き破る手段はない。

　現状は小隊規模で単一高脅きよう威い目標と戦せん闘とうする際の──攪かく乱らん戦だ。

　それは命いのち懸がけの鬼おにごっことも言えよう。

　鬼はレアル。カマイタチに捉とらえられることは死を意味する。

　逃げ惑まどうミソラたちは息つく間もなく有機的に動き、お互たがいに死角をカバーしながら牽けん制せいし続け、フェイントや思い切った攻撃を織り交ぜ、意表を突つき、隙すきを作らなければならない。さらにそこから隙を突き、鬼殺しを可能とする一手が必要なのだが……

『レクティ、マークされてるわよ』

　鋭するどい指示。レアルの周囲を旋せん回かいしていたレクティに向かって、カマイタチが放たれる。だが、側面からの魔ま力りよく砲ほう撃げきがそれを処理した。

　レアルの次の目標がミソラへと変へん更こうされる。

『ミソラ、そのままそいつの注意を引きつけろ。あと四発は稼かせげ』

　耳もとの通信結けつ晶しようからリコの声。

　全速力で窮きゆう地ちを逃のがれようとミソラが加速する。後ろを振ふり向く余よ裕ゆうは一いつ切さい見られない。

　攪乱開始五分。これまでの連戦の疲つかれもあってか、ミソラの疲ひ労ろうがピークに達していた。

　それでも彼女が勝負を諦めることはない。

『リコ、アシスト頼たのめるっ!?』

『ふっ、仕方ないな。そのまま飛行し続けろよ』

　どこからともなく魔力射撃。ミソラへ直撃コースにあったカマイタチを直撃。

　ミソラたちと連れん携けいし、敵の注意を引くために躍やつ起きになっていたユーリが眼めを瞠みはった。

　こんな乱雑な軌道で逃げる仲間へ援えん護ご射撃をするなんて、なんて胆たん力りよくだ。

　リコだけではない、実際同じ戦場に身を置いてみて、ミソラたちの実力がよくわかる。

　まだまだ粗あら削けずりで未熟で危なっかしい場面も多いが、それぞれが輝かがやくスキルを所持している。ミソラは魔力砲撃と加速力、リコは狙そ撃げき力りよくと冷静な判断力、レクティは絶対的な魔双剣術。

　これだけチカラがあって、小隊としての動きもできるのに、なぜＦランク扱あつかいされてるんですかっ!?

　そこにカナタという教官の功績があることをユーリはまだ知らない。

　目め敏ざといことにリコは隙を見て、レアルに対しても狙撃していた。

　無防備なレアルの顔面に魔力弾が突き刺ささる。

　直撃。爆ばく発はつ。

　だが、爆ばく煙えんの中から姿を現したレアルは無傷だった。

『ふんっ、硬かたいな』

　伸しん縮しゆく自在の腕うでならともかく、それ以外の部分の強度はモース硬度15ダイヤモンドを超こえるかもしれない。変キ異メ種ラの中でも強きよう靭じんな硬皮。もともと魔ま甲こう蟲ちゆうは体表が硬こう化かし、蟲むしの外骨格系よりも遥はるかに高い強度を持つ。

　もとベースが人間でも変キ異メ種ラの硬皮は健在らしい。

『大だい丈じよう夫ぶですリコさんっ！　次はわたしが仕し掛かけますっ！』

　レアルの六時方向から音もなく忍しのび寄っていたレクティが、硬皮に刃やいばを突き立てる。人間相手でも容よう赦しやない袈け裟さ斬ぎり。

　だが、ぱりんっ、という物質の結合が解かれる音が響ひびく。魔ま双そう剣けんの一本が呆あつ気けなく根元から折れてしまった。

『く……っ！』

『レクティ、離はなれろっ！』

　すかさずレアルが振り向き、レクティへ向かって腕を振る。追い立てるようにカマイタチが押し寄せるが、間に割って入った一人の魔剣士がそれを阻止する。

『ユーリさんっ！』

「安心してください。あなたたちの援護カバーはわたしですっ！」

　言いながら、ユーリは周辺警けい戒かいをする。

　こんな怪かい物ぶつ相手だというのに、気き後おくれする様子を微み塵じんも見せない。もしかすると先さき程ほどのレクティの攻撃は、無む謀ぼうとも言えるものだったのかもしれない。紙一ひと重えで無事だったからいいものの、下手したら死傷していたとこだ。

　だが、躊ちゆう躇ちよすることなく斬ざん撃げきを浴びせた、その決断力をユーリは高く評価する。

　まったくこの子たちのどこか落ちこぼれているんだか……

　この状じよう況きよう下かで諦あきらめていない時点で、空戦魔導士第一の条件を満たしているじゃないですか。

「ふふっ、ユーリ。ああ、早くキミと一緒になりたいよ」

　地上にいるレアルが欲望に塗まみれた瞳ひとみで上空を見る。

　ついにというべきか。ミソラたちが意外にも長く逃にげ延のびるものだから、痺しびれを切らしたレアルが飛行魔術で空へ舞い上がる。

『あの化物が飛行してきたわね……』

『ああ、第二段階フエイズツーだな』

『上に行きましょう』

　ミソラたち三人が作戦通り、黄昏たそがれの障しよう壁へきのちょうど天頂へ当たる部分へと結集した。

　最後の攻撃でも仕掛けようというのか。

「ふふっ、あんな場所に集まって仕留めてくれといわんばかりじゃないか」

　じわじわとレアルがにじり寄る。

　ミソラたちがまるで脅おびえた子羊のように身を寄せ合っている。

　三人が組み体操のように背中合わせに合体し、こちらを睨にらみつける。

　だが、ここでレアルはふと疑問に思った。

「あれ？　ユーリはどこへ行ったんだい？」

　言いながら、地上方向を探す。

　だが、そこにはフィールドの外壁に背を預けるカナタの姿しか見当たらない。

　まさか黄昏色の障壁に逃れたわけでもあるまい。

　まあいい。こいつらを捕つかまえて吐はかせよう。

　なにか策はあるだろうが、どうせ大したものではないだろう。

　高速再生、超ちよう硬こう度どの皮ひ膚ふ、高速移動などレアルの優位性を列挙していたら、枚挙に暇いとまがない。

　傲ごう慢まんだが、彼はたしかに覇は権けんを握にぎっているのだ。

「おーい、ユーリはどこだい。素す直なおに教えてくれれば、楽に殺してあげるよ」

　ミソラたちは何も言わずレアルの接近を待つ。

　じわじわと接近してきたレアルが魔剣を前に突き出し、攻こう勢せいに出ようとしたときだ。

『『『……いまですっっっ！！！』』』

　その瞬間、ミソラたちがばっと弾はじけた。

　その背後に人ひと影かげ──ユーリの姿が露あらわになる。
















　そこには三叉撃トライデントに近い形状をした魔ま槍そう──〈全てを貫くものトリシユーラ〉を下段に構えたユーリの姿があった。

　どうやら死角にいた間に、新たな武器を左手の指輪──魔術士の宝石箱マギスフイアから取り出していたらしい。

　魔槍に刻み込まれたルーン文字が輝きを放つ。

　周囲の空気が小刻みに震ふるえ始めた。穂ほ先さきが超高速で振しん動どうしているのだ。

「……やっぱり槍やりの方がしっくりきます」

　三叉撃トライデントに酷こく似じした形状の槍を携たずさえ、彼女は突とつ撃げき姿勢をとった。身を低くし脇わきを締しめ、穂先と一直線になるようにレアルの姿を捉える。

「覚かく悟ごしてくださいっ！」

　そして、砲ほう弾だんの如ごとく弾け飛び、襲おそいかかった。
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　数か月前のあの裏切りの日。少女の信しん頼らいは完かん膚ぷなきまでに引き裂さかれた。

　自分の全すべてを預けてもいいと思うほど信頼していた少年が、一番大事なランキング戦に来なかったからだ。

　そんな無責任な男のもとに再び自分がいる。だというのに、不思議と嫌いやな気分はしなかった。

「えっ!?　それだけでいいんですかっ!?」

「そ。それだけで充じゆう分ぶんだよ」

　カナタが作戦についての指示を出す。

「あの化物は不意を突く動きには対たい抗こうできない。必ず目で見て、状じよう況きようを判断してから動こうとする。だから、ミソラたちをカーテン代わりにして、空中で不意を討うて」

「不意を討てって……本当に信頼できる情報なんですか？」

「ああ。ミソラやクロエの砲ほう撃げきをあいつは躱かわせなかった。周辺に対する警戒が疎おろそかなんだ。……ま、高速再生や硬皮があれば、当然傲ごう慢まんにもなるよ。空中で迎むかえ撃つのは、あのばねのような脚きやく力りよくで逃れさせないためだ」

「ですが、そんな思うようには……」

「あいつは相手の攻撃を喰くらっても問題ないと思ってる。それに経験は未熟だし、動きも素人しろうとだ。だからこそ、不意討ちは可能だ。しかもこっちには〈トリシューラ〉っていう切り札があることをあいつは知らねー。なあユーリ。なんでお前が《空穿の閃跡ブリユーナク》って呼ばれるか、あいつに見せつけてやれよ」

「……う、裏切り者が馴なれ馴れしくその名を呼ばないでくださいっ！」

「そうかよ。ならさ……俺の大事な一番弟で子しとしてあいつに目にもの見せてやれ」

　ふっと不敵に笑ったカナタは昔と同じ姿をしていて──あの頃ころの日々が蘇よみがえってきたかのような錯さつ覚かくを抱いだかせた。大事な……一番弟子、か。ユーリが内心で微笑ほほえんだ。教え子さんたちにはない、一という字がついている。

　肩かたのチカラを抜ぬき、ユーリはあの頃と同じ瞳でカナタを見み据すえた。

「……ねえ、カナタ先せん輩ぱい」

「？　どうしたんだよユーリ？」

「今だけ、今この瞬間だけあなたのことを許します。だから、あなたの小隊は任せてください。《空穿の閃跡ブリユーナク》の名にかけて全員護まもり抜きます」

　作戦を提案するカナタの姿に、不誠実な面は微塵も見えない。

　身を挺ていして自分を護ってくれたのだってきっと……

　だからこそユーリはもう一度だけ信じてみようと思ったのだ。

　目の前のよくわからない先輩のことを。
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「ああ、ユーリっ！　ついに僕の愛に応こたえてくれたんだねっ！」

　闘とう技ぎ場じよう。フィールド上空。

　レアルは興奮しながら、魔剣で迎げい撃げきしようとする。

　そこへ向かって一発の砲弾の如く加速するユーリ。重力加速度と、位置エネルギーを味方につけて。

　魔ミ装ス錬リ金ルを叩たたき折る強度を持つレアルの胸部皮膚。そこの右みぎ肩けん甲こう骨こつより外側の辺り。その箇所を〈トリシューラ〉が正確に突つき刺す。

　軽い衝しよう撃げき。

　上空から降下してきたユーリの勢いに負けて、地上方向へと押し戻もどされていくレアル。

　だが、この瞬間レアルは自らの勝利を確信していた。

　なにせこの体を貫き通せるものなど存在しない。仮にこのまま地上へ叩きつけられても、その直後ユーリを自らの腕の中へ……

　そのときだった。

「ば、馬ば鹿かなっ！　なぜ僕の硬皮がたかが槍なんかに……っ！」

　レアルの硬皮が削けずられていた。

　急降下する体。重力に逆らい、首をぐっと上げると、右みぎ肩かたの付け根に突き刺ささった魔槍がギィィィィィンと振動していた。超高速の振動だ。

　さらに視線を上にやる。魔槍の使い手は、どんな窮きゆう地ちにも揺ゆるがない空士の貌かおを覗のぞかせていた。

「たかが槍……？　この魔槍を他のものと一いつ緒しよにしてもらっては困ります」

　レアルから緑色の体液が噴ふき出す。

　ユーリは槍を握る手にさらにぐっとチカラを込こめた。

「ご存じないなら教えてあげましょう。この魔槍の名は〈全てを貫くものトリシユーラ〉。魔力超振動機構シユナイダーを搭とう載さいした、対変異種用アンチキメラの特装魔槍です。貫けないものはありません」

　物体を切断するのではなく、分子レベルで切せつ削さくする魔槍。

　魔槍がすばやくレアルの肩部を貫かん通つうした。勢い余ったユーリはレアルの傍かたわらをすり抜け、そこから急制動。くるくると円を描えがくように回転しながら、地面に着地する。

「カナタ先輩から魔槍士を勧すすめられたときは、頭に来ましたが。この状況で役立てるということは、やはり間ま違ちがいではなかったのでしょうね」

　右肩の付け根に穴をあけられながらも、レアルは二本足で着地した。

　傷口からどばどば流れ出る緑色の体液。それでも致ち命めい傷しようには至らなかったらしい。

　すぐさま肩部が高速再生を始めるが、再生速度が遅おそい。

　先程の一撃があきらかに効いている。

「だが、また再生すれば……」

「いえ、あなたの負けです」

　吐き捨て、ユーリが魔槍で縦じゆう横おう無む尽じんにレアルを斬きり砕くだく。

　魔ミ装ス錬リ金ルを凌りよう駕がする硬皮が、ボール紙のように切断スライスされる。

　両りよう腕うでが再生しようとした途と端たん、斬ざん線せんが奔はしる。筋肉と神経系が悉ことごとく分断された。再生には筋組織の構成、皮膚の形成、黒い硬皮の形成と三段階のプロセスを踏ふむのだが、筋組織の構成の時点で再生が阻そ害がいされているのだ。

　無論、レアルとてやられ放題ではない。両腕が破は壊かいされた時点で間合いを取ろうとする。だが、ユーリの巧たくみな魔槍捌さばきのために、間合いを取れない。それどころか、逆に体中に無数の傷がつけられていく。

　この技わざに名前はない。

　疾しつ風ぷう突づき、棒打ち、烈槍返し、乱突き──全てが基き礎そ的な戦せん闘とうスキルの組み合わせ。

　だが、電光石火の如く振ふる舞まわれる戦技である。

　カナタに魔槍士としての可能性を見み出いだされ、ひたすら練れん磨まし続けた魔槍術。

　空をも穿うがつが如く、閃ひらめく刃やいばの残像が見える。

　だからこそ人々は彼女のことをこう呼んだ。《空穿の閃跡ブリユーナク》と。

「……これで終わりです」

　剝むき出しになった黒い細さい胞ぼうの塊かたまり。そこにユーリは正確に槍撃を浴びせた。

　穂先に触ふれた直後、その塊から勢いよく緑色の体液が弾け飛ぶ。

　何事もなかったかの如く、再生する右肩。

　だが、直後。突とつ然ぜんチカラが抜けたかのようにレアルが地に伏ふせる。腰こしが抜けたというようなものではない。まるで風船から空気が抜けるが如く、全身からチカラが抜けるのを感じた。黒い硬皮も通常の皮膚へと変化していく。

「……う、うそだっ！　こ、こんなことがっ!?」

　気がつけば、油断なく槍を構えるユーリの前で無ぶ様ざまに平へい伏ふくしていた。

　身体再生がままならないこともそうだが、それ以上に心を蝕むしばむ感情が彼をそうさせていた。

　──本能的恐きよう怖ふ。

　この超ちよう越えつした個体に進化してから、味わうことのなかった死への恐怖だ。

　どうにか起き上がり戦おうとするレアルの喉のど元もとへ、〈トリシューラ〉が突きつけられる。

「あなたの考えは読めています。だからこそ、止やめておいたほうがいい。それをやったら、わたしは本当にあなたを赦ゆるせなくなる」

　意い気き消しよう沈ちんしたかのようにレアルが膝ひざを折り、その場にうな垂れた。

　それから思い出したかのように、

「ま、待てよ。待ってくれよ。僕だって、キミを襲いたくて襲ったんじゃないんだ」

　命いのち乞ごいでもするかのように虚きよ言げんを述べた。

　不快気に眉まゆをひそめるユーリ。そんなとき、レアルの本質が露わになる。

　視界に入ったのは、外がい壁へきに背中を預けるようにして座るカナタの姿。

　思わず不気味な笑みをレアルは浮うかべた。

　くくくっ、これで状況を覆くつがえせる。馬鹿め……

　最後のチカラを振り絞しぼり、足の靭じん帯たいを強化する。そしてカナタのもとへと一気に跳ちよう躍やくし、間合いを詰つめた。

　無防備な彼をまさに手にかけようとしたとき、

「……矮わい小しような存在の考えることは本当に下げ衆すですね」

　真後ろから侮ぶ蔑べつの声。

「警告したはずです。あなたの考えは読めています。だからこそ、止めておいたほうがいい、と。……ひざまずきなさいっ！」

　いつの間にか背後に移動したユーリが、レアルに足あし払ばらいをかけ、倒たおれ込んだ喉元へ〈トリシューラ〉を突きつける。

　卑ひ怯きようなレアルの狙ねらいなど、特務小隊ロイヤルガード相手に何度も通用しない。それに予あらかじめ警けい戒かいしていた。

　これ以上、大事な先輩を傷つけさせないために……

「一つ覚えの猪ちよ突とつ猛もう進しん。状況が不利になったら、弱っている人間を人ひと質じちに……そんな卑ひ屈くつな攻こう撃げきを、何度も通せると思いましたか」

「馬鹿な。カナタ・エイジさえ仕し留とめれば、僕が負けることなんて……」

「へっ、わりーな。お前はとっくに俺の術中に嵌はまってたんだよ」

　壁かべに寄り添そうカナタを庇かばうように立ちながら、ユーリが告げる。

「あなたの戦闘経験は未熟。状況判断は素人同然。自らが最強の生物とでもいうかのように傲ごう慢まんになっています。だけど、あなたは最強であって、無敵ではない。これらすべてはカナタ先輩が教えてくれたことです」

　チカラなく寄り添っていたはずのカナタが不敵に微笑んだ。

　ざまーみろとでもいうかのように……

「カナタ先輩の優すぐれたところは、鍛きたえ抜かれた身体技能だけではありません。この人は最後の最後まで足あ搔がき続けることを怠おこたらない、どんな状じよう況きようでも屈くつ服ぷくしないからこそ強いんです！」

　今度こそ、レアルは本当にうな垂れた。







「こいつは俺の大事な教え子だから、お前の好きにさせるわけにはいかねーんだよ」

　ミソラたちが周囲を固める中、ユーリは鋼糸入りの拘こう束そくテープで素す早ばやくレアルを縛しばり上げる。

「……カナタ先輩、あのチカラは？」

　不安げな表情を浮かべ、ユーリが問うた。

　だが、カナタは何も答えない。どこか他ひ人と事ごとのように肩を竦すくめて、

「さーな。俺疲つかれたからとっとと帰るわ。んじゃ、後は任せた。〈レイブンネスト〉に引き渡わたしといてくれ」

　闘技場はとうに無人になっていた。静けさが漂ただようグラウンドを、カナタはすたすたとあとにする。

　脇わき腹ばらの負傷はいつの間にか傷口が塞ふさがっていた。人知の及およばぬチカラが影えい響きようしているのはいうまでもない。

「倒したのは、カナタ先輩も同じでしょう」

「んっ、なに言ってんだよ。止とどめを刺したのはお前だろ。裏切り者の俺が戦うわけねーじゃん。俺は臆おく病びよう風かぜに吹ふかれて、怖こわくて逃にげ惑まどってただけだし……いてて」

　わざとらしくカナタは腰をさすってみせる。

「うわー、なんだかぎっくり腰っぽい。これほっとくと絶対慢まん性せい化かするわ。それに疲れたから、いますぐ寮りようのベッドでぐっすり寝ねねーと死んじゃうかも。つーことで俺帰るわ。じゃあな」

　テキトーなことを嘯うそぶきながら、カナタは後ろ手を振って闘技場を後にする。

　ミソラ、リコ、レクティの三人も教官である彼の後に続いた。

「ふふっ、やっぱりカナタは変わってないね」

「えっ！　クロエ先輩っ!?」

　ユーリのすぐ近くには、いつやってきたのかクロエの姿があった。にこにこ天使のような笑えみを浮かべながらも、彼女の額からは汗あせが滴したたり落ち、何度も魔ま力りよく圧縮を繰くり返していたためか焦こげ臭くさい臭においがした。

　旋せん風ぷうの防ぼう壁へきを潜くぐり抜ぬけようとした努力の結果だ。

「カナタがなんで裏切ったのかはわたしも実はよくわかってないんだけどさ、ほら、ああやっていつも一人で勝手に頑がん張ばって、それで勝ち誇ほこることなく去っていくの。ほんっと何考えてるかわかんないよねー」

　なるほど。たしかにその通りだ。

　あのカナタ先輩を理解しようというのがそもそもの誤りなのだ。カナタ先輩とは一緒にいることさえできれば、後はどうだっていい。

　たったそれだけのことに、今気づいた。

「カ、カナタ先輩っ！」

　何か告げようとユーリが大きな声を出す。

「今は無理でもいつか……いつか必ずあなたのチカラになってみせますっ！　あなたのその異質なチカラもわたしがなんとかしてみせますっ！」

　カナタは後ろを振り向くことはしない。

　ひたすら平気そうな振りをして歩く。

　そうしないと──笑顔が零こぼれそうだった。

　真実を告げられない自分が切なくて泣くのではない。

　零すのは笑顔だ。

　感情を上手に制せい御ぎよできないユーリの姿はもういない。

　今の彼女なら特務小隊ロイヤルガードの隊員として立派にその職責を果たすことができる。

　へー、成長したじゃんか。ユーリ。

　自分が最初に育て上げた教え子を、カナタは快こころよく思い、後ろ手を上げてみせた。







　エピローグ







　謎なぞの連続襲しゆう撃げき事件はユーリの手によって解決した。

　模も擬ぎ戦の日から三日後。《ミストガン》ではその事実だけが公表された。襲撃犯が正体不明の化物だったことや、あの裏切り者のカナタ・エイジが襲撃者と戦っていたなどという噂うわさも流れたが、全すべての真相は闇やみの中だ。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーフロン・フラメルは都市の治安を維い持じするために、もっとも合理的な選せん択たくをしたといってよい。

　あの事件の渦か中ちゆう、カナタ・エイジは大勢の観衆と同じくとっとと逃げ去り、正体不明の化物などと戦せん闘とうすることはなかった。なにせ当事者であるカナタがその事実の公表を望まず、フロンとしても都市内におけるユーリ・フロストルの地位を盤ばん石じやくなものにしておきたいという狙いがあったのである。

　残り十か月でこの学園を去る身としては、いまの本科一年生に、次の英えい雄ゆうを用意しておきたかったのだ。なにせ英雄がいれば、人々はそれだけで士気が高まる。魔ま甲こう蟲ちゆうと戦うことを前提としている《ミストガン》にとって英雄は不可欠な存在だ。

　かつてカナタがそうであったように……

　レアル以下数人の学生の消失は全て事故として処理された。遺体が確かく認にんできたものは親元へと死亡報告の通知書だけが届けられる。その学生がどうやって死んだのかという死に様を公おおやけにしないのが《ミストガン》の流りゆう儀ぎだ。

　かくして連続襲撃事件の後処理も終しゆう了りようし、模擬戦に勝利したＥ６０１小隊は無事にカナタが教官として指導を施ほどこすことが約束されたのだが、

「あのさ、お前らに一つだけ言っときたいことがある」

　こぢんまりとした小隊室に集められたミソラたち。

　この日の午後は穏おだやかな天気だった。絶好の訓練日和びよりといっても過言ではない。それなのに、今日はカナタから重大な話があると集められ、しかも防護服プロテクターを装着する必要もないとのこと。

　また新あら手ての特訓だろうか。

　そんなことを思い浮かべ、トリッキーな特訓を警戒したミソラたち。彼女たちは固かた唾ずを吞のんで、教官の一挙手一投足を見守った。

「ん、そんな注目してどうしたんだよ？」

「「「…………っ！（ごくり）」」」

　い、一体これから何をするんだろうっ？

　ミソラたち全員がカナタの顔色を窺うかがう。

　当のカナタはというと、なぜか不安げな様子でこちらを眺ながめる教え子たちを見み渡わたし、怪け訝げん貌がおを浮うかべた。

「どうしたんだよお前ら、この前の模擬戦を頑張ったから今日はご褒ほう美びを持ってきたのに……」

「ご褒美って……ホ、ホントっっっ!?」

「ああ、そうだけど」

　ミソラたち全員がふぅーと安あん堵どの息を漏もらす。そのときになってようやくカナタにも状況が吞み込めた。

「もしかして、なんか新しい特訓でも施すと思ってたのかよ？」

「だってあんたって、何考えてるかさっぱり読めないんだもん……」

「でもさ、ふつー気づくじゃんか。いろいろとあってまだお祝いしてなかったけどさ、あれがお前らの初勝利なんだぜ」

　初勝利。なんて甘美な響ひびきだろう。

　教官であるカナタの口から語られる言葉をそれぞれ嚙かみしめるミソラたち。

「ついでにこいつも紹しよう介かいだ。入ってきていいぞ。敗軍の将であるユーリ・フロストル新入隊員です」

「……だ、誰だれが敗軍の将ですかっ！」

　ばたんっとドアを開けてすぐカナタに喰くってかかったのは、《ミストガン》を救った英雄として売ブりレ出イしク中のユーリだった。

「ん、でも負けたじゃんか。だから敗軍の将って言ったんだけど」

「………………………」

「それで敗軍の将さん。これからの仲間に向かって自己紹介するの忘れてるんだけど」

「…………新入隊員としてカナタ先輩から指導を受けることになりました。ユーリ・フロストルです。特務との掛かけ持ちになりますがよろしくお願いします。……これで満足ですか！（ピキッ）」

「「「……（うわー、どうしようっ？　ユーリさん、すごい怒おこってるよっ！）」」」

　あからさまに不ふ機き嫌げんな様子のユーリ。

　いまや一いち躍やく超ちよう有ゆう名めい人じんかつ上級生のユーリが不機嫌であることに、ミソラたちは救いを求める眼まな差ざしをカナタに向けるのだが、

「ほら、どうしたんだよお前ら。敗軍の将さんが挨あい拶さつしてるんだぞ」

　ますます挑ちよう発はつしてユーリの機き嫌げんをさらに悪化させる。

　こめかみの辺りが若干引きつっていた。

「「「……………………よ、よろしくお願いします」」」

　怯おびえたような挨拶を返すミソラたち。

　どことなくぎこちないやり取りを見たあと、カナタがぼそりと漏らした。

「ま、こんなもんか」

「何がこんなもんですかっ！」

　合わせてミソラたちも、カナタが原因だと思い内心でひっそりと頷うなずく。

　それからふとカナタが気づく。

　さきほど入室したときからそうだったが、ユーリは通学鞄かばんに加え、なにやらリボンなどラッピングが加えられた四角い白い箱を大事そうに抱かかえていることを。

「そういえばさ、なんだよ。その箱は？」

「こ、これはその……ケ、ケーキですっ！」

　貌を真っ赤にし、俯うつむきながらユーリが白状した。

「へー、ケーキか。お前さ、気が利きくじゃんか。さすが新入隊員だな」

　さっとカナタが四角い箱を奪うばい取ると、ミソラたちが座っている机に置き、みんなによく見えるようにしてから手早くラッピングを開けようとする。

　なぜかユーリがあたふたとしながら必死にそれを拒こばもうとした。

「ちょ、ちょっと待ってくださいカナタ先せん輩ぱいっ！　こ、ここで開けるんですかっ！」

「当たり前じゃん。ここで開けなくてどこで開けるんだよ？」

「い、いまじゃなくたっていいと思います！　もっと、ふ、ふふふ、二人っきりの場所とかでどうでしょう？」

「あのなー、お前と二人っきりじゃこいつらにケーキ食わせらんないだろ。こういうのはさ、みんなで食べるから美お味いしいんだよ」

「あ、あのっ！　ちょ、ちょっと待って──」

「んじゃはい、これがユーリからのお祝いのケーキです！」

　かぱっと四角い蓋ふたが外され、中から苺いちごとクリームで豪華に彩いろどられたホールケーキが現れた。さらにそこには大きなチョコレートがのっけられている。

「「「「………………………………っっっっ！！！！」」」」

「んっ、みんな固まってどうしたんだよ？」

　その場に居合わせた全員の視線がホールケーキへと注がれていた。いや、厳密に言えばのっけられた大きな板チョコに書かれた文字にだ。




　あなたのことが好きです。付き合ってください。




「あー……、なんつーのユーリ。お前の趣しゆ味みに文句を言うつもりはねーけどさ、ま、ほどほどにな。ほらっ、こいつらまだ十四歳だから、そういうの知らねー奴やつとかいるし」

　誰に渡わたすつもりだったんだろ、レクティかな。

　首を傾かしげながら、カナタは教え子たちのことを見回した。

　硬こう直ちよくするミソラたち。カナタから曲解されたユーリの心臓は早はや鐘がねになり、見る見る貌が真っ赤になる。そして息をすぅっと吸い、

「カ、カナタ先輩の馬ば鹿かぁ─────────っ！」

　ハンカチをきぃっと嚙みちぎるような調子で、肺いっぱいに溜たまった空気を吐はき出す。片かた腕うでで目元を覆おおったまま廊ろう下かに飛び出していった。

　静まり返った小隊室で、カナタがぼそりとつぶやく。

「？　やれやれ、いきなり人を馬鹿扱あつかいするなんて失礼な奴だな」

　絶句したミソラたちは何も言えなかった。

　特に気にする素そ振ぶりを見せず、カナタはケロッとした様子で小さな教きよう卓たくの下に隠かくしていたあるものを取り出す。

「ま、冗じよう談だんはこれぐらいにして。そろそろ本番だ。ほいこれ。ミソラ、開けてみろよ」

　また白い箱が出てきた。今度は何が出るんだろうと、恐おそる恐る蓋を開けるミソラ。

　中身を検あらためた途と端たん、彼女の表情がぱあっと輝かがやく。

「う、うそっ！　なによこれっっっ！」

　目の前に現れたのは、色いろ鮮あざやかなフルーツケーキや、素材の風味溢あふれるマロンケーキ、大人の味のビターチョコレートケーキ、そして平へい凡ぼんそうなシュークリームだった。

　豪ごう華か絢けん爛らんな三つのケーキと、地味～なシュークリーム。

　目を輝かせるミソラたちの視線が前者へと注がれる。

「ん、ケーキだろ。俺がお前らのために用意した分な」

　そして口元からじゅるりとよだれを垂らすミソラを見やり、

「この前ソフトクリーム買ったとき、そういえばお前の分だけ俺が食っちまってたからな。お前が一番最初に選んでいいぞ」

「ほ、ホントにいいの……っ？」

「ああ。そのために買ってきたんだからな」

　突とつ然ぜんの出来事に喜びと戸と惑まどいを露あらわにするミソラ。そんな彼女を横目に、リコとレクティの目が『わたしも選びたいです』と語りかける。

　だが、カナタは不敵な笑えみを浮かべ、

「もしかしたら、残りものにも福があるかもしれないぜ」

　と告げるだけだった。

「うーん、どれにしようかな……？」

　マロンもいい、ビターチョコもいい。でも、いまは甘あま酸ずっぱくて、さっぱりするフルーツを口にしたい。そう判断したミソラがゆっくりと手を伸のばした途端、すっと脇わきから綺き麗れいな色白の手が伸び、横から獲え物ものをかっさらわれた。

「ちょ、ちょっとリコっ！　あんたそれあたしのよっ！」

「わたしはラズベリーが好みなんだ。キミはシュークリームでも食べていろ」

　それだけ告げると、リコは当然の如ごとくフルーツケーキを口にする。甘酸っぱい味が口いっぱいに広がり、あとからスポンジ生き地じの甘さが口内に溢あふれる。

「ふっ、まずまずの出来だな」

　淡たん白ぱくな感想とは裏腹に、リコはさも美味しそうに食べる。

「あ、ちょ、ちょっと……っ！」

　だが、まあいい。フルーツがダメなら、次は素材の風味が最大限に活かされてクリームだけでなく、栗くりの果肉とつぶつぶした触しよつ感かんを味わえるマロンケーキを──。だが、そこで待ったがかかった。

「あのぅ……ミ、ミソラさん。わ、わたし……マロンが好きなんです。い、いいですよねっ？」

　チワワのように瞳ひとみをうるうるさせたレクティがこちらを見上げてくる。純じゆん粋すい無む垢くな彼女を傷つけるような発言は、流石さすがのミソラにもできない。

「…………い、いいわよ」

「あ、ありがとうございますっ！」

　にぱにぱ笑みを零こぼしながら、レクティが美味しそうなマロンケーキを持って席へと戻もどる。箱に入っていたプラスチックフォークを使い、さも満足げに舌した鼓つづみを打つ。

「あま～～～いですっ！　ありがとうございますカナタさんっ！」

　しぶしぶマロンを放ほう棄きしたミソラ。だが、まあいい。まだチョコレートケーキが残っている。しかし、

「ふーん、お前なかなか謙けん虚きよになったじゃん。ひょっとして小隊長としての自覚ができた？」

　不意にカナタが話しかけてきた。

「ま、まあそういうもんよ」

「そっか。なら次は教官の俺か。そうだな、俺はこれだな」

「そ、それは……っ！」

　カナタが手を伸ばしたのは、最終防衛線であるチョコレートケーキだ。これを逃のがしたら、あとは地味～なシュークリームしか──ない。

「どうかしたのかよ？」

　思わず本ほん音ねがだだ漏もれになりそうになりながら、そこはぐっと堪こらえる。ミソラは思った。こいつも教官としてすごく頑がん張ばったのよね。それにわざわざケーキも買ってきてくれたし、ここは……日ひ頃ごろの感謝を込こめて少しは我が慢まんするべきなんじゃないかしら。

　本当は、それはあたしが食べると言いたいのだが……

「……ど、どうもしないわよ」

「ふーん、お前さ、本当に成長したんだな」

　そうつぶやいたカナタがチョコレートケーキを口にする。

　ミソラは残された地味～なシュークリームを手に取り、チカラなく口にした。

　まさかこんなシュークリームがあの華はなやかベストスリーに敵かなうわけがあるまい。大した期待もせず口にしたのだが、ぱくっと頰ほお張ばった途端、ミソラは眼めをかっと見開いた。

「う、うそっ！　なにこれ、ただのシュークリームなのにすごく美味しいっ！」

　ほどよく口に広がる甘味と濃のう厚こうなクリームの風味。そして──すっきりとした後味。女の子なら何個でも口にしてしまえそうな絶品だった。

　瞬またたく間に彼女はぺろっと平らげる。

「ああ、それはこの前行った屋台のシュークリームなんだよ。お得意さまだから貰もらってきた奴。あそこシュークリームだけは数量限定の絶品でさ、ユーリでも数回しか食べたことないんだぜ」

「あ、あんた……もしかしてわざとあたしにこれを食べさせてくれたの？」

「さーな。でも、この前はお前のお陰かげで少し救われた場面もあったし。ユーリが敵に捕つかまったときとかな」

「……べ、べつにそんなに感謝しなくていいのに」

「ああ。今度はそうするよ。結局敵に止とどめを刺さしたのはユーリだしな」

「うぅ…………」

「ま、まだまだ努力が必要だってことだよ。……さて、それじゃあ俺から一言だけ」

　カナタが本当にうれしそうに、そして自信たっぷりとミソラたちの貌かおを見まわして告げた。

「お前ら本当によく頑張ったじゃんか。──初勝利、よくやったなっ！」







　あとがき







　お世話になっております。諸もろ星ぼし悠ゆうです。




　まず初めに、謝罪を。

　一巻に関しまして、誤ご字じ脱だつ字じが多くて申し訳ございません。

　実力不足が原因です。

　本当に申し訳ありません。







　次に、ですね。二巻です。

　世の中にどうにか出回ることに成功しました。

　一巻が大好評だったので、なんとか生き残ることができました。

　これもひとえに読者の皆みな様さまのお陰かげです。

　謹つつしんでお礼申し上げます。

　本当に生き残ることができたのがうれしかったです。

　読者の皆様の御おチカラで、何度か重じゆう版はんさせて頂いたことが大きいです。読者の皆様あっての作家なので、これからも何なに卒とぞお付き合いのほどをよろしくお願いいたします。




　それから、担当さんと校正さんとイラストレーターさんにも感謝を……

　特に今回の校正さん、大変お世話になりました。

　ゲラチェック、勉強になることが多かったです。本当にありがとうございました。

　二巻の話では、ミソラたちも多少成長したかと思うのですが、ミソラたち同様作者も多少成長することができたと思います。むしろ、作者の成長の要素の方が大きいかもです！　こうやって作家って成長していくんだと、しみじみ感じました。

　また担当さんには何度も気合いを注入して頂きありがとうございます。

　担当さんの予想以上に売れるように頑がん張ばります。それと、担当して頂いてありがとうございます。個人的には、世の中にたぶん作家以上に愉たのしい職業はないと思ってますから、もう一年以上の付き合いをさせて頂いていることに感謝申し上げます。




　最後に今後の予定です。

　二巻の売り上げがどうなるかわからないんですが、おそらく三巻は来年の三月末までには出せると思います。

〝まだ書いてないのに、偉えらそうなこと言ってごめんなさい。でも、頑張って出します〟

　レクティが活かつ躍やくする話を描えがきたいと思っていますが……

　プロットにしてないので、まだどうなるかわかりません。




　纏まとまりがない話でごめんなさいっ！

　次巻も何卒お付き合いよろしくお願いいたします。










空くう戦せん魔ま導どう士し候こう補ほ生せいの教きよう官かん２








諸もろ星ぼし　悠ゆう
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